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第1章　調査の概要

1．調査の目的
平成17年度に実施した前回調査（以下、H17年度調査）に続き、男女共同参画に関する市民の意識と実態を把握し、第２次こうふ男女共同参画プランの進捗状況や施策を効果的に推進していくための基礎資料とする。

2．調査概要
（1）調査方法
調査対象：甲府市に住む20歳以上の男女
対象者数：1,500名
標本抽出方法：住民基本台帳から無作為抽出
調査方法：郵送法（配布・回収とも）
督促状：なし
調査期間：平成23年12月10日～平成24年1月10日
調査項目：1．男女共同参画全般について
　　　　　　　　2．労働について
3．子育て・教育について
4．地域活動等について
5．政策・方針決定の場への参画について
6．配偶者や恋人等から受ける暴力等について
7．今後の取り組みについて
調査主体：甲府市市民生活部 人権・男女共同参画課 男女共同参画係
集計・分析：株式会社サンニチ印刷 コンサルティング室

（2）回収結果
	３５．３％
	有効回収数　　　529件

	
	標　本　数　　1,500件


標本数1,500件に対し、有効回答数529件、回収率35.3％であった。
回収率はやや低いが、統計的には充分な回収数である。




3．調査報告書の見方
（1）回答率について
・設問ごとに各選択肢の回答者数を回答者総数で除し算出した。算出の分母（回答者総数）は、図中で「ｎ」と表記した。
・原則として％(パーセンテージ・百分率)で表記した。小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までを表記している。
・１人の回答者が１つだけ回答する設問（単回答）であっても、四捨五入を行うことにより、回答率の合計が100.0％とならない設問がある。
・１人の回答者が２つ以上の回答をしてもよい設問(複数回答)の場合は、回答率の合計が100.0％を超えることがある。
（2）無回答について
・回答のうち「判断のつかない回答」及び「回答すべき設問に回答していない」場合は、無回答とした。
・１人の回答者が１つだけ回答すべき設問に２つ以上の回答をした場合、無回答とした。
（3）有効回答について
・無回答でなく、設問の選択肢に合致する場合、有効回答とした。
・１人の回答者が「定まった回答の数」を回答すべき設問に、「定まった回答の数」以上回答した場合は、選択肢番号が若い順に「定まった回答の数」分だけ有効回答とした。
（4）データ間の差の検定について
・データ間の差の検定を行い、「有意差」（確率的に偶然とは考えにくく、意味があると考えられる差「P＜0.05」）がみられたものについては、解説文に記載した。
（5）表記等について
・図中で特に注目したい箇所は、丸い破線　　　　で囲んだ。
・本文や図中の選択肢は、表記を省略している場合がある。
・図中では、全体の割合の高い順や注目したい回答カテゴリーの順に並べ替えて表記している場合がある。なお、「その他」、「無回答」を省略している場合や、割合の低い回答カテゴリーの値の表記を省略している場合がある。
・クロス集計の場合、性別・年齢の不明者は表示していない。
・「第3章 調査の結果」は、設問ごとに「質問内容及び回答形式」「要約」「結果からいえること」の順にまとめた。
・本調査は、男女共同参画社会基本法施行 10 年を迎えての課題や社会状況の変化等を考慮し、調査票を設計したため、H17年度調査とは設問や選択肢の内容、表現等を変えている箇所がある場合やH17年度調査との比較がない場合がある。
　なお、新たに調査した項目は新規調査、H17年度調査のみの項目はH17年度調査のみと表記した。

4．回答者の概要
（1）性別
　　性別は、「女性」52．9％、「男性」42．0％で、女性が男性より10.9ポイント高かった。
なお、平成22 年10 月１日現在の市内の20歳以上の男女比率（※1）は、女性51．9％（83,911人）、男性48．1％（77,830人）であった。
（※1 資料：総務省統計局「平成22年国勢調査人口等基本集計」）



（2）年代
年代は、「60歳代」21．7％が最も高く、以下、「70歳以上」17．8％、「50歳代」17．6％、「30歳代」14．0％、「40歳代」13．4％と続き、「20歳代」は最も低く10.8％であった。
男女別では、男性に比べ女性の回答者年齢が低かった。

280
529
222
n

（3）職業
職業は、主婦を含む「無職」35．5％が最も高く、「会社員」21．2％、「パートタイム・アルバイト・契約社員」13．2％と続き、以下はいずれも１割未満であった。
性別・年代別では、女性の20歳代～50歳代の「パートタイム・アルバイト・契約社員」と「無職」を合わせた割合は、「会社員」の割合より高く、女性全体でみても「無職」が４割台半ばで最も高く、「パートタイム・アルバイト・契約社員」19.6％と続いた。
男性の20歳代～50歳代は「会社員」が最も高く、男性全体でみても「会社員」が３割強で最も高かった。


性別・年代別：職業 （n=529）　　※凡例は上図参照
ｎ
ｎ
280
37
222
20
34
25
46
55
42
47
59
51
46
40





第2章　調査結果のまとめとH17年度調査との比較

1．男女共同参画全般について
（1）男女共同参画に関する用語の認知度（P.16～）
男女共同参画に関する用語で「内容を知っている」と回答した割合は、「セクシュアル・ハラスメント」は８割、「雇用機会均等法」は５割を超えた一方、「ポジティブ・アクション」、「甲府市男女共同参画推進条例」は１割未満であった。
「知らない」と回答した割合は、「ポジティブ・アクション」が７割弱で最も高く、「甲府市男女共同参画推進条例」、「ワーク・ライフ・バランス」と続いた。
「セクシュアル・ハラスメント」は、すべての年代、職業（※1）において認知度が最も高く、30歳代以下の層では９割を超え、教員では100％であった。
「男女雇用機会均等法」は、すべての年代、職業（※1）において認知度が第２位で、教員では100％であった。なお、教員や公務員は、学生以外の他の職業（無職を含む）に比べ、認知していることがうかがえた。
（※1 教員は、「セクシュアル・ハラスメント」と「男女雇用機会均等法」の割合が同率で100％。）
【H17年度調査との比較】
「内容を知っている」の割合は、「セクシュアル・ハラスメント」、「ジェンダー」、「甲府市男女共同参画推進条例」などは高くなったが、「雇用機会均等法」、「ポジティブ・アクション」は低くなった。なお、50歳代以下の層では、「男女雇用機会均等法」の「内容を知っている」の割合が低くなり、40歳代では16.8ポイント低くなった。

（2）甲府市の男女共同参画推進に関する活動や施策の認知度について（P.19～）新規調査
甲府市の男女共同参画推進に関する活動や施策の認知度は、「甲府市女性総合相談室」が約２割で最も高く、「甲府市男女共同参画センター」、「甲府市男女共同参画フォーラムの開催」・「パンフレットを見たことがある」と続き、認知度が最も低いのは、「第２次こうふ男女共同参画プランの数値目標」2.8％であった。
また、女性は男性に比べて、「甲府市女性総合相談室」、「甲府市男女共同参画フォーラムの開催」、「甲府市男女共同参画『響き塾』」を認知していることがうかがえた。
40歳代以下の層は「甲府市女性総合相談室」、50歳代は「甲府市男女共同参画センター」、60歳代以上の層は「パンフレットを見たことがある」の割合が最も高かった。
なお、ほとんどの項目で、年代が高くなるにつれ、認知度が高くなる傾向がみられた。

（3）各分野における男女の地位の平等感について（P.21～）
男女の地位が平等だと感じる分野は、「学校」が４割台半ばで最も高く、男性が優遇されていると感じる「男性優遇」や女性が優遇されていると感じる「女性優遇」の割合を大きく上回った。しかし、学校以外の分野では、「男性優遇」の割合が最も高く、「男女平等」と「女性優遇」の合計を上回り、「政治の場」では約７割を占めた。
男性は、学校以外の分野の「男女平等」の割合が女性より高く、また、すべての分野において「女性優遇」の割合も女性より高かった。女性は、すべての分野の「男性優遇」の割合が男性に比べて高かった。
また、「家庭」について、男性は女性に比べて男女平等であると感じているが、女性は男性に比べて男性が優遇されていると感じ、「職場」については、男性は女性に比べて女性が優遇されていると感じていることがうかがえた。
【H17年度調査との比較】
「政治の場」は、「男性優遇」は6.5ポイント高くなり、「男女平等」、「女性優遇」は低くなった。「地域」は、「男性優遇」、「女性優遇」は高くなり、「男女平等」は低くなった。「家庭」は、「男女平等」、「女性優遇」は高くなり、「男性優遇」は8.4ポイント低くなった。

（4）「男は仕事、女は家庭」 という考えについて（P.23～）
「男は仕事、女は家庭」 という考えについて、全体、男女別ともに「そうは思わない」という回答が約半数を占め、１割未満の「もっともだと思う」という回答を大きく上回った。
女性は、30歳代～60歳代は「そうは思わない」、20歳代、70歳以上は「どちらともいえない」が最も高かった。
男性は、20歳代、40歳代、60歳代は「そうは思わない」が最も高く、また、20歳代では８割を超え、他の年代に比べて、「男は仕事、女は家庭」とは思わないことがうかがえた。しかし、その他の年代では「どちらともいえない」の割合が最も高かった。
【H17年度調査との比較】
「そうは思わない」は、6.5ポイント高くなり、「もっともだと思う」は、4.8ポイント低くなった。
また、男女ともに60歳代以上の層の「もっともだと思う」の割合が低くなり、男性の20歳代では、20.0ポイント低くなり「もっともだと思う」と回答した方はいなかった。

（5）家庭内での家事や世話の負担実態（P.25～）
家庭内での家事や世話を「母・妻がする」と回答した割合は、「食事の支度」が６割台半ばで最も高く、「洗濯」、「食事の後片付け」と日常の家事の主要な項目続き、「自治会活動等の地域活動」と「高価な商品購入の決定」以外の項目では、「父・夫がする」を上回った。
夫婦間の割合を年代別にみると、すべての年代で、「食事の支度」、「洗濯」、「食事の後片付け」、「掃除」、「日常の買い物」、「PTA等学校行事」、「家族の介護」（60歳代は「夫婦でする」と同率１位）は、「母・妻がする」が最も高く、「食事の支度」、「洗濯」では、すべての年代で５割を超えた。しかし、40歳代以下の層では、「子どもの世話」は、「夫婦でする」の割合が「母・妻がする」の割合を上回った。
【H17年度調査との比較】
すべての項目で、「母・妻がする」の割合が低くなり、「食事の支度」、「洗濯」、「子どもの世話」などの項目で、若干ではあるが「父・夫がする」の割合が高くなった。

2．労働について
（1）女性が職業を持つことについて（P.29～）
女性が職業を持つことについては、「子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい」と「ずっと職業を持ち続けるのがよい」がともに４割を超え、結婚や出産後は職業を持たない方がよいと考える反対意見の割合を大きく上回った。
また、教員は、学生以外の職業（無職を含む）に比べて、出産や子育てで離職や休業せず、ずっと働き続けた方がよいと考えていることがうかがえた。
なお、50歳代以下の層では、「ずっと職業を持ち続けるのがよい」、60歳代以上の層では、「子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい」の割合が最も高かった。
【H17年度調査との比較】
H17年度調査においては、すべての年代で「子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい」が最も高かったが、今回の調査ではすべての年代で割合が低くなり、50歳代では21.0ポイント低くなった。
「ずっと職業を持ち続けるのがよい」は、すべての年代で高くなり、60歳代では18.2ポイント高くなった。また、県の調査（H22年）と比較すると、10.9ポイント高くなった。

（2）収入を得る仕事をしている実態（P.32～）
就労の実態は、「仕事をしている」が約６割で、「仕事はしていない」を18.7ポイント上回った。また、男性は女性に比べて、就労している割合が高いことがうかがえた。
就労者の割合を性別・年代別にみると、男性は、30歳代～50歳代は９割前後と高いが、女性の同年代は７割前後で、30歳代では25.4ポイント男女差があった。
また、女性の40歳代の割合は、30歳代、50歳代の割合に比べて低くなっており、Ｍ字カーブ（※1）の底であると考えられる。
【H17年度調査との比較】
「仕事をしている」は1.4ポイント高くなったが、「仕事はしていない」は0.8ポイント低くなり、男女別でも同じ傾向がみられた。
また、先述のとおり、女性の40歳代はＭ字カーブ（※1）の底であると考えられるが、H17年度調査においてＭ字カーブの底と考えられる30歳代の割合に比べ、16.3ポイント高くなった。
（※1女性の労働力率を年齢層別にみると、20歳代半ばと50歳代前後の２つのピークを持つ、いわゆる「Ｍ字カーブ」を描くことが知られている。出産・子育て期に就業を中断し、子育てが一段落したところで再就職するという就業パターンを持つ者が多いことが要因の１つとみられている。）

（3）仕事をしている理由（P.34～）
仕事をしている理由は、「生計を維持する」が約６割で最も高く、第２位の「将来に備えて貯蓄する」の割合の約２倍であった。
男女とも「生計を維持する」が最も高いが、男性は女性に比べ、生計を維持するために働いており、女性は男性に比べて、社会や人とのつながりを持つことや生活費を補助するために働いていることがうかがえた。
30歳代～60歳代では、「生計を維持する」が最も高く、他の項目の割合を大きく上回り、40歳代～50歳代では７割を超えた。なお、20歳代では「自分の自由になるお金を得る」、70歳以上では「家業だから」が最も高かった。
【H17年度調査との比較】
「生計を維持する」の割合は、3.5ポイント低くなり、女性では3.1ポイント高くなったが、男性では8.5ポイント低くなった。また、「将来に備えて貯蓄する」は男女とも高くなり、全体では5.7ポイント高くなった。
「働くのは当たり前だから」は、3.0ポイント低くなり、第３位から第５位に下がった。

（4）仕事をしていない人の就労意向（P.37～）
仕事をしていない人の就労意向は、「働くつもりはない」が４割強で最も高く、「すぐにでも働きたい」と「将来は働きたい」の合計を10.3ポイント上回った。
男女とも全体と同じ傾向がみられるが、男性は女性に比べて、すぐにでも働きたいと考えている一方、女性は男性に比べて、将来は働きたいと考えていることがうかがえた。
女性の40歳代以下の層は「将来は働きたい」、50歳代は「すぐにでも働きたい」、が最も高く、Ｍ字カーブの底であると思われる女性の40歳代に、将来的な就労意向がみられた。
また、男性の60歳代以上の層では、「働くつもりはない」が最も高かった。
【H17年度調査との比較】
女性は、30歳代～60歳代は「将来は働きたい」の割合が高くなり、50歳代では16.6ポイント高くなった。また、70歳以上は「すぐにでも働きたい」の割合が2.8ポイント高くなった。男性の60歳代は、「将来は働きたい」は6.0ポイント、「すぐにでも働きたい」は3.6ポイント高くなった。

（5）就労意向がある人の希望する就労形態（P.39～）
就労意向がある人の希望する就労形態は、「パート・アルバイト・契約社員」が約５割で最も高く、「正社員・正職員」を7.0ポイント上回り、また、女性は男性に比べ「パート・アルバイト・契約社員」の割合が17.9ポイント高かった。
30歳代以下の層では「正社員・正職員」、40歳代～60歳代では「パート・アルバイト・契約社員」の割合が最も高く、どちらも各年代の６割～７割を占めた。
【H17年度調査との比較】
　　全体、男女とも「パート・アルバイト・契約社員」の割合が低くなった一方、「正社員・正職員」の割合は高くなり、男性では15.4ポイント高くなった。
30歳代では、「正社員・正職員」の割合が高くなり、「パート・アルバイト・契約社員」は低くなったが、40歳代では反対に、「パート・アルバイト・契約社員」の割合が高くなり、「正社員・正職員」の割合は低くなった。

（6）就労意向がある人の働きたい理由（P.41～）
就労意向がある人の働きたい理由は、「教育費や老後の資金のため」が３割台半ばで最も高いが、「経済的余裕がなくなった」33.8％、「もともと就職するつもりだった」29.6％と続き、最も低い「社会から取り残されそうだから」は15.5％で、特に大きな差はみられなかった。
女性は「教育費や老後の資金のため」、男性は「経済的余裕がなくなった」が最も高く、また、女性は男性に比べ、「時間的な余裕ができた」ことを理由に挙げることがうかがえた。
年代ごとに理由にばらつきがあるが、各年代の上位に「教育費や老後の資金のため」、「経済的余裕がなくなった」、「もともと就職するつもりだった」など全体で上位を占めた項目が多くみられた。
【H17年度調査との比較】
「もともと就職するつもりだった」や「外で働くのは好きである」の割合は10ポイント程度高くなった。なお、女性は「専門知識や経験を活かしたい」、男性は「教育費や老後の資金のため」、「もともと就職するつもりだった」などの割合が高くなった。
30歳代では、H17年度調査において第１位であった「教育費や老後の資金のため」の割合が25.0ポイント低くなった。

（7）就労意向がある人の働きたいときに気がかりなこと（P.43～）
就労意向がある人の働きたいときに気がかりなことは、「自分のしたい仕事に就けるか」と「年齢制限」がともに約４割で最も高く、「自分の健康状態や体力」、「働きたくても仕事がない」と続いた。
女性は「自分のしたい仕事に就けるか」が最も高く、男性より18.4ポイント高かった。
男性は「年齢制限」が最も高く、女性より19.6ポイント高く、男女差が最も大きかった。
年代でばらつきがみられたが、30歳代以下の層は「自分のしたい仕事に就けるか」、40歳代以上の層は「年齢制限」や「自分の健康状態や体力」の割合が高くなる傾向がみられた。
【H17年度調査との比較】
「年齢制限」は2.7ポイント高くなった。「自分のしたい仕事に就けるか」は5.2ポイント高くなり、女性では15.3ポイント高くなったが、男性では16.2ポイント低くなった。
なお、30歳代では「職場の人間関係」が19.0ポイント高くなり、40歳代では、「自分の健康状態や体力」が36.3ポイント高くなった。
3．子育て・教育について
（1）どのような子育てを行っていけばよいか（P.45～）
どのような子育てを行っていけばよいかは、「男女ともに、社会人として自立できるように育てる」が約９割で最も高く、「男女を問わず、身のまわりの家事ができるように育てる」66.0％、「男女の役割を固定化せず、区別しないように育てる」56.7％と、男女の区別なく育てるという項目が上位を占め、「男と女では、生き方が違うということを認識するように育てる」や「男は外で働き、女は家庭を守るように育てる」といった固定的性別役割分担意識に関わる考えの割合を大きく上回った。
また、女性は男性に比べて、男女とも身の回りの家事ができるようになるような育て方、男性は女性に比べて、男女で生き方が違わないことを認識させる育て方が良いと考えていることがうかがえた。
「男と女では、生き方が違うということを認識するように育てる」や「男は外で働き、女は家庭を守るように育てる」は、60歳代以上の層で高くなる傾向がみられたが、30歳代以下の若い年代の割合が次いで高かった。
【H17年度調査との比較】
「男は外で働き、女は家庭を守るように育てる」は1.5ポイント低くなった。
「男女を問わず、身のまわりの家事ができるように育てる」の男女差が小さくなり、また、すべての年代で割合が高くなり、20歳代では23.8ポイント高くなった。

（2）安心して子どもを産み育てるのに必要なこと（P.47～）
安心して子どもを産み育てるのに必要なことは、「保育施設の充実」が５割台半ばで最も高く、「男女とも育児休業が気がねなく取れる職場環境の充実」45.4％、「父親の子育て参加」26.5％と続いた。
また、女性は男性に比べて、学童保育や延長保育など、子どもを預かってもらえる施設やサービスの充実が必要であると考えていることがうかがえた。
20歳代では「男女とも育児休業が気がねなく取れる職場環境の充実」、40歳代以上の層では「保育施設の充実」の割合が最も高く、30歳代ではその２つが同率で最も高かった。なお、20歳代の「父親の子育て参加」は約４割で、他の年代の割合に比べて高かった。
【H17年度調査との比較】
「保育施設の充実」は、第２位から第１位に上がり、女性は13.4ポイント、男性は14.9ポイント高くなった。近年、「イクメン」がキーワードの「父親の子育て参加」は6.0ポイント高くなり、第６位から第３位に上がった。
なお、20歳代では「父親の子育て参加」は15.9ポイント高くなり、育児や子育てへの父親の参加を重視する傾向がみられた。


4．地域活動等について
（1）地域活動等への参加状況（P.50～）
地域活動等への参加状況は、「特に活動はしていない」が５割弱で最も高く、「自治会、子ども会等の地域における団体活動」、「ボランティア活動」、「PTAや保護者会等の学校活動」と続き、以下はすべて１割未満であった。
男女とも上位３位は全体の順位と同じで男女差はあまりみられなかったが、女性は男性に比べて、PTAや保護者会等の学校活動に参加していることがうかがえた。
40歳代以下の層と70歳以上では「特に活動はしていない」が最も高く、20歳代では８割弱で他の理由を大きく上回った。50歳代～60歳代は「自治会、子ども会等の地域における団体活動」が最も高かったが、60歳代は「特に活動はしていない」とほぼ同じ割合であった。
【H17年度調査との比較】
「特に活動はしていない」は、7.8ポイント高くなった。女性は4.2ポイント、男性は10.6ポイント高くなり、また、70歳以上では13.3ポイント高くなった。
「自治会、子ども会等の地域における団体活動」は、8.5ポイント低くなり、女性は5.2ポイント、男性は11.3ポイント低くなった。
なお、「PTAや保護者会等の学校活動」の男女差は0.8ポイント小さくなった。

（2）地域活動等をしていない理由（P.53～）
地域活動等をしていない理由は、「仕事が忙しい」30.2％、「時間がない」29.0％という時間的な理由が上位を占め、「活動についての情報が得られない」20.0％、「やりたいと思う活動が身近にない」19.2％と続いた。
また、男性は女性に比べて、仕事の忙しさを理由に挙げ、女性は男性に比べて、家事や育児などの忙しさを理由に挙げることがうかがえた。
30歳代～60歳代は「仕事が忙しい」や「時間がない」が上位２位を占め、20歳代は「活動についての情報が得られない」、70歳以上は「特に理由はない」が最も高かった。
【H17年度調査との比較】
「仕事が忙しい」は3.4ポイント高くなり、男性は7.4ポイント、60歳代では18.7ポイント高くなった。また、「時間がない」は4.7ポイント高くなり、「やりたいと思う活動が身近にない」は5.5ポイント低くなった。
なお、「家事・育児・介護などが忙しい」の男女差は、0.8ポイント小さくなった。

5．政策・方針決定の場への参画について
（1）各分野で男女共同参画が進んでいるか（P.56～）
男女共同参画の進捗について、行政以外の分野では、「進んでいる」の割合が「進んでいない」の割合を上回り、「学校」51.8％が最も高く、「職場」、「地域」と続いた。また、「進んでいない」は、「政治の場」29.9％が最も高く、「行政」、「地域」と続いた。
男性はすべての分野の「進んでいる」の割合が女性より高く、また、学校以外の分野の「進んでいない」の割合も女性より高かった。
男女とも、「進んでいる」は「学校」が最も高く、また、男性は女性に比べて、男女共同参画が進んでいると考えていることがうかがえた。
「進んでいない」は、男女ともに「政治の場」が最も高かった。なお、「地域」は男性が5.9ポイント高く、男女差が最も大きかった。
【H17年度調査との比較】
政治の場以外の分野では「進んでいる」の割合が高くなり、「学校」では、女性は19.6ポイント、男性は22.2ポイント高くなった。
政治の場と行政では「進んでいない」の割合が高くなり、「政治の場」では、女性は11.3ポイント、男性は8.8ポイント高くなった。

（2）各分野で男女共同参画が進まない理由（P.58～）
各分野で男女共同参画が進まない理由は、「学校」以外の分野では、「男性優位の慣習的な組織運営」が最も高く、「政治の場」では約６割を占めた。
「学校」は「性別による役割分担意識や性差別の意識が強い」と「女性自身の積極性が十分でない」がともに２割で最も高かった。「政治の場」は、男女とも第１位は「男性優位の慣習的な組織運営」だが、女性が12.9ポイント高く、男女差が最も大きかった。
なお、「職場」について、女性は男性に比べて、「男性優位の慣習的な組織運営」が、男性は女性に比べて、「女性自身の積極性が十分でない」が、男女共同参画が進まない理由だと考えていることがうかがえた。
【H17年度調査との比較】
「政治の場」は、「男性優位の慣習的な組織運営」や「女性自身の積極性が十分でない」などの割合が高くなったが、「性別による役割分担意識や性差別の意識が強い」は低くなった。
「職場」は、「男性優位の慣習的な組織運営」は、女性は1.5ポイント高くなったが、男性は12.8ポイント低くなった。また、「女性自身の積極性が十分でない」は、女性は1.3ポイント低くなったが、男性は13.6ポイント高くなった。

6．配偶者や恋人等から受ける暴力等について
（1）ＤＶの被害実態について（P.61～）
ＤＶの被害実態について、「何度もあった」と回答した項目は、「大きな声でどなる」10.0％が最も高く、以下はすべて１割未満であった。
「一、二度あった」項目は、「何を言っても無視する」18.9％が最も高く、「大きな声でどなる」、「家を空けると不機嫌になる」、「ものを投げつけたり、壊したりする」と続き、以下はすべて１割未満であった。
また、女性は男性に比べて、どなられたり家を空けることで不機嫌になられたりする被害を何度も受けていることがうかがえた。
【H17年度調査との比較】
「何度もあった」は、「何を言っても無視する」、「包丁などでおどす」以外の項目では割合が高くなり、ＤＶ被害が深刻化していることも考えられる。
「一、二度あった」は、「大切にしているものをわざと壊したりする」、「異常な性行為を強要する」、「包丁などでおどす」は割合が高くなったが、それ以外の項目では割合が低くなり、「子どもに八つ当たりする」では5.8ポイント低くなった。

（2）ＤＶ被害の相談先（P.65～）
ＤＶ被害の相談先は、「どこにも誰にも相談しなかった」が約５割で最も高く、「友人知人に相談した」、「家族親戚に相談した」と続き、以下は2％未満であった。
男女とも「どこにも誰にも相談しなかった」が最も高いが、男性は女性に比べて、どこにも誰にも相談せず、また、女性は男性に比べて、友人や家族に相談をしていることがうかがえた。
年代別にみると、20歳代は「友人知人に相談した」、30歳代以上の層は「どこにも誰にも相談しなかった」が最も高かった。なお、40歳代では「家族親戚に相談した」の割合が他の年代の割合に比べて高かった。
【H17年度調査との比較】
男女とも、「どこにも誰にも相談しなかった」の割合は低くなり、女性は「友人知人に相談した」と「家族親戚に相談した」、男性は、「友人知人に相談した」の割合が高くなった。
なお、すべての年代で、「どこにも誰にも相談しなかった」の割合は低くなり、「友人知人に相談した」は高くなった。

（3）ＤＶ被害を相談しなかった理由（P.67～）
ＤＶ被害を相談しなかった理由は、「相談するほどのことではなかった」が約７割で最も高く、「自分にも悪いところがあった」、「自分さえ我慢すれば何とかこのままやっていけると思った」、「相談しても無駄だと思った」と続き、以下はすべて１割未満であった。
また、男性は女性に比べて、「自分にも悪いところがあった」と自省したり「相談するほどのことではなかった」と考えたりしていることがうかがえた。
ＤＶ被害を相談しなかった理由の上位４項目を年代別にみると、すべての年代で、「相談するほどのことではなかった」は５割以上を占めて最も高く、40歳代では８割を占め、他の理由を大きく上回った。
なお、20歳代では、「自分さえ我慢すれば何とかこのままやっていけると思った」、「相談しても無駄だと思った」がともに４割で、他の年代の割合に比べて高かった。
【H17年度調査との比較】
男女とも「相談するほどのことではなかった」は低くなり、「自分さえ我慢すれば何とかこのままやっていけると思った」は高くなったことから、男女とも問題が深刻であっても相談せず我慢する傾向が強くなっていることが考えられる。

（4）セクシュアル・ハラスメントの被害実態について（P.69～）
セクシュアル・ハラスメントの被害実態については、「自分自身が受けた」11.3％が最も高く、「身近な女性が受けた」6.8％、「身近な男性が受けた」0.8％と続いた。
女性は、すべての項目で男性より高く、男性に比べて、自分自身が受けたり、身近な女性が被害を受けたことを認識したりしていることがうかがえた。また、３つの項目（※1）の合計は、女性が21.3ポイント高かった。
年代別では、３つの項目の合計は、20歳代が35.1％で最も高く、40歳代、30歳代と続き、また、20歳代はすべての項目で割合が最も高かった。
（※1 「自分自身が受けた」・「身近な女性が受けた」・「身近な男性が受けた」）
【H17年度調査との比較】
すべての項目で割合が高くなり、「自分自身が受けた」は3.7ポイント高くなった。また、50歳代では12.5ポイント高くなった。
女性はすべての項目が高くなり、男性は「自分自身が受けた」、「身近な男性が受けた」の割合が高くなった。

（5）セクシュアル・ハラスメントの被害場所（P.71～）
セクシュアル・ハラスメントの被害場所については、「職場」が約８割で他の項目を大きく上回り、「学校」、「家庭」と続き、「役所」と回答した方はいなかった。
男女ともに第１位は「職場」だが、女性が7.6ポイント高かった。第２位は、女性は「学校」、男性は「家庭」、「病院」で、男性は女性に比べて、被害場所に病院を挙げることがうかがえた。
全体の上位３項目では、すべての年代で「職場」が最も高く、30歳代では９割を超えた。また、20歳代の「学校」41.2％、60歳代の「家庭」36.4％の割合は、それぞれ他の年代の割合に比べて高かった。
【H17年度調査との比較】
第１位は「職場」で変わらないが7.0ポイント高くなり、女性は2.2ポイント、男性は15.0ポイント高くなった。
「学校」は、10.4ポイント高くなり、女性は10.3ポイント、男性は12.5ポイント高くなった。なお、20歳代では、25.8ポイント高くなった。
また、0.0％であった「PTA」、「自治会」、「地域活動」の割合も若干ではあるが高くなった。

（6）セクシュアル・ハラスメント被害の相談先（P.73～）
セクシュアル・ハラスメント被害の相談先は、「どこにも誰にも相談しなかった」が約３割で最も高く、「友人知人に相談した」、「職場の上司に相談した」、「職場の同僚に相談した」と続いた。
女性は「友人知人に相談した」36.2％が最も高く、男性より17.4ポイント高く、男女差が最も大きかった。また、男性は「どこにも誰にも相談しなかった」43.8％が最も高かった。
全体の上位４項目の年代別では、20歳代は「友人知人に相談した」と「職場の上司に相談した」が最も高いが、30歳代は「どこにも誰にも相談しなかった」と「職場の同僚に相談した」が最も高かった。50歳代は「どこにも誰にも相談しなかった」が57.1％で最も高く、他の年代の割合に比べても高かった。
【H17年度調査との比較】
「職場の上司に相談した」が7.4ポイント高くなり、女性では8.5ポイント高くなった。男性は「どこにも誰にも相談しなかった」の割合が13.8ポイント高くなったが、「友人知人に相談した」、「家族親戚に相談した」の割合も高くなった。

7．今後の取り組みについて
（1）男女共同参画社会の実現のために甲府市に求めること（P.76～）
男女共同参画社会の実現のために甲府市に求めることは、「男女が共に働き続けるために保育所などを整備する」37.2％が最も高く、「講座や広報などの啓発活動を推進する」35.0％、「学校での男女平等に関する学習を充実する」26.1％と続いた。
女性は男性に比べて、「男女共同参画センター機能の充実を図る」が必要であると考え、男性は女性に比べて、「市職員に対する男女共同参画に係る研修の充実」が必要であるとかんがえていることがうかがえた。
50歳代以下の層は、「男女が共に働き続けるために保育所などを整備する」が最も高く、60歳代以上の層は、「講座や広報などの啓発活動を推進する」が最も高かった。なお、「女性リーダーを養成する」は、40歳代以下の層の割合が高かった。
【H17年度調査との比較】
「男女が共に働き続けるために保育所などを整備する」は2.9ポイント、「女性リーダーを養成する」は4.0ポイント高くなった。
女性の第１位は「男女が共に働き続けるために保育所などを整備する」で変わらないが、3.6ポイント高くなった。また、男性の第１位は「講座や広報などの啓発活動を推進する」で変わらないが、2.8ポイント高くなった。

第3章　調査の結果
1．男女共同参画全般について
（1）男女共同参画に関する用語の認知度
男女共同参画に関する用語の認知度（単回答）
【要　約】
· 男女共同参画に関する用語の認知度（「内容を知っている」の割合）は、「セクシュアル・ハラスメント」が約８割で最も高かった。すべての年代、職業（※1）においても認知度が最も高く、30歳代以下の層では９割を超え、教員では100％であった。
· 「男女雇用機会均等法」の認知度は５割を超えて第２位で、すべての年代、職業（※1）においても第２位で、教員では100％であった。なお、教員や公務員は、学生以外の他の職業（無職を含む）に比べ、認知していることがうかがえた。
· 「知らない」と回答した割合は、「ポジティブ・アクション」が７割弱で最も高く、「甲府市男女共同参画推進条例」、「ワーク・ライフ・バランス」と続いた。
· H17年度調査（※2）と比較すると、「セクシュアル・ハラスメント」、「ジェンダー」、「甲府市男女共同参画推進条例」などは認知度が高くなったが、「男女雇用機会均等法」、「ポジティブ・アクション」は低くなった。なお、50歳代以下の層では、「男女雇用機会均等法」の認知度が低くなり、40歳代では16.8ポイント低くなった。














（※1 教員は、「セクシュアル・ハラスメント」と「男女雇用機会均等法」の割合が同率で100％。）
（※2 H17年度調査とは調査項目が一部異なる。）

【結果から】
· 全体では、「内容を知っている」は、「セクシュアル・ハラスメント」80.5％が最も高く、「男女雇用機会均等法」54.8％、「ジェンダー」28.5％と続いた。一方、「知らない」は、「ポジティブ・アクション」67.5％が最も高く、「甲府市男女共同参画推進条例」58.0％、「ワーク・ライフ・バランス」45.2％と続いた。（図1-1）
· [bookmark: OLE_LINK1][bookmark: OLE_LINK2]H17年度調査と比較すると、認知度が高い用語は「セクシュアル・ハラスメント」や「男女雇用機会均等法」で、「甲府市男女共同参画推進条例」の認知度が最も低い点に変化はないが、「セクシュアル・ハラスメント」は2.2ポイント、「男女共同参画社会」は0.9ポイント、「甲府市男女共同参画推進条例」は0.3ポイント認知度が高くなり、「ジェンダー」では9.4ポイント高くなった。一方、「男女雇用機会均等法」は2.3ポイント、「ポジティブ・アクション」は2.1ポイント低くなった。（図1-2）
· 「内容を知っている」の割合を年代別にみると、すべての年代において「セクシュアル・ハラスメント」が６割を超えて最も高く、30歳代以下の層では９割を超えた。すべての年代で次いで高い用語は「男女雇用機会均等法」だが、H17年度調査（図は省略）に比べて50歳代以下の層の割合が低くなり、40歳代（73.1％→56.3％）では16.8ポイント低くなった。
なお、「男女共同参画社会」、「女性差別撤廃条約」、「ポジティブ・アクション」、「甲府市男女共同参画推進条例」では、60歳代以上の層の割合が他の年代を上回った。（図1-3）
· 「内容を知っている」の割合を職業別にみると、すべての職業において「セクシュアル・ハラスメント」は７割を超えて最も高く、公務員（96.7％）、教員（100％）が高かった。
すべての職業で次いで高い用語は、「男女雇用機会均等法」で、公務員（83.3％）、教員（100％）が高く、どちらも学生以外の他の職業（無職を含む）と有意差がみられた。（図1-4）
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（2）甲府市の男女共同参画推進に関する活動や施策の認知度について
甲府市の男女共同参画推進に関する活動や施策の認知度（複数回答）　新規調査
【要　約】
· 甲府市の男女共同参画推進に関する活動や施策の認知度は、「甲府市女性総合相談室」20.4％が最も高く、「甲府市男女共同参画センター」、「甲府市男女共同参画フォーラムの開催」・「パンフレットを見たことがある」と続き、「第２次こうふ男女共同参画プランの数値目標」2.8％が最も低かった。
· 女性の認知度第１位は「甲府市女性総合相談室」28.6％で、女性は男性に比べて、「甲府市女性総合相談室」、「甲府市男女共同参画フォーラムの開催」、「甲府市男女共同参画『響き塾』」を認知していることがうかがえた。
なお、男性の認知度第１位は、「甲府市男女共同参画センター」16.7％であった。
· 40歳代以下の層は「甲府市女性総合相談室」、50歳代は「甲府市男女共同参画センター」、60歳代以上は「パンフレットを見たことがある」が最も高かった。なお、ほとんどの項目で年代が高くなるにつれ、認知度が高くなる傾向がみられた。
















【結果から】
· 全体では、「甲府市女性総合相談室」20.4％が最も高く、「甲府市男女共同参画センター」19.5％、「甲府市男女共同参画フォーラムの開催」・「パンフレットを見たことがある」16.6％と続き、「第２次こうふ男女共同参画プランの数値目標」2.8％が最も低かった。（図2-1）
· 男女別では、女性は、「甲府市女性総合相談室」28.6％が最も高く、男性より17.8ポイント高く、男女差が最も大きく、有意差もみられた。
また、「甲府市男女共同参画フォーラムの開催」は6.5ポイント、「甲府市男女共同参画『響き塾』」は5.9ポイント、どちらも女性が高く、有意差もみられた。
男性は、「甲府市男女共同参画センター」16.7％が最も高かった。（図2-1）
· 年代別では、40歳代以下の層は「甲府市女性総合相談室」、50歳代は「甲府市男女共同参画センター」、60歳代以上の層は「パンフレットを見たことがある」が最も高かった。
なお、ほとんどの項目で、年代が高くなるにつれ、認知度が高くなる傾向がみられた。（図2-2）




（3）各分野における男女の地位の平等感について
各分野における男女の地位の平等感（単回答）
【要　約】
· 各分野における男女の地位で「男女平等」と感じる割合は、「学校」が４割台半ばで最も高いが、学校以外の分野では「男性優遇（※1）」が最も高く、「男女平等」と「女性優遇」の合計を上回り、「政治の場」では約７割を占めた。
· H17年度調査と比較すると、「政治の場」は、「男性優遇」は6.5ポイント高くなり、「男女平等」、「女性優遇」は低くなった。「地域」は、「男性優遇」、「女性優遇」は高くなり、「男女平等」は低くなった。「家庭」は、「男女平等」、「女性優遇」は高くなり、「男性優遇」は8.4ポイント低くなった。
· 男性は、学校以外の分野の「男女平等」の割合が女性に比べて高く、また、すべての分野の「女性優遇」の割合が女性に比べて高かった。女性は、すべての分野の「男性優遇」の割合が男性に比べて高かった。
また、「家庭」について、男性は女性に比べて男女平等であると感じているが、女性は男性に比べて男性が優遇されていると感じており、「職場」については、男性は女性に比べて女性が優遇されていると感じていることがうかがえた。















（※1「男性（女性）優遇」は、「男性（女性）が優遇されている」と「どちらかというと男性（女性）が優遇されている」を合わせた割合。）

【結果から】
· 全体では、「男女平等」の割合は、「学校」46.1％が最も高く、「家庭内」31.6％、「法律や制度上」30.4％と続いた。学校以外の分野では、「男性優遇」の割合が最も高く、「男女平等」と「女性優遇」を合わせた割合より高かった。なお、「男性優遇」は、「政治の場」68.5％が最も高く、「職場」54.9％、「地域」49.4％と続いた。（図3-1）
· H17年度調査と比較すると、「政治の場」は、「男性優遇」は6.5ポイント高くなり、「男女平等」は4.2ポイント、「女性優遇」は0.5ポイント低くなった。「地域」は、「男性優遇」は3.0ポイント、「女性優遇」は2.2ポイント高くなり、「男女平等」は0.5ポイント低くなった。「家庭」は、「男女平等」は2.7ポイント、「女性優遇」は0.5ポイント高くなり、「男性優遇」は8.4ポイント低くなった。（図3-2）
· 男女別では、「男女平等」と感じる割合は、学校以外の分野では男性が女性を上回り、学校と政治の場以外の分野では有意差がみられた。なお、男女差が最も大きいのは「家庭」で、男性が15.5ポイント高かった。
「男性優遇」と感じる割合は、すべての分野で女性が男性を上回り、男女差が最も大きいのは「家庭」で、女性が20.4ポイント高く、有意差も見られた。
「女性優遇」と感じる割合は、すべての分野で男性が女性を上回り、男女差が最も大きいのは「職場」で、男性が6.5ポイント高く、有意差もみられた。（図3-3）

※凡例は上図参照

【図3-3】性別：各分野における男女の地位の平等感 （n=529）


（4）「男は仕事、女は家庭」 という考えについて
「男は仕事、女は家庭」 という考えについて（単回答）
【要　約】
· 「男は仕事、女は家庭」 という考えについて、全体、男女ともに「そうは思わない」が約半数を占め、１割未満の「もっともだと思う」を大きく上回った。
なお、H17年度調査と比較すると、全体、男女ともに「そうは思わない」は高くなり、「もっともだと思う」は低くなった。
· 女性は、30歳代～60歳代は「そうは思わない」が最も高いが、20歳代、70歳以上は「どちらともいえない」が最も高かった。
男性は、20歳代、40歳代、60歳代は「そうは思わない」が最も高く、また、20歳代では８割を超え、他の年代に比べて「男は仕事、女は家庭」とは思わないことがうかがえた。しかし、その他の年代では「どちらともいえない」の割合が最も高かった。
なお、H17年度調査と比較すると、男女ともに60歳代以上の層の「もっともだと思う」の割合が低くなり、また、男性の20歳代では20.0ポイント低くなり「もっともだと思う」と回答した方はいなかった。















【結果から】
· 全体では、「そうは思わない」47.8％が最も高く、「どちらともいえない」44.6％、「もっともだと思う」5.5％と続いた。（図4-1）
· 男女別では、男女とも「そうは思わない」48.2％が最も高く、「もっともだと思う」を大きく上回り、なお、女性の「もっともだと思う」は、男性より2.9ポイント低かった。（図4-1）
· H17年度調査と比較すると、「そうは思わない」は6.5ポイント高くなり、「どちらともいえない」は2.7ポイント、「もっともだと思う」は4.8ポイント低くなった。
男女別では、「そうは思わない」は、女性は4.4ポイント、男性は9.9ポイント高くなった。また「もっともだと思う」は、女性は3.4ポイント、男性は7.1ポイント低くなり、男女ともに約半数に減った。（図4-2）
· 性別・年代別では、女性は、30歳代～60歳代は「そうは思わない」が最も高く、20歳代、70歳以上は「どちらともいえない」が最も高かった。なお、70歳以上の「そうは思わない」35.3％は、他の年代の割合に比べて低く、「どちらともいえない」の割合より19.6ポイント低かった。
男性は、20歳代、40歳代、60歳代は「そうは思わない」が最も高かった。なお、20歳代では８割を超え、他の年代と比べて顕著な差があり、有意差も見られ、「もっともだと思う」という回答はなかった。しかし、その他の年代では「どちらともいえない」が最も高かった。（図4-3）
· 性別・年代別のH17年度調査と比較すると、男女ともに、60歳代以上の層の「もっともだと思う」の割合が低くなった。なお、男性の20歳代の「もっともだと思う」割合は、20.0ポイント低くなり、0.0％となった。（図4-4）
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【図4-3】性別・年代別：「男は仕事、女は家庭」という考え方について （n=529）

【図4-4】性別・年代別：「男は仕事、女は家庭」という考え方について≪H17年度調査≫ （n=581）


（5）家庭内での家事や世話の負担実態
家庭内での家事や世話の負担実態（単回答）
【要　約】
· 家庭内での家事や世話について、「食事の支度」が６割台半ばで最も高く、「洗濯」、「食事の後片付け」、「掃除」といった日常の家事の主要な項目では、「母・妻がする」の割合が最も高く、ほとんどの項目で「父・夫がする」を大きく上回った。しかし、H17年度調査（※1）と比較すると、すべての項目で「母・妻がする」の割合が低くなり、「食事の支度」、「洗濯」、「子どもの世話」などの項目では、「父・夫がする」の割合が若干高くなった。
· 夫婦間の割合を年代別にみると、「食事の支度」、「洗濯」、「食事の後片付け」、「掃除」、「日常の買い物」、「PTA等学校行事」、「家族の介護」（※2）では、すべての年代で、「母・妻がする」が最も高く、「食事の支度」、「洗濯」ではすべての年代で５割を超えた。しかし、40歳代以下の層では、「子どもの世話」は、「夫婦でする」が「母・妻がする」を上回った。
なお、「子どもの教育・就職」、「高価な商品購入の決定」は、すべての年代で「夫婦でする」が最も高かった。













（※1 H17年度調査とは調査項目が一部異なる。）
（※2 60歳代は「夫婦でする」と同率１位）

【結果から】
· 全体では、「母・妻がする」は、「食事の支度」66.2％が最も高く、「洗濯」63.1％、「食事の後片付け」50.1％と続き、「自治会活動等の地域活動」と「高価な商品購入の決定」以外の項目では、「父・夫がする」を上回った。「父・夫がする」は、「自治会活動等の地域活動」26.3％、「資産の管理」19.1％、「高価な商品購入の決定」15.7％と続き、「夫婦でする」は、「高価な商品購入の決定」47.1％、「子どもの教育・就職」34.2％、「資産の管理」32.3％と続いた。
「子どもの世話」は、「母・妻がする」25.7％が最も高いが、第２位の「夫婦でする」24.8％とは0.9ポイント差であった。（図5-1）
· H17年度調査と比較すると、「母・妻がする」は、「食事の支度」（15.4ポイント）、「洗濯」（14.8ポイント）など、すべての項目で割合が低くなった。一方、「父・夫がする」は、一部の項目では低くなったが、「食事の支度」は0.2ポイント、「洗濯」は1.9ポイント高くなり、「子どもの世話」も0.6ポイント高くなった。（図5-2）
· 夫婦間の割合を年代別にみると、全体の「母・妻がする」の上位６項目と「家族の介護」（60歳代は「夫婦でする」と同率１位）では、すべての年代で「母・妻がする」が最も高く、「食事の支度」、「洗濯」では、すべての年代で５割を超えた。
「子どもの世話」では、50歳代～60歳代は「母・妻がする」が最も高いが、40歳代以下の層では、「夫婦でする」が最も高く「母・妻がする」を上回った。
「子どもの教育・就職」、「高価な商品購入の決定」では、すべての年代で「夫婦でする」が最も高かった。なお、すべての年代で「父・夫がする」が最も高い項目はなかった。（図5-3）
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【図5-3】年代別：家庭内での家事や世話の負担実態≪夫婦間≫ （n=529）
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2．労働について
（1）女性が職業を持つことについて
女性が職業を持つことについて（単回答）
【要　約】
· 女性が職業を持つことについては、「子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい」、「ずっと職業を持ち続けるのがよい」がともに約４割で他の意見を大きく上回り、「ずっと職業を持ち続けるのがよい」は、女性が2.6ポイント高かった。なお、H17年度調査や県の調査（※1）と比較すると、「ずっと職業を持ち続けるのがよい」の割合が高くなった。
· 50歳代以下の層では、「ずっと職業を持ち続けるのがよい」、60歳代以上の層では、「子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい」の割合が最も高かった。なお、H17年度調査と比較すると、すべての年代で「子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい」の割合が低くなり、「ずっと職業を持ち続けるのがよい」は高くなった。
· 教員は、学生以外の職業（無職を含む）に比べて、出産や子育てで離職や休業せず、ずっと働き続けた方がよいと考えていることがうかがえた。












（※1 山梨県「平成22年度 山梨県男女共同参画に関する県民意識・実態調査」）

【結果から】
· 全体では、「子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい」、「ずっと職業を持ち続けるのがよい」がともに42.2％で、他の項目を大きく上回った。なお、男女とも全体とほぼ同じだが、「子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい」は、男性が2.8ポイント、「ずっと職業を持ち続けるのがよい」は、女性が2.6ポイント高かった。（図6-1）
· H17年度調査と比較すると、「子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい」は13.2ポイント低くなり、「ずっと職業を持ち続けるのがよい」は12.8ポイント高くなった。（図6-2）
· 全国の調査と比較すると、「子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい」は10.9ポイント高くなり、「ずっと職業を持ち続けるのがよい」は3.7ポイント低くなった。県の調査と比較すると、「子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい」は3.4ポイント低くなり、「ずっと職業を持ち続けるのがよい」は10.9ポイント高くなった。（図6-3）
· 年代別では、50歳代以下の層は「ずっと職業を持ち続けるのがよい」が最も高いが、60歳代以上の層は「子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい」が最も高かった。（図6-4）
· 平成17年度調査の年代別と比較すると、すべての年代で「ずっと職業を持ち続けるのがよい」が高くなり、60歳代では18.2ポイント高くなった。「子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい」は、すべての年代で低くなり、50歳代では21.0ポイント低くなった。（図6-5）
· 職業別では、「ずっと職業を持ち続けるのがよい」は、教員（88.9％）が最も高く、学生以外の職業（無職を含む）と有意差がみられた。「子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい」は、農林水産業（71.4％）が最も高く、公務員、教員と有意差がみられた。（図6-6）
· 「その他」と回答した方の意見は、「個人の意思を尊重する」、「ケース・バイ・ケース」などが多くみられた他、夫の協力や育児休業等「家族や社会の環境が整っていることを条件に、『ずっと職業を持ち続けるのがよい』（または『子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい』）を選択した。」という意見もみられた。
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（※資料：全国/内閣府「平成21年10月 男女共同参画社会に関する世論調査」、
　　　　　 山梨県/山梨県「平成22年度 山梨県男女共同参画に関する県民意識・実態調査」）

[image: ]※凡例は下図参照
※凡例は下図参照

 



（2）収入を得る仕事をしている実態
収入を得る仕事をしている実態（単回答）
【要　約】
· 就労の実態は、「仕事をしている」が約６割で、「仕事はしていない」を18.7ポイント上回り、また、男性は女性に比べて、就労している割合が高いことがうかがえた。なお、H17年度調査と比較すると、仕事をしている割合が全体、男女ともに高くなった。
· 就労者の割合は、男性は、30歳代～50歳代は９割前後と高いが、女性の同年代は７割前後で、30歳代では25.4ポイント男女差があった。
また、女性の40歳代の割合は、30歳代、50歳代の割合に比べて低くなっており、Ｍ字カーブ（※1）の底であると考えられるが、H17年度調査においてＭ字カーブの底と考えられる30歳代の割合に比べ、16.3ポイント高かった。










（※1女性の労働力率を年齢層別にみると、20歳代半ばと50歳代前後の２つのピークを持ついわゆる「Ｍ字カーブ」を描くことが知られている。出産・子育て期に就業を中断し、子育てが一段落したところで再就職するという就業パターンを持つ者が多いことが要因の１つとみられている。）

【結果から】
· 全体では、「仕事をしている」59.2％が、「仕事はしていない」40.5％を18.7ポイント上回った。（図7-1）
· 男女別では、男女とも「仕事をしている」の方が高く、「仕事をしていない」との差は、女性は1.1ポイント、男性は42.4ポイントであった。また、「仕事をしている」は男性が20.8ポイント高く、「仕事はしていない」は女性が20.5％高く、どちらも有意差がみられた。（図7-1）
· H17年度調査と比較すると、「仕事をしている」は1.4ポイント高くなったが、「仕事はしていない」は0.8ポイント低くなり、男女別でも同じ傾向がみられた。（図7-2）
· 「仕事をしている」と回答した割合の性別・年代別では、男性の30歳代～50歳代は、９割前後の高い割合を示したが、女性の同年代は７割前後で、30歳代では25.4ポイント男女差があった。なお、女性の40歳代の割合は、30歳代、50歳代の割合に比べて低く、Ｍ字カーブを描いていると考えられる。（図7-3）
· H17年度調査の「仕事をしている」割合の性別・年代別と比較すると、H17年度調査において女性のＭ字カーブの底と考えられるのは30歳代であったが、今回は40歳代へと移行したように考えられる。なお、その割合の差は16.3ポイントであった。
男性は30歳代～50歳代の割合が低くなり、30歳代では11.8ポイント低くなった。（図7-4）
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（3）仕事をしている理由
仕事をしている理由（複数回答）　
※前設問「収入を得る仕事の有無」（P.32）で「仕事をしている」と回答した方への設問。
【要　約】
· 仕事をしている理由は、「生計を維持する」が約６割で最も高く、次いで高い「将来に備えて貯蓄する」の約２倍であった。なお、H17年度調査と比較すると、「生計を維持する」は、女性は3.1ポイント高くなったが、男性は8.5ポイント低くなり、全体では3.5ポイント低くなった。また、「将来に備えて貯蓄する」は、男女とも高くなり、全体では5.7ポイント高くなった。
· 男女とも「生計を維持する」が最も高いが、男性は女性に比べ、生計を維持するために働いており、女性は男性に比べて、社会や人とのつながりを持つことや生活費を補助するために働いていることがうかがえた。
· 30歳代～60歳代では、「生計を維持する」が最も高く、他の項目の割合を大きく上回り、40歳代～50歳代では７割を超えた。なお、H17年度調査では、すべての年代で「生計を維持する」が最も高かったが、今回の調査では、20歳代では「自分の自由になるお金を得る」、70歳以上では「家業だから」が最も高くなった。















【結果から】
· 全体では、「生計を維持する」62.0％が最も高く、第２位「将来に備えて貯蓄する」31.3％の約２倍であった。以下、「社会や人とつながりを持つ」26.8％、「仕事を通して自分を成長させたい」22.7％、「働くのは当たり前だから」22.0％と続いた。（図8-1）
· 男女別では、男女とも「生計を維持する」が最も高いが、男性が女性より29.2ポイント高く、男女差が最も大きく、有意差もみられた。
第２位は、男性は「将来に備えて貯蓄する」34.8％であった。女性は「社会や人とつながりを持つ」39.7％で、男性より23.9ポイント高く、有意差がみられた。
第３位は、男性は「働くのは当たり前だから」25.3％であった。女性は「生活費補助」29.8％で、男性より21.6ポイント高く、有意差がみられた。（図8-1）
· H17年度調査と比較すると、「生計を維持する」の割合が、女性は3.1ポイント高くなったが男性は8.5ポイント低くなり、全体では3.5ポイント低くなった。また、「将来に備えて貯蓄する」は男女とも高くなり、全体では5.7ポイント高くなった。なお、第３位であった「働くのは当たり前だから」は3.0ポイント低くなり、第５位に下がった。（図8-2）
· 年代別では、30歳代～60歳代は「生計を維持する」が最も高く、その他の項目を大きく上回り、40歳代～50歳代では７割を超えた。なお、H17年度調査（図は省略）では、すべての年代の第１位は「生計を維持する」であったが、今回は、20歳代は「自分の自由になるお金を得る」50.0％、70歳以上は「家業だから」47.8％が最も高かった。（図8-3）
· 「その他」と回答した方の意見は、「自分の時間をつくることができるから」、「お客様に喜ばれるから」、「健康状態の維持のため」などであった。





（4）仕事をしていない人の就労意向
仕事をしていない人の就労意向（単回答）
※前設問「収入を得る仕事の有無」（P.32）で「仕事はしていない」と回答した方への設問。
【要　約】
· 仕事をしていない人の就労意向は、「働くつもりはない」43.5％が最も高く、「すぐにでも働きたい」と「将来は働きたい」の合計を10.3ポイント上回った。
· 男女とも全体と同じ傾向がみられるが、男性は女性に比べて、すぐにでも働きたいと考えている一方、女性は男性に比べて、将来は働きたいと考えていることがうかがえた。なお、H17年度調査と比較すると、男性は「すぐにでも働きたい」が高くなった一方、女性は「将来は働きたい」、「働くつもりはない」が高くなった。
· 女性の40歳代以下の層は「将来は働きたい」、50歳代は「すぐにでも働きたい」、が最も高く、Ｍ字カーブの底であると思われる女性の40歳代に、将来的な就労意向がみられた。なお、H17年度調査と比較すると、30歳代～60歳代は「将来は働きたい」の割合が高くなり、50歳代では16.6ポイント高くなった。また、70歳以上は「すぐにでも働きたい」の割合が2.8ポイント高くなった。
· 男性（※1）の60歳代以上の層は、「働くつもりはない」が最も高いが、H17年度調査と比較すると、「将来は働きたい」、「すぐにでも働きたい」の割合が高くなった。















（※1 男性の50歳代以下の層は、回答者数が２人～４人と少数のため、考察は省略）

【結果から】
· 全体では、「働くつもりはない」43.5％が最も高く、「すぐにでも働きたい」17.8％と「将来は働きたい」15.4％の合計を10.3ポイント上回った。（図9-1）
· 男女別では、男女とも「働くつもりはない」が最も高く、「すぐにでも働きたい」と「将来は働きたい」の合計を上回った。「すぐにでも働きたい」は男性が13.6ポイント高く、「将来は働きたい」は女性が12.5ポイント高く、どちらも有意差がみられた。（図9-1）
· H17年度調査と比較すると、今回は、全体の順位や割合に大きな変化はみられないが、男性は、「働くつもりはない」が12.8ポイント低くなり、「すぐにでも働きたい」が9.3ポイント高くなった。女性は「すぐにでも働きたい」が5.2ポイント低くなり、「将来は働きたい」が3.3ポイント、「働くつもりはない」が1.4ポイント高くなった。（図9-2）
· 性別・年代別では、女性は、40歳代以下の層は「将来は働きたい」、50歳代は「すぐにでも働きたい」が最も高かった。なお、H17年度調査（図は省略）と比べ、30歳代～60歳代の「将来は働きたい」の割合が高くなり、50歳代（3.4％→20.0％）では16.6ポイント高くなった。また、70歳以上の「すぐにでも働きたい」（2.3％→5.1％）は、2.8ポイント高くなった。
男性は、60歳代以上の層は、「働くつもりはない」が最も高いが、H17年度調査（図は省略）と比較すると、「すぐにでも働きたい」（25.0％→28.6％）は3.6ポイント、「将来は働きたい」（8.3％→14.3％）は6.0ポイント高くなった。（図9-3）
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【図9-3】性別・年代別：仕事をしていない人の就労意向 （n=214）




（5）就労意向がある人の希望する就労形態
就労意向がある人の希望する就労形態（単回答）
※前設問「仕事をしていない人の就労意向」（P.37）で「すぐにでも働きたい」または「将来は働きたい」と回答した方への設問。














（※1 70歳以上は、回答者数が４人と少数のため、考察は省略。）
【要　約】
· 就労意向がある人の希望する就労形態は、「パート・アルバイト・契約社員」が約５割で最も高く、「正社員・正職員」を7.0ポイント上回った。なお、H17年度調査と比較すると、全体、男女とも「パート・アルバイト・契約社員」の割合が低くなった一方、「正社員・正職員」の割合は高くなり、男性では15.4ポイント高くなった。
· 女性は「パート・アルバイト・契約社員」54.3％が最も高く、男性より17.9ポイント高かった。男性は「正社員・正職員」54.5％が最も高く、女性より17.5ポイント高かった。
· 30歳代以下の層は「正社員・正職員」、40歳代～60歳代（※1）は「パート・アルバイト・契約社員」の割合が最も高く、どちらも各年代の６割～７割を占めた。
なお、H17年度調査と比較すると、30歳代は、「正社員・正職員」は38.1ポイント高くなり、「パート・アルバイト・契約社員」は46.4ポイント低くなったが、40歳代では、「正社員・正職員」は27.3ポイント低くなり、「パート・アルバイト・契約社員」は36.3ポイント高くなった。

【結果から】
· 全体では、「パート・アルバイト・契約社員」49.3％が最も高く、「正社員・正職員」42.3％を7.0ポイント上回った。（図10-1）
· 男女別では、女性は「パート・アルバイト・契約社員」54.3％が最も高く、男性より17.9ポイント高かった。また、男性は「正社員・正職員」54.5％が最も高く、女性より17.5ポイント高かった。（図10-1）
· H17年度調査と比較すると、全体、男女とも「パート・アルバイト・契約社員」の割合が低くなった一方、「正社員・正職員」の割合は高くなった。なお、男性の「正社員・正職員」の割合は、15.4ポイント高くなった。（図10-2）
· 年代別では、30歳代以下の層は「正社員・正職員」、40歳代～60歳代は「パート・アルバイト・契約社員」が最も高く、どちらも各年代の６割～７割を占めた。
なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、30歳代は、「正社員・正職員」（28.6％→66.7％）は38.1ポイント高くなり、「パート・アルバイト・契約社員」（71.4％→25.0％）は46.4ポイント低くなった。また、40歳代は、「正社員・正職員」（45.5％→18.2％）は27.3ポイント低くなり、「パート・アルバイト・契約社員」（36.4％→72.7％）は36.3ポイント高くなった。（図10-3）
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（6）就労意向がある人の働きたい理由
就労意向がある人の働きたい理由（複数回答）
※前設問「仕事をしていない人の就労意向」（P.37）で「すぐにでも働きたい」または「将来は働きたい」と回答した方への設問。
【要　約】
· 就就労意向がある人の働きたい理由は、「教育費や老後の資金のため」が３割台半ばで最も高く、「経済的余裕がなくなった」33.8％、「もともと就職するつもりだった」29.6％と続き、項目間で大きな差はみられなかった。なお、H17年度調査と比較すると、「もともと就職するつもりだった」や「外で働くのは好きである」が10ポイント程度高くなった。
· 女性は「教育費や老後の資金のため」、男性は「経済的余裕がなくなった」が最も高く、また、女性は男性に比べて、「時間的な余裕ができた」を挙げていることがうかがえた。なお、H17年度調査と比較すると、女性は「専門知識や経験を活かしたい」、男性は「教育費や老後の資金のため」、「もともと就職するつもりだった」などの割合が高くなった。
· 年代（※1）ごとに理由にばらつきがあるが、各年代の上位に「教育費や老後の資金のため」、「経済的余裕がなくなった」、「もともと就職するつもりだった」など全体で上位を占めた項目が多くみられた。なお、30歳代では、H17年度調査において第１位であった「教育費や老後の資金のため」の割合が25.0ポイント低くなった。














（※1 70歳以上は、回答者数が４人と少数のため、考察は省略。）

【結果から】
· 全体では、「教育費や老後の資金のため」36.6％が最も高く、「経済的余裕がなくなった」33.8％、「もともと就職するつもりだった」29.6％と続いた。なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、「もともと就職するつもりだった」（17.7％→29.6％）は11.9ポイント、「外で働くのは好きである」（12.7％→25.4％）は12.7ポイント高くなった。（図11-1）
· 男女別では、女性の第１位は「教育費や老後の資金のため」43.5％で、男性より20.8ポイント高く、男性の第１位は「経済的余裕がなくなった」45.5％で、女性より17.2ポイント高かった。女性の第２位の１つである「時間的余裕ができた」は、男性では最下位で、女性が23.8ポイント高く、男女差が最も大きく、有意差もみられた。なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、女性は、「専門知識や経験を活かしたい」（14.3％→23.9％）は9.6ポイント高くなった。男性は、「教育費や老後の資金のため」（4.3％→22.7％）は18.4ポイント、「もともと就職するつもりだった」（13.0％→40.9％）は27.9ポイント高くなった。（図11-1）
· 年代別では、20歳代は「もともと就職するつもりだった」57.9％、30歳代は「時間的余裕ができた」50.0％、40歳代は「教育費や老後の資金のため」と「経済的余裕がなくなった」が54.5％、50歳代は「教育費や老後の資金のため」、「経済的余裕がなくなった」、「もともと就職するつもりだった」、「時間的余裕ができた」がそれぞれ33.3％、60歳代は「経済的余裕がなくなった」61.5％が最も高かった。
なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、30歳代の「教育費や老後の資金のため」（66.7％→41.7％）が25.0ポイント低くなった。（図11-2）


（7）就労意向がある人の働きたいときに気がかりなこと
就労意向がある人の働きたいときに気がかりなこと（複数回答）
※前設問「仕事をしていない人の就労意向」（P.37）で「すぐにでも働きたい」または「将来は働きたい」と回答した方への設問。【要　約】
· 就労意向がある人の働きたいときに気がかりなことは、「自分のしたい仕事に就けるか」と「年齢制限」がともに約４割で最も高く、「自分の健康状態や体力」、「働きたくても仕事がない」と続いた。なお、H17年度調査と比較すると、「年齢制限」は2.7ポイント、「自分のしたい仕事に就けるか」は5.2ポイント高くなった。
· 女性は「自分のしたい仕事に就けるか」45.7％が最も高く、H17年度調査と比較すると、15.3ポイント高くなった。男性は「年齢制限」50.0％が最も高く、女性より19.6ポイント高く、また、男女差が最も大きかった。
· 年代（※1）ごとに気がかりなことにばらつきがみられたが、30歳代以下の層は「自分のしたい仕事に就けるか」、40歳代以上の層は「年齢制限」や「自分の健康状態や体力」の割合が高くなる傾向がみられた。なお、H17年度調査と比較すると、30歳代は「職場の人間関係」が19.0ポイント、40歳代は「自分の健康状態や体力」が36.3ポイント高くなった。





女性の1位「自分のしたい仕事に就けるか」








（※1 70歳以上は、回答者数が４人と少数のため、考察は省略。）

【結果から】
· 全体では、「自分のしたい仕事に就けるか」、「年齢制限」がともに39.4％で最も高く、「自分の健康状態や体力」35.2％、「働きたくても仕事がない」28.2％と続いた。なお、H17年度調査（図は省略）において第１位であった「年齢制限」（36.7％→39.4％）は2.7ポイント、第２位であった「自分のしたい仕事に就けるか」（34.2％→39.4％）は5.2ポイント高くなった。（図12-1）
· 男女別では、女性の第１位「自分のしたい仕事に就けるか」45.7％は、男性では第３位の１つで、男性より18.4ポイント高かった。男性の第１位「年齢制限」50.0％は、女性では第２位で、女性より19.6ポイント高く、男女差が最も大きかった。
なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、「自分のしたい仕事に就けるか」は、女性（30.4％→45.7％）は15.3ポイント高くなり、男性（43.5％→27.3％）は16.2ポイント低くなった。（図12-1）
· 年代別では、気がかりなことにばらつきがあった。20歳代は「自分のしたい仕事に就けるか」63.2％、30歳代は「自分のしたい仕事に就けるか」、「年齢制限」、「職場の人間関係」がそれぞれ33.3％、40歳代は「自分の健康状態や体力」63.6％、50歳代は「年齢制限」66.7％、60歳代は「年齢制限」と「働きたくても仕事がない」61.5％が最も高かった。
なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、30歳代は、「職場の人間関係」（14.3％→33.3％）が19.0ポイント高くなり、第４位から第１位に上がった。40歳代は、「自分のしたい仕事に就けるか」、「年齢制限」45.5％が第１位であったが、「自分の健康状態や体力」（27.3％→63.6％）が36.3ポイント高くなり、第１位になった。（図12-2）


3．子育て・教育について
（1）どのような子育てを行っていけばよいか
どのような子育てを行っていけばよいか（複数回答）
【要　約】
· どのような子育てを行っていけばよいかは、「男女ともに、社会人として自立できるように育てる」が約９割で最も高く、「男女を問わず、身のまわりの家事ができるように育てる」66.0％、「男女の役割を固定化せず、区別しないように育てる」56.7％と続き、上位３位以外の項目では２割未満であった。
· 女性は男性に比べて、男女とも家事を身につけさせる育て方が良いと考えていることがうかがえたが、H17年度調査と比較すると、男性は17.3ポイント高くなり、また、20歳代では23.8ポイント高くなった。なお、男性は女性に比べて、男女で生き方が違わないことを認識させる育て方が良いと考えていることがうかがえた。
· 「男と女では、生き方が違うということを認識するように育てる」や「男は外で働き、女は家庭を守るように育てる」は、60歳代以上の層が高い傾向がみられたが、30歳代以下の若い年代が次いで高かった。















【結果から】
· 全体では、「男女ともに、社会人として自立できるように育てる」90.7％が最も高く、「男女を問わず、身のまわりの家事ができるように育てる」66.0％、「男女の役割を固定化せず、区別しないように育てる」56.7％と続き、上位３位以外の項目では２割未満であった。なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、「男は外で働き、女は家庭を守るように育てる」（4.1％→2.6％）は、1.5ポイント低くなった。（図13-1）
· 男女とも上位２位が同じだが、「男女ともに、社会人として自立できるように育てる」は女性が2.6ポイント高かった。また、「男女を問わず、身のまわりの家事ができるように育てる」は女性が16.1ポイント高く、男女差が最も大きく、有意差もみられたが、H17年度調査（図は省略）と比較すると、男性（39.5％→56.8％）は17.3ポイント高くなり、男女差（23.4％→16.1％）が7.3ポイント小さくなった。また、「男と女では、生き方が違わないということを認識するように育てる」も有意差がみられ、男性が6.9ポイント高かった。（図13-1）
· 年代別では、すべての年代で全体とほぼ同じ順位となり、「男女ともに、社会人として自立できるように育てる」は、すべての年代で８割を超えた。なお、「男と女では、生き方が違うということを認識するように育てる」や「男は外で働き、女は家庭を守るように育てる」は、60歳代以上の層が高い傾向がみられたが、30歳代以下の若い年代の割合が次いで高かった。なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、「男女を問わず、身のまわりの家事ができるように育てる」は、すべての年代で割合が高くなり、20歳代（55.1％→78.9％）では23.8ポイント高くなった。（図13-2）
· 「その他」と回答した方の意見は、「男女ともに各個性を尊んで育てる」、「男女平等とは言え、互いに頼らざるを得ない部分もあるという認識を持てるように育てる」などが多かった。




（2）安心して子どもを産み育てるのに必要なこと
安心して子どもを産み育てるのに必要なこと（複数回答）
【要　約】
· 安心して子どもを産み育てるのに必要なことは、「保育施設の充実」が５割台半ばで最も高く、「男女とも育児休業が気がねなく取れる職場環境の充実」、「父親の子育て参加」と続いた。なお、H17年度調査と比較すると、近年「イクメン」がキーワードの「父親の子育て参加」は6.0ポイント高くなり、第３位に入った。また、「保育施設の充実」は、男女ともに10ポイント以上高くなった。
· 女性は男性に比べて、学童保育や延長保育など、子どもを預かってもらえる施設やサービスの充実が必要であると考えていることがうかがえた。
· 20歳代では「男女とも育児休業が気がねなく取れる職場環境の充実」、40歳代以上の層では「保育施設の充実」の割合が最も高く、30歳代ではその２つが同率で最も高かった。なお、20歳代の「父親の子育て参加」は約４割で、他の年代の割合に比べて高く、H17年度調査と比較すると、15.9ポイント高くなった。














【結果から】
· 全体では、「保育施設の充実」56.7％が最も高く、「男女とも育児休業が気がねなく取れる職場環境の充実」45.4％、「父親の子育て参加」26.5％と続いた。なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、上位２位の順位が入れ替わり、「父親の子育て参加」（20.5％→26.5％）は6.0ポイント高くなり、第６位から第３位に上がった。（図14-1）
· 男女別では、男女とも上位２位が全体の順位と同じだが、「保育施設の充実」は2.3ポイント、「男女とも育児休業が気がねなく取れる職場環境の充実」は3.2ポイント、どちらも女性が高かった。男女差は「学童保育の充実」が最も大きく、女性が9.4ポイント高く、また、「延長保育、病後時保育など保育サービスの充実」は、女性が8.8ポイント高く、どちらも有意差がみられた。
なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、「保育施設の充実」は、女性（44.8％→58.2％）は13.4ポイント、男性（41.0％→55.9％）は14.9ポイント高くなった。（図14-1）
· 年代別では、20歳代では「男女とも育児休業が気がねなく取れる職場環境の充実」、40歳代以上の層では「保育施設の充実」の割合が最も高かった。30歳代では、「保育施設の充実」と「男女とも育児休業が気がねなく取れる職場環境の充実」がともに47.3％で最も高く、「延長保育、病後時保育など保育サービスの充実」32.4％と続いた。
なお、20歳代の「父親の子育て参加」40.4％は、他の年代の割合に比べて高く、H17年度調査（図は省略）と比較すると、15.9ポイント（24.5％→40.4％）高くなった。（図14-2）
· 「その他」と回答した方の意見は、「手当の充実」や「義務教育の無料化」などが多くみられた他、「待機児童をなくす」、「二世帯や三世帯同居」、「精神面でのサポート」などがあった。




4．地域活動等について
（1）地域活動等への参加状況
地域活動等への参加状況（複数回答）
【要　約】
· 地域活動等への参加状況は、「特に活動はしていない」が５割弱で最も高く、「自治会、子ども会等の地域における団体活動」、「ボランティア活動」、「PTAや保護者会等の学校活動」と続き、以下はすべて１割未満であった。なお、H17年度調査と比較すると、「特に活動はしていない」は7.8ポイント高くなり、「自治会、子ども会等の地域における団体活動」は8.5ポイント低くなった。
· 男女とも上位３位は全体の順位と同じで男女差はあまりみられなかった。女性は男性に比べて、PTAや保護者会等の学校活動に参加していることがうかがえたが、H17年度調査と比較すると、その差は0.8ポイント小さくなった。
· 40歳代以下の層と70歳以上では「特に活動はしていない」が最も高く、20歳代では８割弱で他の理由を大きく上回った。50歳代～60歳代は「自治会、子ども会等の地域における団体活動」が最も高いが、60歳代は「特に活動はしていない」とほぼ同じ割合であった。なお、H17年度調査と比較すると、30歳代～40歳代、60歳代以上の層は「特に活動はしていない」の割合が高くなり、70歳以上は13.3ポイント高くなった。















【結果から】
· 全体では、「特に活動はしていない」48.2％が最も高く、「自治会、子ども会等の地域における団体活動」31.4％、「ボランティア活動」14.6％、「PTAや保護者会等の学校活動」10.6％と続き、以下はすべて１割未満であった。なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、「特に活動はしていない」（40.4％→48.2％）は7.8ポイント高くなり、「自治会、子ども会等の地域における団体活動」（39.9％→31.4％）は8.5ポイント低くなった。（図15-1）
· 男女別では、男女とも上位３位は全体の順位と同じで男女差はあまりみられなかった。男女差が最も大きい「PTAや保護者会等の学校活動」は、女性が5.9ポイント高く、有意差がみられたが、H17年度調査（図は省略）と比較すると、男女差が0.8ポイント（6.7％→5.9％）小さくなった。
なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、「特に活動はしていない」は、女性（42.9％→47.1％）は4.2ポイント、男性（37.6％→48.2％）では10.6ポイント高くなった。「自治会、子ども会等の地域における団体活動」は、女性（35.6％→30.4％）は5.2ポイント、男性（45.1％→33.8％）は11.3ポイント低くなった。（図15-1）
· 年代別は、40歳代以下の層と70歳以上では「特に活動はしていない」が最も高く、20歳代では８割弱で他の理由を大きく上回った。30歳代～40歳代の第２位は「自治会、子ども会等の地域における団体活動」、第３位は「PTAや保護者会等の学校活動」であった。50歳代～60歳代は「自治会、子ども会等の地域における団体活動」が最も高かった。また、50歳代以上の層の「ボランティア活動」の割合は他の年代の割合に比べて高かった。
なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、30歳代～40歳代、60歳代以上の層は「特に活動はしていない」の割合が高くなり、70歳以上（28.2％→41.5％）では、13.3ポイント高くなった。（図15-2）
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（2）地域活動等をしていない理由
地域活動等をしていない理由（複数回答）
※前設問「地域活動等への参加状況」（P.50）で「特に活動はしていない」と回答した方への設問。【要　約】
· 地域活動等をしていない理由は、「仕事が忙しい」、「時間がない」という時間的な理由がともに約３割で上位を占めた。なお、H17年度調査と比較すると、「仕事が忙しい」は、3.4ポイント、「時間がない」は4.7ポイント高くなり、「やりたいと思う活動が身近にない」は5.5ポイント低くなった。
· 男性は女性に比べて、仕事の忙しさを理由に挙げ、また、女性は男性に比べて、家事や育児などの忙しさを理由に挙げることがうかがえた。
· 30歳代～60歳代は、「仕事が忙しい」や「時間がない」が上位２位を占め、20歳代は「活動についての情報が得られない」、70歳以上は「特に理由はない」が最も高かった。なお、H17年度調査と比較すると、30歳代、60歳代は、「仕事が忙しい」の割合が高くなり、60歳代では18.7ポイント高くなった。













【結果から】
· 全体では、「仕事が忙しい」30.2％が最も高く、「時間がない」29.0％、「活動についての情報が得られない」20.0％、「やりたいと思う活動が身近にない」19.2％と続いた。
なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、「仕事が忙しい」は、3.4ポイント（26.8％→30.2％）高くなった。「時間がない」（24.3％→29.0％）は4.7ポイント高くなり、第３位から第２位に上がり、「やりたいと思う活動が身近にない」（24.7％→19.2％）は5.5ポイント低くなり、第２位から第４位に下がった。（図16-1）
· 男女別では、女性は、「時間がない」24.2％が最も高いが、男性の方が9.4ポイント高かった。また、「家事・育児・介護などが忙しい」20.5％は、男性では第10位で、男性より14.0ポイント高く、有意差もみられたが、H17年度調査（図は省略）と比較すると、男女差（14.8％→14.0％）が0.8ポイント小さくなった。また、「やりたいと思う活動が身近にない」（28.1％→18.2％）は、9.9ポイント低くなり、第１位から第４位に下がった。
男性は、「仕事が忙しい」37.4％が最も高く、女性より15.4ポイント高く、男女差が最も大きく、有意差もみられた。なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、7.4ポイント（30.0％→37.4％）高くなった。（図16-1）
· 年代別は、30歳代～60歳代は、「仕事が忙しい」や「時間がない」が上位２位を占め、20歳代は「活動についての情報が得られない」36.4％、70歳以上は「特に理由はない」23.1％が最も高かった。
なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、30歳代、60歳代は「仕事が忙しい」の割合が高くなり、60歳代（5.7％→24.4％）では18.7ポイント高くなった。（図16-2）
· 「その他」と回答した方の意見は、病気や体力等の「身体的な理由」が多くみられた他、「今まで活動をやってきたがやりつくした」、「固定ではなく、都度参加している」などがあった。
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5．政策・方針決定の場への参画について
（1）各分野で男女共同参画が進んでいるか
各分野で男女共同参画が進んでいるか（単回答）
【要　約】
· 男女共同参画の進捗について、行政以外の分野では、「進んでいる」の割合が「進んでいない」の割合を上回り、「学校」51.8％が最も高く、「職場」、「地域」と続いた。また、「進んでいない」は、「政治の場」29.9％が最も高く、「行政」、「地域」と続いた。
なお、H17年度調査と比較すると、政治の場以外の分野では「進んでいる」の割合が高くなり、政治の場と行政では「進んでいない」の割合が高くなった。
· 男性はすべての分野の「進んでいる」の割合が女性より高く、また、学校以外の分野の「進んでいない」の割合も女性より高かった。
「進んでいる」は、男女ともに「学校」が最も高く、男性は女性に比べて、学校は男女共同参画が進んでいると考えていることがうかがえた。なお、H17年度調査と比較すると、「学校」の「進んでいる」の割合は、女性は19.6ポイント、男性は22.2ポイント高くなった。
「進んでいない」は、男女ともに「政治の場」が最も高く、「地域」では、男性が5.9ポイント高く、男女差が最も大きかった。なお、H17年度調査と比較すると、「政治の場」の「進んでいない」の割合は、女性は11.3ポイント、男性は8.8ポイント高くなった。
















【結果から】
· 全体では、行政以外の分野では、「進んでいる」の割合が「進んでいない」の割合を上回り、「学校」51.8％が最も高く、「職場」42.2％、「地域」39.3％と続いた。また、「進んでいない」は、「政治の場」29.9％が最も高く、「行政」24.6％、「地域」23.1％と続いた。
なお、「行政」は、「わからない」43.1％が最も高く、「進んでいる」、「進んでいない」がともに24.6％であった。（図17-1）
· H17年度調査と比較すると、「進んでいる」は、「政治の場」以外の分野で高くなり、「学校」では19.4ポイント高くなった。「進んでいない」は、「政治の場」は9.9ポイント、「行政」は5.0ポイント高くなったが、それ以外の分野では低くなった。（図17-2）
· 男女別では、男性はすべての分野の「進んでいる」の割合が女性に比べて高く、また、学校以外の分野の「進んでいない」の割合も女性に比べて高かった。
「進んでいる」は、男女ともに「学校」が第１位だが、男性が10.8ポイント高く、男女差が最も大きく、有意差もみられた。なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、「学校」の「進んでいる」の割合は、女性（28.6％→48.2％）は19.6ポイント、男性（36.8％→59.0％）は22.2ポイント高くなった。
「進んでいない」は、男女ともに「政治の場」が第１位だが、「地域」では男性が5.9ポイント高く、男女差が最も大きかった。なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、「政治の場」の「進んでいない」の割合は、女性（18.7％→30.0％）は11.3ポイント、男性（21.4％→30.2％）は8.8ポイント高くなった。（図17-3）


【図17-3】性別：各分野で男女共同参画が進んでいるか （n=529）

（2）各分野で男女共同参画が進まない理由
各分野で男女共同参画が進まない理由（単回答）
※前設問「各分野で男女共同参画が進んでいるか」（P.56）で「進んでいない」と回答した方への設問。
【要　約】
· 男女共同参画が進まない理由は、学校以外の分野では、「男性優位の慣習的な組織運営」が最も高く、「政治の場」では約６割を占め、「学校」は、「性別による役割分担意識や性差別の意識が強い」と「女性自身の積極性が十分でない」がともに２割で最も高かった。なお、H17年度調査と比較すると、「政治の場」は「男性優位の慣習的な組織運営」や「女性自身の積極性が十分でない」などの割合が高くなったが、「性別による役割分担意識や性差別の意識が強い」は4.0ポイント低くなった。
· 「政治の場」（※1）は、男女とも「男性優位の慣習的な組織運営」が最も高く、女性が12.9ポイント高く、男女差が最も大きかったが、H17年度調査と比較すると、男女とも低くなり、男女差は16.2ポイント小さくなった。
· 「職場」（※2）において男女共同参画が進まない理由を、女性は男性に比べて、「男性優位の慣習的な組織運営」と考えているが、男性は女性に比べて、「女性自身の積極性が十分でない」と考えていることがうかがえた。なお、H17年度調査と比較すると、「男性優位の慣習的な組織運営」は、女性は4.9ポイント高くなったが、男性は12.8ポイント低くなった。また、「女性自身の積極性が十分でない」は、女性は1.3ポイント低くなったが、男性は13.6ポイント高くなった。
















（※1 前設問「各分野で男女共同参画は進んでいるか」において、「進んでいない」の割合が最も高かった分野であるため、分析を行った。）
（※2 男女で有意差がみられた分野であるため、分析を行った。）
　
【結果から】
· 全体では、「学校」以外の分野では、「男性優位の慣習的な組織運営」が他の理由と比べて割合が最も高く、「政治の場」では、約６割を占めた。「学校」は「性別による役割分担意識や性差別の意識が強い」と「女性自身の積極性が十分でない」が20.0％で同率１位であった。（図18-1）
· H17年度調査と比較すると、「政治の場」は「男性優位の慣習的な組織運営」や「女性自身の積極性が十分でない」などは割合が高くなったが、「性別による役割分担意識や性差別の意識が強い」は4.0ポイント低くなった。（図18-2）
· 「政治の場」の男女別をみると、男女とも上位３位が全体の順位と同じで、第１位「男性優位の慣習的な組織運営」は、女性が12.9ポイント高く、男女差が最も大きかった。なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、「男性優位の慣習的な組織運営」は、男女とも割合が低くなり、また、男女差（29.1％→12.9％）は16.2ポイント小さくなった。（図18-3）
· 「職場」の男女別をみると、女性の第１位は「男性優位の慣習的な組織運営」41.2％で、女性が20.7ポイント高く、男女差が最も大きく有意差もみられた。男性の第１位は「女性自身の積極性が十分でない」22.7％で、男性が18.8ポイント高く、有意差もみられた。
なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、「男性優位の慣習的な組織運営」は、女性（39.7％→41.2％）は1.5ポイント高くなったが、男性（33.3％→20.5％）は12.8ポイント低くなった。また、「女性自身の積極性が十分でない」は、女性（5.2％→3.9％）は1.3ポイント低くなったが、男性（9.1％→22.7％）は13.6ポイント高くなった。（図18-4）
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※凡例は上図参照
（H17年度調査のみの項目、「わからない」、「その他」、「無回答」は省略。）




6．配偶者や恋人等から受ける暴力等について
（1）ＤＶの被害実態について
ＤＶの被害実態について（単回答）
【要　約】
· ＤＶ被害で、「何度もあった」項目は、「大きな声でどなる」10.0％が最も高く、以下はすべて1割未満であった。「一、二度あった」項目は、「何を言っても無視する」18.9％が最も高く、「大きな声でどなる」、「家を空けると不機嫌になる」、「ものを投げつけたり、壊したりする」と続き、以下は1割未満であった。
· H17年度調査と比較すると、「何度もあった」は、「何を言っても無視する」、「包丁などでおどす」以外の項目では割合が高くなり、「ものを投げつけたり、壊したりする」では3.1ポイント高くなった。また、「一、二度あった」は、「大切にしているものをわざと壊したりする」、「異常な性行為を強要する」、「包丁などでおどす」以外の項目は割合が低くなり、「子どもに八つ当たりする」では5.8ポイント低くなった。
· 「何度もあった」と「一、二度あった」を合わせた割合の上位４項目を男女別でみると、上位４項目すべて、「何度もあった」の割合は女性の方が高く、また、女性は男性に比べて、どなられたり家を空けることで不機嫌になられたりする被害を何度も受けていることがうかがえた。














【結果から】
· 全体では、「何度もあった」項目は、「大きな声でどなる」10.0％が最も高く、以下はすべて１割未満であった。「一、二度あった」項目は、「何を言っても無視する」18.9％が最も高く、「大きな声でどなる」18.5％、「家を空けると不機嫌になる」14.7％、「ものを投げつけたり、壊したりする」14.6％と続き、以下はすべて１割未満であった。
また、「何度もあった」と「一、二度あった」を合わせた割合は、「大きな声でどなる」28.5％が最も高く、「何を言っても無視する」26.1％、「家を空けると不機嫌になる」22.1％、「ものを投げつけたり、壊したりする」20.1％と続き、以下はすべて２割未満であった。（図19-1）
· H17年度調査と比較すると、「何度もあった」は、「何を言っても無視する」、「包丁などでおどす」以外の項目は割合が高くなり、「ものを投げつけたり、壊したりする」では3.1ポイント高くなった。
また、「一、二度あった」は、「大切にしているものをわざと壊したりする」は1.5ポイント、「異常な性行為を強要する」は0.7ポイント、「包丁などでおどす」は0.5ポイント高くなったが、それ以外の項目では割合が低くなり、「子どもに八つ当たりする」では5.8ポイント低くなった。（図19-2）
· 「何度もあった」と「一、二度あった」を合わせた割合の上位４項目を男女別でみると、「何度もあった」は、上位４項目すべて女性の方が高く、「大きな声でどなる」は7.7ポイント、「家を空けると不機嫌になる」は8.0ポイント男女差があり、どちらも有意差がみられた。

「一、二度あった」は、「家を空けると不機嫌になる」、「ものを投げつけたり、壊したりする」は女性の方が高く、「大きな声でどなる」、「何を言っても無視する」は男性の方が高かった。また、「家を空けると不機嫌になる」は、女性が7.4ポイント、「大きな声でどなる」は、男性が8.0ポイント高く、どちらも有意差がみられた。（図19-3）











【図19-3】性別：ＤＶの被害実態について≪上位４項目≫（n=529）





（2）ＤＶ被害の相談先
ＤＶ被害の相談先（複数回答）
※前設問「ＤＶの被害実態について」（P.61）で「何度もあった」または「一、二度あった」と回答した方への設問。
【要　約】
· ＤＶ被害の相談先は、「どこにも誰にも相談しなかった」が約５割で最も高く、「友人知人に相談した」、「家族親戚に相談した」と続き、以下は2％未満であった。なお、H17年度調査と比較すると、「どこにも誰にも相談しなかった」は14.4ポイント低くなり、「友人知人に相談した」は9.5ポイント、「家族親戚に相談した（※1）」は2.7ポイント高くなった。
· 男女とも「どこにも誰にも相談しなかった」が最も高いが、男性は女性に比べて、どこにも誰にも相談せず、女性は男性に比べて、友人や家族に相談することがうかがえた。なお、H17年度調査と比較すると、女性は、「どこにも誰にも相談しなかった」は19.9ポイント低くなり、「友人知人に相談した」は9.1ポイント、「家族親戚に相談した」は7.6ポイント高くなった。男性は、「どこにも誰にも相談しなかった」は3.8ポイント、「家族親戚に相談した」は4.2ポイント低くなり、「友人知人に相談した」は10.4ポイント高くなった。
· 20歳代は「友人知人に相談した」45.8％、30歳代以上の層では「どこにも誰にも相談しなかった」が最も高かった。また、40歳代の「家族親戚に相談した」27.8％は、他の年代の割合に比べて高かった。なお、H17年度調査と比較すると、すべての年代で「どこにも誰にも相談しなかった」の割合は低くなり、「友人知人に相談した」は高くなった。
















（※1 H17年度調査では、「家族」と「親戚」を分けていたが、家族と親戚の合計を「家族親戚に相談した」の割合として考察した。）

【結果から】
· 全体では、「どこにも誰にも相談しなかった」51.3％が最も高く、「友人知人に相談した」22.9％、「家族親戚に相談した」18.2％と続き、以下は2％未満であった。
なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、「どこにも誰にも相談しなかった」（65.7％→51.3％）は14.4ポイント低くなり、「友人知人に相談した」（13.4％→22.9％）は9.5ポイント、「家族親戚に相談した」(15.5％→18.2％)は2.7ポイント高くなった。（図20-1）
· 男女別では、男女とも上位３位が全体の順位と同じだが、「どこにも誰にも相談しなかった」は、男性が25.0ポイント高く、男女差が最も大きく、有意差もみられた。また、「友人知人に相談した」は11.6ポイント、「家族親戚に相談した」は23.1ポイント、どちらも女性が高く、有意差もみられた。
なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、女性は、「どこにも誰にも相談しなかった」（62.2％→42.3％）は19.9ポイント低くなり、「友人知人に相談した」(18.4％→27.5％)は9.1ポイント、「家族親戚に相談した」（19.9％→27.5％）は7.6ポイント高くなった。男性は、「どこにも誰にも相談しなかった」（71.1％→67.3％）は3.8ポイント、「家族親戚に相談した」（8.6％→4.4％）は4.2ポイント低くなり、「友人知人に相談した」（5.5％→15.9％）は10.4ポイント高くなった。（図20-1）
· 年代別では、20歳代は、「友人知人に相談した」、30歳代以上の層は、「どこにも誰にも相談しなかった」が最も高かった。
また、40歳代の「家族親戚に相談した」27.8％は、他の年代の割合に比べて高かった。
なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、すべての年代で、「どこにも誰にも相談しなかった」は低くなり、「友人知人に相談した」は高くなった。（図20-2）




（3）ＤＶ被害を相談しなかった理由
ＤＶ被害を相談しなかった理由（複数回答）
※前設問「ＤＶ被害の相談先」（P.65）で「どこにも誰にも相談しなかった」と回答した方への設問。
【要　約】
· ＤＶ被害を相談しなかった理由は、「相談するほどのことではなかった」が約7割で最も高く、「自分にも悪いところがあった」、「自分さえ我慢すれば何とかこのままやっていけると思った」、「相談しても無駄だと思った」と続き、以下はすべて１割未満であった。
· 男性は女性に比べて、「自分にも悪いところがあった」や「相談するほどのことではなかった」と考えていることがうかがえた。なお、H17年度調査と比較すると、男女とも「相談するほどのことではなかった」は低くなり、「自分さえ我慢すれば何とかこのままやっていけると思った」は高くなった。
· 全体の上位４項目を年代別にみると、すべての年代で、「相談するほどのことではなかった」は５割以上を占めて最も高く、また、40歳代では８割を占め、他の理由を大きく上回った。
なお、20歳代では、「自分さえ我慢すれば何とかこのままやっていけると思った」、「相談しても無駄だと思った」がともに４割で、他の年代の割合に比べて高かった。













【結果から】
· 全体では、「相談するほどのことではなかった」69.5％が最も高く、「自分にも悪いところがあった」44.0％、「自分さえ我慢すれば何とかこのままやっていけると思った」26.2％、「相談しても無駄だと思った」14.9％と続き、以下はすべて１割未満であった。
なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、上位４位は同じだが、「相談するほどのことではなかった」（78.7％→69.5％）は9.2ポイント低くなり、「自分にも悪いところがあった」（38.4％→44.0％）は5.6ポイント、「自分さえ我慢すれば何とかこのままやっていけると思った」（19.4％→26.2％）は6.8ポイント、「相談しても無駄だと思った」（11.6％→14.9％）は3.3ポイント高くなった。（図21-1）
· 男女別では、男性の上位４位は全体と同じ順位だが、女性は第２位と第３位が入れ替わる。男女差が最も大きい「自分にも悪いところがあった」は20.9ポイント、また、「相談するほどのことではなかった」は18.9ポイント、どちらも男性の割合が高く、有意差もみられた。なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、「相談するほどのことではなかった」は、女性（76.8％→58.7％）は18.1ポイント、男性（81.3％→77.6％）は3.7ポイント低くなったが、「自分さえ我慢すれば何とかこのままやっていけると思った」は、女性（24.8％→33.3％）は8.5ポイント、男性（12.1％→21.1％）は9.0ポイント高くなった。（図21-1）
· 全体の上位４項目を年代別にみると、すべての年代で、「相談するほどのことではなかった」の割合は５割以上を占めて最も高く、40歳代では８割を占め、他の理由を大きく上回った。
なお、20歳代では、「自分さえ我慢すれば何とかこのままやっていけると思った」、「相談しても無駄だと思った」がともに４割で、他の年代の割合に比べて高かった。（図21-2）

· 「その他」と回答した方の意見は、「手話でのコミュニケーションを要するため、相談できる機関が限られている。」、「自分で解決できるため」などがあった。



（4）セクシュアル・ハラスメントの被害実態について
セクシュアル・ハラスメントの被害実態について（複数回答）
【要　約】
· セクシュアル・ハラスメントの被害実態については、「自分自身が受けた」11.3％が最も高く、「身近な女性が受けた」6.8％、「身近な男性が受けた」0.8％と続いた。なお、H17年度調査と比較すると、すべての項目で割合が高くなり、「自分自身が受けた」は3.7ポイント高くなった。
· 女性は、すべての項目で男性より高く、男性に比べて、自分自身が受けたり、身近な女性が被害を受けたことを認識したりしていることがうかがえた。また、３つの項目（※1）の合計は、女性が21.3ポイント高かった。なお、H17年度調査と比較すると、男女とも同じ傾向がみられるが、女性はすべての項目が高くなり、男性は「自分自身が受けた」、「身近な男性が受けた」の割合が高くなった。
· 年代別では、３つの項目の割合の合計は、20歳代が35.1％で最も高く、40歳代（31.0％）、30歳代（24.3％）と続き、20歳代は項目別にみても、すべての項目で最も高かった。なお、H17年度調査と比較すると、３つの項目の合計の順位はほぼ同じ傾向となったが、50歳代の「自分自身が受けた」は12.5ポイント高くなった。















（※1 「自分自身が受けた」、「身近な女性が受けた」、「身近な男性が受けた」の３項目。）

【結果から】
· 全体では、「自分自身が受けた」11.3％が最も高く、「身近な女性が受けた」6.8％、「身近な男性が受けた」0.8％と続いた。
なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、順位は同じだが、すべての項目で割合が高くなり、「自分自身が受けた」（7.6％→11.3％）は、3.7ポイント高くなった。（図22-1）
· 男女別では、女性は、すべての項目で男性より高く、「自分自身が受けた」は男女差が最も大きく、15.9ポイント差があり、また、「身近な女性が受けた」も5.2ポイント差があり、どちらも有意差がみられた。また、３つの項目（「自分自身が受けた」・「身近な女性が受けた」・「身近な男性が受けた」）の合計を比較すると、女性（28.6％）が男性（7.3％）より、21.3ポイント高かった。
なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、男女とも順位や割合は同じ傾向がみられるが、女性はすべての項目の割合が高くなり、男性は、「自分自身が受けた」、「身近な男性が受けた」が高くなった。（図22-1）
· 年代別では、３つの項目の合計は、20歳代が35.1％で最も高く、40歳代（31.0％）、30歳代（24.3％）と続いた。また、20歳代はすべての項目で割合が最も高かった。なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、３つの項目の合計の順位はほぼ同じ傾向がみられたが、50歳代の「自分自身が受けた」（5.8％→18.3％）は12.5ポイント高くなった。（図22-2）
 


（5）セクシュアル・ハラスメントの被害場所
セクシュアル・ハラスメントの被害場所（複数回答）
※前設問「セクシュアル・ハラスメントの被害実態について」（P.69）で「自分自身が受けた」「身近な女性が受けた」、「身近な男性が受けた」と回答した方への設問。
【要　約】
· セクシュアル・ハラスメントの被害場所については、「職場」が約８割で他の項目を大きく上回り、「学校」、「家庭」と続き、「役所」と回答した方はいなかった。なお、H17年度調査と比較すると、「職場」は7.0ポイント、「学校」は、10.4ポイント高くなり、また、0.0％であった「PTA」、「自治会」、「地域活動」の割合も若干ではあるが高くなった。
· 男女ともに第１位は「職場」だが、女性が7.6ポイント高かった。第２位は、女性は「学校」、男性は「家庭」、「病院」で、男性は女性に比べて、被害場所に病院を挙げることがうかがえた。なお、H17年度調査と比較すると、「職場」では、女性は2.2ポイント、男性は15.0ポイント、「学校」では、女性は10.3ポイント、男性は12.5ポイント高くなった。
· 全体の上位３項目を年代別（※1）にみると、すべての年代で「職場」が最も高く、30歳代では９割を超えた。また、20歳代の「学校」41.2％、60歳代の「家庭」36.4％の割合は、それぞれ他の年代の割合に比べて高かった。なお、H17年度調査と比較すると、20歳代の「学校」の割合は、25.8ポイント高くなった。














（※1 70歳以上は、回答者数が2人と少数のため、考察は省略。）

【結果から】
· 全体では、「職場」が82.0％で他の項目を大きく上回り、「学校」15.7％、「家庭」9.0％と続き、「役所」と回答した方はいなかった。
なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、「職場」が第１位であることに変化はなかったが7.0ポイント（75.0％→82.0％）高くなり、「学校」（5.3％→15.7％）は、10.4ポイント高くなり、第４位から第２位に上がった。また、0.0％であった「PTA」、「自治会」、「地域活動」の割合も若干ではあるが高くなった。（図23-1）
· 男女別では、男女ともに第１位は「職場」だが、女性が7.6ポイント高かった。
女性の第２位は「学校」17.4％だが、男性の第２位は「家庭」、「病院」で、ともに18.8％であった。また、「病院」は、男性が17.4ポイント高く、男女差が最も高く、有意差もみられた。また、「地域活動」も男性が6.3ポイント高く、有意差がみられた。
なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、「職場」は、女性（80.4％→82.6％）は2.2ポイント、男性（60.0％→75.0％）は15.0ポイント高くなった。「学校」は、女性（7.1％→17.4％）は10.3ポイント、男性（0.0％→12.5％）は12.5ポイント高くなった。（図23-1）
· 全体の上位３項目を年代別にみると、すべての年代で「職場」が最も高く、30歳代では９割を超えた。また、20歳代の「学校」41.2％、60歳代の「家庭」36.4％の割合は、それぞれ他の年代の割合に比べて高かった。なお、H17年度調査（図は省略）と比較すると、20歳代では「学校」（15.4％→41.2％）は、25.8ポイント高くなった。（図23-2）
· 「その他」と回答した方の意見は、「バス」、「電車」、「公共施設」、「警察」などであった。



（6）セクシュアル・ハラスメント被害の相談先
セクシュアル・ハラスメント被害の相談先（複数回答）
※前設問「セクシュアル・ハラスメントの被害実態について」（P.69）で「自分自身が受けた」「身近な女性が受けた」、「身近な男性が受けた」と回答した方への設問。
【要　約】
· セクシュアル・ハラスメント被害の相談先は、「どこにも誰にも相談しなかった」が約３割で最も高く、「友人知人に相談した」、「職場の上司に相談した」、「職場の同僚に相談した」と続いた。なお、H17年度調査（※1）と比較すると、「職場の上司に相談した」が7.4ポイント高くなり、女性では8.5ポイント高くなった。
· 女性は「友人知人に相談した」36.2％が最も高く、男性より17.4ポイント高く、男女差が最も大きかった。また、男性は「どこにも誰にも相談しなかった」43.8％が最も高く、H17年度調査と比較すると、13.8ポイント高くなったが、「友人知人に相談した」、「家族親戚に相談した」の割合も高くなった。
· 全体の上位４項目の年代別（※2）では、20歳代は「友人知人に相談した」と「職場の上司に相談した」が最も高いが、30歳代は「どこにも誰にも相談しなかった」と「職場の同僚に相談した」が最も高かった。50歳代は「どこにも誰にも相談しなかった」が57.1％で最も高く、他の年代の割合に比べても高かった。














（※1 H17年度調査では、「家族」と「親戚」を分けていたが、「家族」と「親戚」の合計を「家族親戚に相談した」の割合として考察した。）
（※2 70歳以上は、回答者数が2人と少数のため、考察は省略。）

【結果から】
· 全体では、「どこにも誰にも相談しなかった」33.7％が最も高く、「友人知人に相談した」32.6％、「職場の上司に相談した」25.8％、「職場の同僚に相談した」15.7％と続いた。（図24-1）
· 男女別では、女性の第１位「友人知人に相談した」36.2％は、男性では第３位で、女性が17.4ポイント高く、男女差が最も大きかった。男性の第１位「どこにも誰にも相談しなかった」43.8％は、女性では第２位で、男性が11.9ポイント高かった。（図24-1）
· H17年度調査と比較すると、「職場の上司に相談した」は7.4ポイント高くなり、「職場の同僚に相談した」、「家族親戚に相談した」を上回り、第３位に入った。
なお、女性は、「職場の上司に相談した」は8.5ポイント高くなり、「職場の同僚に相談した」は9.1ポイント、「家族親戚に相談した」は23.5ポイント低くなった。男性は、「どこにも誰にも相談しなかった」、「家族親戚に相談した」はともに13.8ポイント、「友人知人に相談した」は8.8ポイント高くなった。（図24-2）
· 全体の上位４項目の年代別では、20歳代は「友人知人に相談した」と「職場の上司に相談した」がともに41.2％で最も高いが、30歳代は「どこにも誰にも相談しなかった」と「職場の同僚に相談した」がともに31.3％で最も高かった。50歳代は「どこにも誰にも相談しなかった」が57.1％で最も高く、他の年代の割合に比べても高かった。（図24-3）






7．今後の取り組みについて
（1）男女共同参画社会の実現のために甲府市に求めること
男女共同参画社会の実現のために甲府市に求めること（複数回答）
【要　約】
· 男女共同参画社会の実現のために甲府市に求めることは、「男女が共に働き続けるために保育所などを整備する」が３割弱で最も高く、「講座や広報などの啓発活動を推進する」、「学校での男女平等に関する学習を充実する」と続いた。なお、H17年度調査と比較すると、「男女が共に働き続けるために保育所などを整備する」は2.9ポイント、「女性リーダーを養成する」は4.0ポイント高くなった。
· 女性は男性に比べて、「男女共同参画センター機能の充実を図る」が必要であると考え、男性は女性に比べて、「市職員に対する男女共同参画に係る研修の充実」が必要であるとかんがえていることがうかがえた。なお、H17年度調査と比較すると、女性の第１位「男女が共に働き続けるために保育所などを整備する」は3.6ポイント、男性の第１位「講座や広報などの啓発活動を推進する」は2.8ポイント高くなった。
· 50歳代以下の層は、「男女が共に働き続けるために保育所などを整備する」が最も高く、60歳代以上は、「講座や広報などの啓発活動を推進する」が最も高かった。なお、40歳代以下の層で、「女性リーダーを養成する」の割合が他の年代の割合に比べて高かった。















【結果から】
· 全体では、「男女が共に働き続けるために保育所などを整備する」37.2％が最も高く、「講座や広報などの啓発活動を推進する」35.0％、「学校での男女平等に関する学習を充実する」26.1％と続いた。（図25-1）
· 男女別では、男女差はあまりみられないが、「男女共同参画センター機能の充実を図る」は女性が5.7ポイント高く、男女差が最も大きく、また、「市職員に対する男女共同参画に係る研修の充実」は男性が5.2ポイント高く、どちらも有意差がみられた。（図25-1）
· H17年度調査と比較すると、「男女が共に働き続けるために保育所などを整備する」は2.9ポイント高くなり第２位から第１位に、「女性リーダーを養成する」は4.0ポイント高くなり、第６位から第４位に上がった。また、「学校での男女平等に関する学習を充実する」は7.0ポイント高くなった。
なお、女性の「男女が共に働き続けるために保育所などを整備する」は3.6ポイント、男性の「講座や広報などの啓発活動を推進する」は2.8ポイント高くなった。（図25-2）
· 全体の上位４項目の年代別では、50歳代以下の層は「男女が共に働き続けるために保育所などを整備する」、60歳代以上の層は「講座や広報などの啓発活動を推進する」が最も高かった。なお、40歳代以下の層の「女性リーダーを養成する」の割合が他の年代の割合に比べて高かった。（図25-3）
· 「その他」と回答した方の意見は、「官公庁における男女共同参画にかかる短時間労働、育児休業、女性登用、セクハラ・パワハラの防止等の施策を実践し、社会にその利点を示すべきだと思われる。」、「市役所で男女共同参画を理解している職員を採用したり、市役所内で男女共同参画が機能するようにしてほしい。」、「市長の意識向上を望む」、「職場での育児休業者の代替職員を充実させる。」、「女性が働き続けるための親の介護の支援。」、「男女の特性を生かすことが出来れば男女共同参画という考えは必要なくなる。」、「現場の訪問調査等を行った上で、男女共同参画について考えることが必要。」などであった。
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8．自由回答
（1）男女共同参画社会について感じていることや提案したいこと
男女共同参画社会について感じていることや提案したいこと（自由回答）

	20歳代・女性

	1
	モラル・ハラスメント（精神的ＤＶ）等、目に見えないものへの対策がないので、社会全体に知識を広め、理解ある社会になってほしい。シングルマザーがより自立できる社会にしてほしい。いくら働いてもパート職員の給与は、ぎりぎり生活できる水準。

	2
	子どもを持つ女性が働くには、各個人はもちろんだが、企業の理解が一番必要であり重要だと思う。

	3
	女性は家庭にとどまらず、積極的に社会へ出ていくべきだと思う。

	4
	人にはできることとできないことがあると思う。それが本来の素質であったり、性別も素質の中に含まれていると思うが、最初から区別しても意味のないことだと思う。「男だから」「女だから」と行政が区別しているばかりでは人々の意識が変わらないのではないか。

	5
	私は今まで、女性であるがゆえに不利益を被ったことなどは無かったため、“男女平等”や“男女共同参画”に特に興味を持っていなかった。女性でも同意見の方は多いと思うし、男性ならなおさらではと思う。よって、周知活動の必要性に疑問を感じたが、子どもが生まれてからは、家庭内は平等でなく少し考えるようになった。現在利用している幼児教育センター等の子育て支援の場で少し話をしていただけると勉強できると思う。

	6
	日本人は何よりも仕事が優先。子育てをしている女性に対しての配慮が全くない。「子どもがいる女性は働くな」という感じを受け、外国に比べてとても遅れている。男性の意識だけでなく、社会全体の意識そのものが変わらなければ、男女共同参画社会の実現は難しいと思う。

	7
	男女が平等に働けることが理想ではあるが、それぞれの「らしさ」というものは大切にしていかなくてはならないと思う。それぞれの「らしさ」を活かせる社会づくりを行っていってほしい。

	20歳代・男性

	8
	男尊女卑や、「男は仕事、女は家事」という固定概念をなくしていきたい。特に年配の方に広報してほしい。

	9
	最近、若い夫婦の間では、男女の役割が決まっておらず、家事・育児も夫婦で行っている家庭が多いように感じる。（まだ女性が中心だが、昔の親世代と比較すると）職場や社会は、家庭に比べ男女差が大きいように感じる。特に昔からの職場や上司が年上の場合、その傾向が強い気がする。個人的には、子どもの頃に授業で受けた男女平等の教育が印象深く、今の社会の流れに影響しているのではないかと思う。

	10
	女性が社会参加しやすくなり、実際に正社員数や地位の向上が実現されている。つまり社会的に男女の差はなくなってきているが、普段の生活上、女性が優遇される場面（レディースデイ、女性専用車両等）が未だ増え続けている。女性を優遇しようという意識のあまり、仕事内容や出世などで女性有利となっている。男性というだけでマイナスのイメージ（不潔や横暴等）が付きやすい状況であるため、そのような意識の改善を図るべきだと思う。

	11
	この男女共同参画社会が宣言されてから今まで、何かを実感できた覚えがない。我々が実感を得られるよう、これからより積極的に活動してもらいたい。

	30歳代・女性

	12
	女性が社会で活躍するようになり、子育てをする男性が増え、男女共同参画という言葉が浸透するようにはなってきたが、それでもまだどこか私の意識の中に、男性が外で働き女性が家庭を守るというのが基本と考えてしまう部分が残っている。色々なケースの家庭があることを知り、質問に出てきたような地域の活動や広報で男女共同参画社会を身近に感じられるようになれば根本の意識も変わり、当たり前に思えるようになると思う。この調査に回答することによっても関心を持つきっかけになった。

	13
	子育てでは、やはり女性が主体になってしまうことが多いが、各家庭の事情や状況に応じ、役割を果たしていけば良いと思う。子どもたちのためにも、より良い社会を皆で築いていけたらと思う。

	14
	日本の昔からの考えを変えていければ進歩的になれるのではないか。女性を特別扱いする必要はないが、女性にしかできない出産等については、やはり理解が必要と感じる。バランスがとても重要だと感じる。

	15
	日々生活をする中であまり男女共同参画について実感を得られていない。メディアを通じ、積極的に活動していただきたい。

	16
	自分が勤める会社には女性社員が自分しかいない。男性は帰宅後寝るだけだが、女性は帰宅後やることが色々ある。役職を目指せと言われても毎日のサービス残業が負担になる。

	17
	男女には生物学的役割、社会的役割など昔からのものがある。子どもにとって父母の役割は大きいが、それが問題視されている部分もあるのかと考えると何をもって平等が正しいと言えるのか分からない。「人として」という部分を大切にできる甲府市になってもらいたい。一番のサービス業である公務員の皆さんも大変だと思うが、ステキな甲府市になって市民が増えることを望む。

	18
	男女は本当に平等にはなれないと思う。身体のつくりが違うように、できること、すべきことも結局は違い、違って良いと思う。

	19
	子育て中の女性にとって就職がどれほど困難なのかを行政にもっと認識してほしい。

	20
	個人的には今のままで良いのではないかと思う。

	21
	男女平等の世の中を実現することは難しく、暴力をふるう男性はこの世からなくならないと言い切れる。大人が子どもに暴力をふるうことをどうにかした方が良いと思う。

	22
	やはり、女性が働きたい場合、仕事が4時や5時に必ず終わったり、社内に託児所があったり、子どもが病気や授業参観の時に休みがとれる等、ヨーロッパでは当たり前のシステムを企業に導入させない限り、女性の自立は難しく、また、子どもを産むことに抵抗を感じる女性が増えると思う。

	23
	ボランティア活動、福祉関係の相談員や支援員のほとんどは女性。男性が少ない理由は、経済面だと言う。それでは男女共同参画になっていないと強く思う。

	24
	今は夫婦共働きの時代。男性も家事全般をこなし、女性の大変さを理解する。そのための講習において、男女共同参画についての研修も行ってはどうか。若い人はイクメン等、家事や育児に参加していると思われるが、中年・初老の男性等が、時代についていけてないと思う。そうした方に参加してもらえる男女共同参画委員会をつくれば、色々な意見も出ると思う。

	25
	やはり職場において女性が働きやすい環境づくりを推進しなければ、女性の行政への進出や団体の長への登用等は進まない。具体的には、保育所の充実、職場の理解、働き方の多様化等を実施すべき。仕事をすることにより女性が自然と社会へ進出し、活躍することとなると思う。

	26
	甲府市議の女性議員がたった１名であることから見ても、女性の意見や思いは行政に届かないことが分かる。もっと、子育て世代の若い女性の想いや考えを行政に反映していくことが大切だと思う。未来を担う子どもたちの健全な育成のために、多くの声にならない想いを取り上げてもらえるような場の設定を強く望む。

	30歳代・男性

	27
	男女それぞれ特性がある。それを活かせば“男女平等”と特筆しなくても男女共同参画になるのではないか。

	28
	日本には男女差別がまだあると感じる。

	29
	女性の社会進出推進とともに、男性が家事・育児に積極的に参加することが大切。そのためには制度をつくるだけでなく、市長や議員、社長等が積極的にその制度を利用しなければ、部下は雰囲気的に利用しづらい。

	30
	平等というのは、単に役割を半々にすることではない。それぞれの特徴を生かすことが平等になると思う。男女共同参画社会を実現するために、それぞれの特徴を伸ばせる環境づくりが必要だと思う。

	31
	男女を問わず自分の得意な場面を担い、相互理解のもと、バランスよく助け合って生活していくことが大切だと思う。不満等を黙っていないで話し合い、歩み寄りを大切に、互いを思いやる気持ちを持つことが大切だと思う。声を掛け合うことで、不満を解決するようにしたらどうか。

	40歳代・女性

	32
	他の先進国に比べ、日本は女性の社会的地位が低いことが残念。能力を発揮できる場がもっとあると良いと常々思う。一方、男女の違い、性差による得意・不得意等を、幼少の頃から知った上で、「平等である」ということを実践していくべきだと思う。男女同じにはできないこともあると思う。

	33
	性別に関係なく、個々の能力を活かすことができることはすばらしいと思う。性により身体・力が異なることは当然のことなので、性別・年齢等に関係なく互いに助け、補い、協力し合える社会の確立を望む。

	34
	男女共同参画の必要性が分からない。

	35
	「養ってやっているのにこんなこともできないのか」と言われると、家の中のことはすべて自分がやらなくてはいけないのだと、自分の意志なくやらされていると感じ、家庭内でも差別があると感じている。「男女共同」とはなんて素晴らしい言葉だろう。私には夢のような言葉。現実は厳しい。今回このようなアンケートが届き、市の方々が、より良い社会を実現するために市民の声を聞いてくれることに希望が持てた。他の方々の提案が良いもので、実現することを祈る。

	40歳代・男性

	36
	出産は女性にしかできず、育児も女性の方が適していると思う。女性がそれに関わる期間だけ必然的に職業に関わる期間が短くなるため、仕事上での昇格等に差が出るのは当然だが、それ以上の差が出ないような社会が望ましい。正規職員の女性でも仕事より家庭が大切という方が一般的に多いので、無理に男女の数を揃えることは全体をゆがめることになる。男女関係なく能力と熱意に応じ、参加できる社会が望ましい。そのための啓発とサポート（保育所等）の充実が必要。

	37
	家事に慣れていない夫の家事のやり方で気になる点があったとしても、多少目をつむることも必要。「だめだめ」とばかり言っていては、いつまでたってもできるようにはならない。

	38
	身近で男女共同参画について感じることが少ない。社会参加し、考えていけるようにしたい。

	39
	言葉が難しく、実際どのような活動をしているのか分かりづらい。

	50歳代・女性

	40
	男女は同質ではないので一概に平等に同じことを行うことはないと思う。男らしさ、女らしさも残し、この先世の中がどう変わるかわからないが、異質同士思いやりを持って、この先日本の景気が良くなればよいと思う。

	41
	男女共同参画社会を目指すには、小さい子どもの頃からの教育が必要。特に年配の男性の意識が低いのには驚かされる。日本のどの組織も年配の男性が長になっているので、その方々への教育も必要かと思われる。もっと女性が活躍できると社会は変わっていくと思うし、大切な労働力になると思う。

	42
	現実問題、育児休業等で職場をあける場合、周りの職場の人の負担が多くなり、その期間が長ければ長いほど弊害も多くなる。人により、育児休業を取る期間も様々で、全員が取得するものでもないため、お互い様にならないところが難しいと思う。

	43
	私の体験からの意見だが、男女共同参画という言葉に違和感がある。男女が同等に扱われるということの真の意味は、性差や女性ならではの特性を認めた上で、公平を求めるべきだと思う。女性は男性と同じように働く上で、母性を捨ててはいけないと思う。
そのための社会のルールづくりが必要だと思う。悩んだこともあったが、「母となり子を育てるということには大きな意義がある」ということは、女性にとって、とても大切なことだということに共通認識を持たない限り、この課題は前進しないと思う。

	44
	夫婦と子どもだけの世帯の中で、経済的には仕事を持ちたいが、子どもを職場の都合どおりに受け入れてくれる施設等は無いに等しい。一度職場を離れたら、復帰できない社会情勢の中で、一人の子どもを成人に育てることはとても難しいことだと思う。将来不安が少しでも解消できる場を行政に求める。

	45
	夫の暴力に家族が遭い、実家に相談しても我慢するよう言われた。最終的に離婚できたが娘は多重人格障害になり、私も安定剤を服用しながら仕事をしている。もっと早く相談する機会があれば娘も病気にはならなかったかもしれないと思うと残念である。

	46
	少子化対策に本格的に取り組む必要がある。徹底的に進めてほしい。特に一人親家庭への支援や学童保育、保育時間の延長について早急な対応をお願いしたい。

	47
	私たちの年代は亭主関白の家庭が多かったため、女性の役割が自然に決まり、その中で子どもを育て、家を守ることを当たり前と思っていた。ただ、「こんな時手伝ってもらえたら」「もっと子どもと話をしてほしい」と思うことはよくあった。これからは男女、大人や子どもと分けることなく、思いやりの心で自然に手伝ったり、大変な時に協力し合える家庭、友人、社会をつくることが一番大切なのではないか。ただし、女性は女性らしく、男性は男性らしくしてほしいとは思う。それが日本の文化だと思う。

	48
	「男だから」とか「女だから」とか性別で決めず、同じ人間と考え、体力や細かい作業等、自分の力を活かせる分野で働けば良いと思う。男女共同は当然。

	49
	男女が協力し子育てすることが人間として成長できる機会であること、また、豊かな生活が送れることを伝えていく必要があると思う。

	50
	男女共同参画社会が実現されるためには、やはり法や保育所の整備等、子どもがいても今まで通り安心して働ける環境づくりが不可欠だと思う。

	51
	甲府市としてどのような取り組みをしているか知る機会がない。子どもが病気をした時などに男性（父親）は休みづらいと思う。まずは市役所職員に実践してほしい。

	52
	私は子どもたちに「ジェンダー」について教えている。昔の日本では子育ての上で良い面もあったが、それは「嫁」が多くの我慢を強いられることでもあった。人間が成長していく上で乳幼児期はとても大切な時期。職場（会社）や男性の意識を変えていくことが大切であろう。また、アンケートの問14にもあったが、家事労働の平等性もそのためには必要であると思う。男女共同参画について「子育て」時期から社会（国）全体で考えていってほしい。

	53
	子育て支援の充実が必要。1歳未満児の子育てや子どもの夜泣きで悩んでいる母親がとても多い。祖母のサポートがなく、父親の帰宅時間が遅い場合等は、母親はとても悩んでいる。しばらくの間でも夜間等、時間外サポートのシステムがあると、子育て中の母親の「うつ病」を防げるのではないか。

	54
	家庭ごとに考え方や生活のリズム、働き方、子育てなど様々で、何が幸福なのかは異なると思うが、何か困ったことやつらいことがあるとき、どこへ行けば相談できるのかを知っておくことが必要だと思う。

	55
	残業社会では女性の負担は大きい。世界一消費者の要求が高く、難しく、細かい日本では、仕事にきりがない。そうした状況を全体的に考えていかなければならない時代が将来来ると思う。以前貿易関係の仕事でヨーロッパの女性の社長や管理職の方々に関ったが、ステキで教養があり、スケールの大きい方が多かった印象がある。ヨーロッパ文化を牽引してきたマダム文化の長い歴史を感じた。日本でも時間はかかると思うが、積み重ねはいつか実を結ぶと思う。

	56
	私たちにもっと分かりやすくどのような活動を行っているのか発信してほしい。

	57
	男女平等、男女共同参画は、男女が一緒に企画したものなのか。男性の場合、聞こえの良さやお題目が通ることなどを多少なりとも考える方がいると、真の男女平等、男女共同参画はあり得ないと思う。男性に生理や出産がなければ、真の平等はおそらくあり得ない。単なるお題目で終わらぬよう、頑張ってほしい。
「男女共同参画」という言葉自体に性差別的なニュアンスがあると思う。市民一人ひとりが参画することに意義があるのであれば、別の言い回しでも良いのではないか。

	58
	能力を持っていたり、社会貢献を望む女性が沢山いるが、山梨県はまだまだ女性の活躍のバックアップが難しいように思う。まずは保育所を整備し、シングルマザーに対し、画一的な対応ではなく、個々の状況に合わせた支援をすることにより、小さな子どもが安心して成長できるようにしてほしい。

	50歳代・男性

	59
	行政のレベルを向上し、住みやすい県にしてほしい。

	60
	男女平等は人間皆が平等であるのと同様に当たり前でごく自然なことだと思う。あまり男女平等を強く主張するのも逆効果の節を感じ、不自然だと思う。一人ひとりがこの世に生命を授かり、生きていく上で感じたこと、思い描くことを自由に育成し、屈折のない素直な人格に育ってもらいたい。また、様々な職種の情報を知り、自由度の高い、選択肢のある学校教育を心より望む。

	61
	討論や集まりの場合、対象を女性や男性のみとすることは好ましくないと思われる。

	62
	対処療法的な対策は、一時的なものになりやすい。長引く不況により社会が病んでいる。経済状況を改善し、人々の心に余裕を持たせることが最も重要。

	63
	男女共同参画社会という言葉を初めて知った。社会の中で男性も女性もその能力を十分に発揮できるようになることが必要だと思う。

	64
	男女共同参画について、もっと広報を盛んにしてほしい。

	65
	男性、女性それぞれの特性を生かした生き方が個人的には好ましいと感じる。しかし、経済的な保証があり、安定した生活ができることが何より大切なことだと思う。

	66
	若い女性の自立と考え方の成長が必要ではないか。

	67
	男女共同参画社会の形成にあたり、まず現状の日本の雇用対策が急務。日本の特質的な産業分野を保護し、対外国の要望の聞き入れを重視することを一時止め、「技術立国日本」の復活を推進しつつ、日本金融の短期間の復帰（一時的にインフラにする）を目指していただきたいと考える。

	68
	女性が社会で活動するためには子育て支援が必要不可欠である。特に保育所等の充実、負担軽減のような具体策を早急に行う必要がある。

	69
	給与格差は縮められてきているように思えるが、反面、転勤についてはどうか。質問項目にはなかったが、結婚・出産・育児の環境とともに、転勤についても事業によっては不可欠だと思う。

	70
	法的には整備されてきているので、実質的に男女共同参画社会となるにはどうしたらよいのか。他国のように、女性首相の出現により変化を感じることができると思う。女性知事がいるので、女性が首相を務めるようになるのも時間の問題だと思う。

	71
	「男だから」や「女だから」という考え方がなくなるような社会が必要だと思う。

	72
	我が家は代々続く伝統工芸の家業を営んでいる。男女にはそれぞれの持ち味があり、夫婦が協力してこそ成り立っていくもの。海外移転が進む中、地元で代々家業を守り続け、文化・風習等の底を支え続けている小さな「家内制手工業」への援助をしていただくことは、男女共同参画にも大変役立つことだと思う。

	73
	啓発・周知活動を徹底してほしい。

	74
	日本では、危険な仕事も含めて男性が身を削るようにして働き、女性がそれを享受するのが当たり前のように思われていると感じる。女子大のような大学進学や、他のあらゆる社会サービスでも女性優遇、女性限定になっていると思う。男性がもっと生きやすい社会になったら良いと思う。

	75
	実姉が東京のある区において、男女共同参画のリーダーを任されており、会議や稼働状況をまとめた資料を何回か見る機会があったので、男女共同参画についての知識は一般の方よりあるかも知れないが、甲府市の実情を知っているのかと問われると答えに窮する。まだまだ身近なことと思えるまでには浸透していないし、逆にセクシュアル・ハラスメントを受けていない幸せ者と思うことが、正しいかもしれない。

	60歳代・女性

	76
	地域（自治会等）への啓発活動の充実が必要だと思う。

	77
	なんとなく知っているような気がしていたが、改めてアンケートに答えてみて、知らなかったり意識したりしていなかったようである。今後は、少しずつ関心を持っていきたいと思った。教育は必要だと思う。中学生になる前に男女平等について教えることが良いのではないか。また、働くために家族、社会の助けは必要なので、小学生の学童保育は3年以上あった方が父母も安心できると思う。

	78
	男女共同・平等という意識は、肩ひじ張ったものでなく、それぞれの性（自己）が成長していく段階で、悩んだり迷ったりしながら自分が生きやすいような方向に進んでいけば、自然と社会全体もより良い方向に向かい、男女が互いの性の特色を強調しすぎず、互いに認め合い尊敬し合うようになっていくと思う。

	79
	子どもが就学前は、母親が子どものために家にいて夫と子育てし、中学生までは、子どもの帰宅時に母親が家にいることができる社会にしてほしい。

	80
	仕事を続けたいからというより、家の中で育児だけをしていられないため外に出たいという人が多いように感じる。少ない収入でも「心を豊かに」という気持ちでゆったりのんびり子育てしても良いのではないか。

	81
	女性がいくら頑張っても体力的には男性に及ばないことが色々とあるので、体力は男性、知力は女性のようなことが、もっと簡単に入っていければと思う。

	82
	男女平等とは言っても生まれながらにして男と女はそれぞれ役割、強さ、その他いろいろと違いがあると思う。すべてに対して平等というより、それぞれ自分に出来ることを精一杯行う方が良いと思う。現代社会において女性があまりに強くなったことは、社会においても家庭においても良くないと思う。

	83
	徒歩、乳母車、自転車で安心して通れるよう道路を整備してほしい。なるべく車を使わないことで省エネにもなると思う。

	84
	どんな組織であれ、長となった方が意識を持って発信しなければ一般の方には伝わらない。男女ともにプライドを高く持ち続けることは良いが、自分のためだけのプライドでは進歩がないと思う。対等の目線の幅は広くありたい。

	85
	男女共同参画社会と言っても、どこでどのような活動がされているのか分かりにくい。

	86
	男女が対等で、互いに良いところを発揮して補い合い、思いやりを持つ人間性に育つような育児や教育が必要ではないか。女性自身も子育て時点から男女平等の社会の実現を図るようにしていってはどうかと思う。

	87
	私は女性に理解のある男性に恵まれていたが、世の中には女性蔑視の男性が多いようである。学校や家庭での教育が大切だと思う。

	88
	甲府市の自治連合会に、女性の活用と男女平等意識を持ってもらえるような活動、また、自治会派遣の推進委員への動機づけや、自治会と推進委員会とのさらなる連携が必要だと思う。

	60歳代・男性

	89
	女性の社会進出がもっと図られれば日本は欧米レベルにより近づけると思う。女性の管理職比率を上げれば会社の変革が進むのではないか。政治・経済界を見回しても日本は男社会で動いている印象が強く、マスコミ・放送業界を見習って女性がもっと活躍・進出すべき。

	90
	母親が子どもを保育施設等に預けて働くまでもなく、父親の収入で生活できるような社会が望ましい。父親が家事・育児に協力するのは当然だと思う。

	91
	何から何まで男女共同参画という考え方はどうかと思う。子を産み育てることは女性でないとできない。夫（男性）はそれをサポートする。男女平等とは言え、役割分担があることを理解した上での男女共同参画社会でなければならないのではないか。

	92
	特に女性を区別することなく、女性が特質や母性本能により、子どもを産み育て、家の中を守ることで家族の心がやすらぐと感じる。男性と同じように外へ出ることは、望ましくないと思う。現在の子どもたちの現状はそれを如実に表しているのではないか。

	93
	男女互いに特性を生かすことが、自然で無理がなく生活しやすいのではないか。

	94
	まったく聞いたことがなかった。

	95
	男女共同参画は非常に難しいと思う。何が原因なのかをはっきりと掴むことができれば対策を講じられるが、対策を立てても女性が動き出すとは思えない。他国では上手くいっているのだろうか。

	96
	官庁は育休・産休が充実しているが、県内の民間はあまりにも遅れていると思う。期間や職場復帰後の他部署への移動等、問題点はかなりある。幼稚園を見ていても、母親（女性）が大多数関与したり、せざるを得ない環境が幼少期から根付いている。男女共同参画社会は法律上にしか根付いていないのが実態。日本の社会構造だと思う。

	97
	老若男女を問わずすべてゆとりを持てる生活が基本。若者に職を与え、パートや非正規雇用をなくし、正規職員にすること等が大切。身分保障がなければ真の男女共同参画等ありえない。

	70歳以上・女性

	98
	甲府市が住民にとって魅力ある、住み続けたい町になるためには、ジェンダーの意識を払拭できることが大きな要素であると思う。住民も学ぶが、引っ張る政治・行政の熱意もぜひ発揮してほしい。

	99
	今の社会は、80歳になろうとしている私にとっては、住みやすい時代になったと思う。経済的に自立できることが男女差をなくすことになるのではないか。

	100
	育児休業を1年取得することを認められているのは公務員のみだと思われている。育児休業が1年あると、親子ともども精神的な安定感を持てると思う。

	101
	男女共同参画社会についての講座等の活動を推進してほしい。機会を見て参加し、色々な方面を学んでいきたい。

	102
	男女共同参画社会と言われてかなりの年月が経過したが、まだ男女の差別はあらゆる面で感じられる。やはり学校教育の場から、男女の差は無いことを啓蒙していかなければならないかと思う。

	103
	この年になり、初めて男女共同参画という言葉を聞きました。良い勉強になりました。

	104
	ジェンダーの壁を取り除いて、男女の基本的人権を尊重し、対等社会を築いていただきたいと思う。

	105
	年齢制限で若い世代の人たちを参画させて充実を図ることが必要だと思う。

	70歳以上・男性

	106
	月に2、3回、保育・幼稚園児と行うボランティア活動中に感じることは、祖父母と一緒に生活している子どもや兄弟のいる子どもにはゆったり感やおっとり感があり、人を思いやる気配りのできる子どもが多いように思う。3世代同居の生活には大きなメリットがあるように思う。共働き時代と言われる中で一考しても良いのではないか。

	107
	男女共同参画社会の実現に向け、施設や委員会・審議会等にとどまらず、様々な情報がより自然に提供され、多くの方々が見聞を広げられるような施策（具体化）が必要。

	108
	地域社会において、女性に積極性がない。自治会等の役員は男性ばかりである。反面、趣味やサークル活動は女性の参加は8割以上を占める。男女の本当の平等は、意識の違いがあり、難しいのが実情である。

	109
	男性と女性の違いが何かを明確に理解すべきである。人間という項目で考えることは難しいと感じる。心理学や哲学の中で一度考えてみてはどうか。

	110
	女性に対する偏見は少なくなってきているが、自分の意見を主張することは大分多くなってきていると思う。自己中心的な考え方は社会進出への遅れを伴い、女性が男女共同参画意識を学ぶ必要を感じる。

	111
	女性に自治会活動への参加をお願いしたい。

	112
	男女共同参画社会の定義が分からないが、男女が本来持ち合わせている本質を家庭や社会に発揮できるような環境をつくり、子どもを安心して産むことができる社会こそが、男女共同参画社会ではないでしょうか。まず各自が努力し、それを公がサポートする必要があると思う。

	113
	家庭においては、母親の跡継ぎの子（特に男の子）にかける過大な期待感の世代間連鎖を断ち切ることが出来ればと思う。災害・防災訓練での炊き出し、年末の氏子による神社清掃や飾り付け等のボランティア活動では、当たり前のように男女が役割を分担しつつ目標に向かって協働（共同）している。異性の特性を自ずと理解し、互いを思いやっている証ではないかと思う。共同参画の意義を画一的なものにすべきではないと思う。

	114
	私の地域では、連合自治会に伴う各種団体の長に女性が少しずつ出てきている。色々な面で男女共同参画は必要だと思う。

	115
	物事に対し、積極性と責任感を持つ等、女性自身の意識（女性だからという甘え）の改革が必要。

	116
	私たちが若い世代のころは、男性は仕事、女性は家庭を守ることが当たり前の時代だったが、現在では、職場でも地域社会活動でも、男性も女性も同等だと感じている。少子化社会になっている日本にとって、非常に良いことだと思う。

	117
	男女平等は承知しているはずだが、ドメスティック・バイオレンス等の女性いじめは、女性がもっと強くなることと、女性の甘えも一考を要すると思う。男女共同参画は、より一層の自治会の利用を提案していますが、自治会も仕事が多く問題がある。

	年代・性別不明

	118
	難しいことは分からないが、大切なことなので積極的に頑張ってほしい。

	119
	地域の中に「ぴゅあ総合」があり、男女共同参画社会センターの利用はあるが、男女共同参画社会への活動と言われても一体何が行われているのか、第一、男女共同参画とは何なのかが分からない。その点を誰にでも分かりやすいパンフレット・ガイド等で紹介してからアンケートを実施した方が、より確実に結果の出せるアンケートが得られ、行政に役立てるのではないかと考える。

	120
	家庭では女性が強すぎる。男性が弱いのか？

	121
	介護・育児は結局女性が負うことになり、仕事をすることが大変難しい状況。たとえ夫が時々手伝ってくれて、協力的であっても、社会から取り残されるのは女性。介護施設の充実、経済的負担の軽減をぜひ見直してほしい。
女性の収入を介護や教育費が上回りすぎて、結局女性が家に入り、お手伝いさんのように働かなければならない。せっかく大学を卒業してこの人生では、少し虚しい気がする。

	122
	「男女共同参画社会」という言葉がことさら強調されたりすることに違和感がある。日本の美徳に応じた活動をしていくべきではないか。

	123
	生活が苦しく、様々な事業への参画ができない。

	124
	男女共同参画のことを知らない人が多いと思う。職場や学校等でもっと知らせるべきだと思う。私は運送会社で働いているが、一度も聞いたことがない。
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資　料

1．アンケート調査票


甲府市男女共同参画に関する市民意識調査
―　調査の趣旨とご協力のお願い　―
　市民の皆様には、日頃から市政に関しましてご理解とご協力をいただき、厚くお礼を申し上げます。
　本市では、性別に関わりなく、一人ひとりの個性や能力を発揮し、生き生きと自分らしく暮らすことの出来る男女共同参画社会の実現に向け、平成15年4月からは、「甲府市男女共同参画推進条例」を施行し、平成１８年に「第2次こうふ男女共同参画プラン」を策定するなどさまざまな取組を進めています。
　さて、この度甲府市に在住する20歳以上の男女1500人を住民基本台帳の中から無作為に選ばせていただき、「男女共同参画に関する意識調査」を実施することとなりました。
　今回は、平成１７年度に実施した調査に続くもので、第２次こうふ男女共同参画プランの進捗状況や施策を効果的に推進していくための基礎資料とするものです。調査の結果はすべて統計的な数値として処理するため、個人的な回答や意見が外部に知られることは一切ありません。なお、調査項目につきましては、第２次こうふ男女共同参画プランに基づいて設定いたしました。
　お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力いただけますようお願い申し上げます。
							平成23年１２月
								甲府市長　宮島　雅展

＜調査票のご記入にあたってのお願い＞
	● ご記入にあたっては、あて名のご本人がお答えください。
● ご回答は、質問をよく読んで、あなたの状態や考え方に最も近い番号を選び、その番号に○を付けて下さい。○の数は、設問によって１つの場合と数が指定してある場合がありますので、設問の最後の（ ）内の指示に従ってください。
● 一部の方だけにお答えいただく質問もありますが、その場合は質問文中に下線が引いてあります。また、回答していただいた質問に関連する質問については、質問番号に枝番をつけ、質問間を矢印（→）で示してあります。
● 「その他」に当てはまる場合は、お手数ですが（ ）内になるべく具体的にその内容をご記入ください。
● ご回答は、えんぴつ、ボールペンなどではっきりとご記入ください。
● ご記入いただきました調査票は、平成２４年１月１０日（火曜日）までに、同封の返信用封筒に入れて、お名前を書かずに、郵便ポストにご投函ください。
　＊本アンケートに関するお問い合わせ先
　　甲府市市民生活部　人権・男女共同参画課　男女共同参画係
　　〒400-0857　甲府市幸町１５－６　甲府市役所　南庁舎１号館４階
　　TEL　055-237-5209　　FAX　055-221-2062



≪最初に、あなたご自身についておききします≫

	F1
	あなたの性別

	
	１
	女性
	２
	男性

	F2
	あなたの年代

	
	１
３
５
	20歳代
40歳代
60歳代
	２
４
６
	30歳代
50歳代
70歳以上

	F３
	あなたの職業（主なものに○を1つ）

	
	１
２
３
４
５
６
７
８
９
	農林水産業
自営業
会社員
公務員
教　員
学　生
パートタイム・アルバイト・契約社員
無　職
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	




≪男女共同参画全般についておききします≫ 

【問1】　あなたは次の言葉を聞いたことがありますか。（○はそれぞれ１つ）

	
	内容を知っている
	聞いたことはあるが、
　　　内容は知らない
	知らない

	（１）男女共同参画社会
	１
	２
	３

	（２）女性差別撤廃条約
	１
	２
	３

	（３）男女雇用機会均等法
	１
	２
	３

	（４）男女共同参画社会基本法
	１
	２
	３

	（５）甲府市男女共同参画推進条例
	１
	２
	３

	（６）ポジティブ・アクション（積極的改善措置）
	１
	２
	３

	（７）ジェンダー（社会的性差）
	１
	２
	３

	（８）セクシュアル・ハラスメント
	１
	２
	３

	（９）ワーク・ライフ・バランス
	１
	２
	３



【問２】　甲府市の男女共同参画推進に関する活動や施策を知っていますか。
（○はいくつでも）

	　　１　パンフレットを見たことがある（トワエモア、ふぇあねす）
　　２　甲府市男女共同参画推進委員会
　　３　甲府市男女共同参画フォーラムの開催
　　４　甲府市男女共同参画センター
　　５　甲府市男女共同参画「響き塾」
　　６　甲府市女性総合相談室
　　７　第2次こうふ男女共同参画プランの数値目標



【問３】　あなたは次の各項目の分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか。
	　　（○はそれぞれ１つ）

	
	男性が優遇されている
	どちらかというと
男性が優遇されている
	男女平等になっている
	どちらかというと
　　　女性が優遇されている
	女性が優遇されている
	わからない

	（１）家庭内
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	（２）職場内
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	（３）地域内
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	（４）学校内
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	（５）政治の場
	１
	２
	３
	４
	５
	６

	（６）法律や制度上
	１
	２
	３
	４
	５
	６




【問４】 「男は仕事、女は家庭」という考え方について、あなたはどう思いますか。
（○は１つ）

	　　１　そうは思わない
　　２　どちらともいえない
　　３　もっともだと思う





【問５】  普段の生活において次の事柄をあなたのご家庭では、主にどなたが行っていますか。
（○はそれぞれ１つ）　1人世帯の方は 問 ６ へ進んでください。
	
	母・妻がする
	夫婦でする
	父・夫がする
	子どもがする（※）
	家族全員でする
	その他
	該当しない

	（１）掃除
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

	（２）洗濯
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

	（３）日常の買い物
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

	（４）食事の支度
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

	（５）食事の後片付け
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

	（６）子どもの世話
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

	（７）家族の介護
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

	（８）ＰＴＡ等学校行事への参加
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

	（９）自治会活動等の地域活動
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

	（10）資産の管理
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

	（11）高価な商品購入の決定
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７

	（12）子どもの教育・就職
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７


（※「子ども」には、娘の夫、息子の妻を含む）

≪仕事についておききします≫ 　

【問６】　女性が職業を持つことについて、あなたはどのようにお考えですか。（○は１つ）

	　 １　職業を持っていても、結婚したら辞めるのがよい
　 ２　職業を持っていても、子どもができたら辞め、そのまま職業は持たないのがよい
　 ３　職業を持っていても、子どもができたら辞め、子どもが大きくなったら再び職業を
持つのがよい
　 ４　子どもができてもずっと職業を持ち続けるのがよい
　 ５　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



【問７】　あなたは仕事をしていますか。（○は１つ）

	1　仕事はしていない
	
	２　仕事をしている



	【問７－１】　問７で、「２　仕事をしている」と回答された方におききします。
	　　　　　　　あなたが仕事をしている理由は何ですか。（○は３つまで）

	１　生計を維持する
３　将来に備えて貯蓄する
５　経済的に自立する
７　働くことが好きだから
９　仕事を通して自分を成長させたい
11　自分の自由になるお金を得る
	　２　生活費補助
　４　家業だから
　６　社会や人とつながりをもつ
　８　社会に貢献する
10　働くのは当たり前だから
　

	12　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


			　　 問８へ
【問７－２】　問７で、「1　仕事はしていない」と回答された方におききします。
　　　　　　　　　これから働きたいと思いますか。（○は１つ）


	１　すぐにでも働きたい
３　将来は働きたい
	
	２　働くつもりはない
４　わからない
	問８へ




【問７－３】　問７－２で、「１」または「３」に回答された方におききします。
あなたは、どのような形で働きたいとお考えですか。（○は１つ）

	１　正社員・正職員
３　パートタイム・アルバイト・契約社員
５　在宅勤務
	　２　家での内職
　４　自分で事業経営


	　６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　       ）




問７－４へ
【問７－４】　問７－２で、「１」または「３」に回答された方におききします。
あなたが働きたい理由は何ですか。（○は３つまで）

	　　１　もともと就職するつもりだった
　　２　外で働くのは好きである
　　３　社会に貢献したい
　　４　時間的余裕ができた
　　５　教育費や老後の資金のため
　　６　専門知識や経験を活かしたい
　　７　自由に使えるお金を稼ぎたくなった
　　８　社会から取り残されそうだから
　　９　経済的余裕がなくなった
　 10　その他（　　　　　　　　　　　　　　                              　）




【問７－５】　問７－２で、「１」または「３」に回答された方におききします。
あなたが働きたいと思った時、障害となることは何ですか。（○は３つまで）

	　　１　自分のしたい仕事に就けるか
　　２　自分の健康状態や体力
　　３　自分の資格や能力が通用するか
　　４　家族の理解
　　５　年齢制限
　　６　家事
　　７　職場の人間関係
　　８　保育所（園）、学童保育の利用
　　９　賃金など望む労働条件
　 10　仕事の受注や資金繰り
　 11  働きたくても仕事がない
　 12　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　                            ）



	　　	　　　問８へ
≪子育て・教育についておききします≫　

【問８】　あなたはどのような子育てを行っていけばよいと思いますか。
（お子さんがいらっしゃらない方も、いると仮定してお答え下さい。）（○は３つまで）

	　　１　男女ともに、社会人として自立できるように育てる
　　２　男女を問わず、身のまわりの家事ができるように育てる
　　３　男と女では、生き方が違うということを認識するように育てる
　　４　男と女では、生き方が違わないということを認識するように育てる
　　５　男女の役割を固定化せず、区別しないように育てる
　　６　男は外で働き、女は家庭を守るように育てる
　　７　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        ）




【問９】　安心して子どもを産み育てるためには、あなたはどんなことが必要だと思いますか。
	　　（○は３つまで）

	　　１　保育施設の充実
　　３　父親の子育て参加
　　５　地域での子育て支援の充実
　　７　ファミリーサポート事業の充実
	　　２　学童保育の充実
　　４　ひとり親家庭への支援
　　６　子育て相談や講座の充実
　　８　労働時間の短縮

	　  ９　延長保育、病後児保育など保育サービスの充実
   10  男女とも育児休業が気がねなく取れる職場環境の充実
   11  子育て中の人への交流と情報交換の場の確保
   12  職場における子育て支援施設の整備充実
   13  その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　）







≪地域活動等についておききします≫　

【問10】　現在、あなたが活動しているものを選んでください。（○はいくつでも）

　　　１　自治会、子ども会等の地域における団体活動
　　　２　ＰＴＡや保護者会等の学校活動
　　　３　消防・防災活動
　　　４　ＮＰＯ等の市民団体活動（まちづくり、社会福祉、環境等）
　　　５　ボランティア活動
　　　６　国際交流に関する活動
　　　７　審議会等政策決定に関する活動
　　　８　生涯学習活動
　　　９　文化的・伝統的な活動
   　10　行政と関わる市民委員会等
　 　1１  その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　）
　　 1２  特に活動はしていない

【問10－1】　問10で、「12  特に活動はしていない」に回答された方におききします。
その理由は何ですか。（○はいくつでも）

	　　１　仕事が忙しい　　　　　　　　　　　２　家事・育児・介護などが忙しい
　　３　時間がない　　　　　　　　　　　　４　家族の理解・協力が得られない
　　５　一緒に活動する仲間がいない　　　　６　人間関係がわずらわしい
　　７　やりたいと思う活動が身近にない　　８　活動についての情報が得られない
　　９　交通手段がない　　　　　　　　　 10  まったく興味がわかない
　 11  その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　              ）
   12  特に理由はない




≪政策・方針決定の場への参画についておききします≫　

【問11】　次のそれぞれの場で女性の参画が進んでいるかどうかお答えください。
また、「進んでいない」と回答された方は、その主な理由を下記の「理由欄」から
選んで番号を記入してください。（○はそれぞれ１つ、理由もそれぞれ1つ）
 

	
	わからない
	進んでいる
	進んでいない
	進んでいない理由
　　　　（理由欄から）

	（１）政治の場
	１
	２
	３
	

	（２）行　政（審議会や委員会等）
	１
	２
	３
	

	（３）地　域（自治会や町内会）
	１
	２
	３
	

	（４）職　場
	１
	２
	３
	

	（５）学　校（PTA活動や奉仕活動）
	１
	２
	３
	





［理由欄］
	１　男性優位の慣習的な組織運営
　　２　性別による役割分担意識や性差別の意識が強い
　　３　女性自身の積極性が十分でない
　　４　女性の参画を積極的に進めようとしている人が少ない
　　５　女性の能力開発の機会が不十分
　　６　家族の支援・協力が得られない
　　７　わからない
　　８　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　                   ）




≪配偶者や恋人等から受ける、暴力等についておききします≫　

【問12】  あなたはこれまでに配偶者（配偶者と離別または死別された方もお答えください）や恋人等から次のようなことをされたことがありますか。以下のそれぞれについて回答してください。（○はそれぞれ１つ）

	
	何度もあった
	一、二度あった
	まったくない

	（１）　ものを投げつけたり、壊したりする
	１
	２
	３

	（２）　何を言っても無視する
	１
	２
	３

	（３）　大切にしているものを、わざと壊したり捨てたりする
	１
	２
	３

	（４）　暴力を振るう振りをして、おどす
	１
	２
	３

	（５）　包丁などでおどす
	１
	２
	３

	（６）　避妊に協力しない
	１
	２
	３

	（７）　異常な性的行為を強要する
	１
	２
	３

	（８）　見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌を見せる
	１
	２
	３

	（９）　家を空けると不機嫌になる
	１
	２
	３

	（10） 交友関係や携帯電話などを細かく監視する
	１
	２
	３

	（11） 「誰のおかげで食べていかれるのか」とか、
　　　　「かいしょう無し」とか言う
	１
	２
	３

	（12） 大きな声でどなる
	１
	２
	３

	（13） 殴ったり、蹴ったりする
	１
	２
	３

	（14） 子どもに八つ当たりする
	１
	２
	３

	（15） 黙って家を出て行き、連絡してこない
	１
	２
	３




問12－１へ

【問12－1】　問12で、１つでも「何度もあった」「一、二度あった」とお答えの方におき　　　　きします。それらを受けた時、あなたは誰かに打ち明けたり、相談したりしましたか。（○はいくつでも）

	　１　友人知人に相談した
	　２　家族親戚に相談した
	　３　警察、弁護士、家庭裁判所などに相談した
	　４　医師に相談した
	　５　人権擁護委員に相談した
	　６　公的な機関（県、市など）に相談した
	　７　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　             ）
８　どこにも誰にも相談しなかった
　

【問12－2】　問12－1で「８　どこにも誰にも相談しなかった」とお答えの方におききします。その理由は何ですか。（○はいくつでも）

	１　相談するほどのことではなかった
　　２　自分にも悪いところがあった
　　３　自分さえ我慢すれば何とかこのままやっていけると思った
　　４　相談しても無駄だと思った
　　５　恥ずかしくて誰にも言えなかった
　　６　他人を巻き込みたくなかった
　　７　世間体が悪い
　　８　どこ（だれ）に相談したらよいのかわからなかった
　　９　そのことについて思い出したくなかった
　 10  相談したことがわかると仕返しを受けたり、また同じ様な行為を
されると思った
   11  相談担当者の言動により不快な思いをすると思った
　 12　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　               ）




【問13】　あなたは、セクシュアル・ハラスメントを受けたことがありますか。（○はいくつでも）

	　１　自分自身が受けた
　２　身近な女性が受けた
　３　身近な男性が受けた

	　４　特にない




　　【問13－1】　問13で、「１」～「３」の受けたとお答えの方におききします。
		　 　どこで受けましたか。（○はいくつでも）

	１　職　場
　　２　病　院
　　３　ＰＴＡ
　　４　自治会
　　５　地域活動
　　６　家　庭
　　７　学　校
　８　役　所
　９　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　        ）



　　　【問13－2】　問13で、「１」～「3」の受けたとお答えの方におききします。
	　　　　　 　そのことを誰かに打ち明けたり、相談したりしましたか。（○はいくつでも）

	　　１　友人知人に話した
　　２　家族親戚に相談した
　　３　警察、弁護士、家庭裁判所などに相談した
　　４　職場の上司に相談した
　　５　職場の同僚に相談した
　　６　公的な機関（県、市など）に相談した
　　７　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　        ）
　　８　どこにも誰にも相談しなかった



≪今後の取り組みについて≫　

【問14】   男女共同参画社会を実現するために、甲府市はどのようなことに取り組んでいけば
よいとあなたは思いますか。（○は３つまで）
	１　講座や広報などの啓発活動を推進する
　　２　ジェンダーに対する理解を深める
　　３　男女共同参画を推進する団体へ活動支援する
　　４　女性リーダーを養成する
　　５　男性の家事能力を向上させる
　　６　審議会や委員会などに女性の参画を促進させる
　　７　地域団体の長などへ女性を登用する
　　８　学校での男女平等に関する学習を充実する
　　９　性に関する教育と相談事業を充実する
10  配偶者や恋人等から受ける暴力をなくすために支援する
   11  経営者・事業主に対する男女平等について啓発する
　 12　男女が共に働き続けるために保育所などを整備する
   13  男女共同参画センター機能の充実を図る
   14　男女共同参画都市宣言を実施する
　 15  女性議会の開催
   16　市職員に対する男女共同参画に係る研修の充実
   17  その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　）



【問15】　 最後に、あなたが男女共同参画社会について感じられていること、提案したいこと等
がありましたら、次の欄に自由にお書きください。
	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



ご協力ありがとうございました
ものを投げつけたり、壊したりする
女性	何度もあった	一、二度あった	まったくない	6.7857142857142856	16.071428571428573	73.928571428571431	男性	何度もあった	一、二度あった	まったくない	3.1531531531531534	13.513513513513514	77.477477477477478	【図20-1】ＤＶ被害の相談先 （n=275）
男性(n=113)	人権擁護委員に相談した	医師に相談した	その他	警察、弁護士、家庭裁判所などに相談した	公的な機関（県、市など）に相談した	家族親戚に相談した	友人知人に相談した	どこにも誰にも相談しなかった	0	0	0.88495575221238942	0	0	4.4247787610619467	15.929203539823009	67.256637168141594	女性(n=149)	人権擁護委員に相談した	医師に相談した	その他	警察、弁護士、家庭裁判所などに相談した	公的な機関（県、市など）に相談した	家族親戚に相談した	友人知人に相談した	どこにも誰にも相談しなかった	0	0.67114093959731547	1.3422818791946309	2.0134228187919465	3.3557046979865772	27.516778523489933	27.516778523489933	42.281879194630875	全体(n=275)	人権擁護委員に相談した	医師に相談した	その他	警察、弁護士、家庭裁判所などに相談した	公的な機関（県、市など）に相談した	家族親戚に相談した	友人知人に相談した	どこにも誰にも相談しなかった	0	0.36363636363636365	1.0909090909090908	1.4545454545454546	1.8181818181818181	18.181818181818183	22.90909090909091	51.272727272727273	【図20-2】年代別：ＤＶ被害の相談先≪上位３項目≫  （n=275）
どこにも誰にも相談しなかった	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	41.666666666666664	47.5	55.555555555555557	56	52.631578947368418	57.142857142857146	友人知人に相談した	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	45.833333333333336	30	25	30	17.543859649122808	3.5714285714285716	家族親戚に相談した	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	20.833333333333332	22.5	27.777777777777779	18	12.280701754385966	12.5	【図21-1】ＤＶ被害を相談しなかった理由 （n=141）
男性(n=76)	相談したことがわかると仕返しを受けたり、また同じような行為をされると思った	相談担当者の言動により不快な思いをすると思った	どこ（誰）に相談したらよいのかわからなかった	その他	世間体が悪い	そのことについて思い出したくなかった	他人を巻き込みたくなかった	恥ずかしくて誰にも言えなかった	相談しても無駄だと思った	自分さえ我慢すれば何とかこのままやっていけると思った	自分にも悪いところがあった	相談するほどのことではなかった	1.3157894736842106	2.6315789473684212	3.9473684210526314	0	5.2631578947368425	5.2631578947368425	9.2105263157894743	10.526315789473685	11.842105263157896	21.05263157894737	52.631578947368418	77.631578947368425	女性(n=63)	相談したことがわかると仕返しを受けたり、また同じような行為をされると思った	相談担当者の言動により不快な思いをすると思った	どこ（誰）に相談したらよいのかわからなかった	その他	世間体が悪い	そのことについて思い出したくなかった	他人を巻き込みたくなかった	恥ずかしくて誰にも言えなかった	相談しても無駄だと思った	自分さえ我慢すれば何とかこのままやっていけると思った	自分にも悪いところがあった	相談するほどのことではなかった	3.1746031746031744	3.1746031746031744	3.1746031746031744	9.5238095238095237	4.7619047619047619	9.5238095238095237	6.3492063492063489	6.3492063492063489	19.047619047619047	33.333333333333336	31.746031746031747	58.730158730158728	全体(n=141)	相談したことがわかると仕返しを受けたり、また同じような行為をされると思った	相談担当者の言動により不快な思いをすると思った	どこ（誰）に相談したらよいのかわからなかった	その他	世間体が悪い	そのことについて思い出したくなかった	他人を巻き込みたくなかった	恥ずかしくて誰にも言えなかった	相談しても無駄だと思った	自分さえ我慢すれば何とかこのままやっていけると思った	自分にも悪いところがあった	相談するほどのことではなかった	2.1276595744680851	2.8368794326241136	3.5460992907801416	4.2553191489361701	4.9645390070921982	7.0921985815602833	7.8014184397163122	8.5106382978723403	14.893617021276595	26.24113475177305	43.971631205673759	69.503546099290787	【図21-2】年代別：ＤＶ被害を相談しなかった理由≪上位４項目≫ （n=141）
相談するほどのことではなかった	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	50	57.89473684210526	80	67.857142857142861	66.666666666666671	78.125	自分にも悪いところがあった	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	30	47.368421052631582	20	46.428571428571431	53.333333333333336	46.875	自分さえ我慢すれば何とかこのままやっていけると思った	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	40	36.842105263157897	15	25	30	21.875	相談しても無駄だと思った	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	40	10.526315789473685	10	14.285714285714286	13.333333333333334	15.625	【図22-1】セクシュアル・ハラスメントの被害実態について （n=529）
自分自身が受けた	男性(n=222)	女性(n=280)	全体(n=529)	2.7027027027027026	18.571428571428573	11.342155009451796	身近な女性が受けた	男性(n=222)	女性(n=280)	全体(n=529)	4.0540540540540544	9.2857142857142865	6.8052930056710776	身近な男性が受けた	男性(n=222)	女性(n=280)	全体(n=529)	0.45045045045045046	0.7142857142857143	0.75614366729678639	【図22-2】年代別：セクシュアル・ハラスメントの被害実態について （n=529）
自分自身が受けた	
70歳以上(n=94)	60歳代(n=115)	50歳代(n=93)	40歳代(n=71)	30歳代(n=74)	20歳代(n=57)	1.0638297872340425	5.2173913043478262	18.27956989247312	18.309859154929576	13.513513513513514	19.298245614035089	身近な女性が受けた	70歳以上(n=94)	60歳代(n=115)	50歳代(n=93)	40歳代(n=71)	30歳代(n=74)	20歳代(n=57)	1.0638297872340425	4.3478260869565215	5.376344086021505	11.267605633802816	10.810810810810811	14.035087719298245	身近な男性が受けた	70歳以上(n=94)	60歳代(n=115)	50歳代(n=93)	40歳代(n=71)	30歳代(n=74)	20歳代(n=57)	0	0.86956521739130432	0	1.408450704225352	0	1.7543859649122806	【図23-1】セクシュアル・ハラスメントの被害場所について （n=89）
男性(n=16)	役所	地域活動	自治会	PTA	病院	その他	家庭	学校	職場	0	6.25	0	0	18.75	12.5	18.75	12.5	75	女性(n=69)	役所	地域活動	自治会	PTA	病院	その他	家庭	学校	職場	0	0	2.8985507246376812	4.3478260869565215	1.4492753623188406	4.3478260869565215	7.2463768115942031	17.391304347826086	82.608695652173907	全体(n=89)	役所	地域活動	自治会	PTA	病院	その他	家庭	学校	職場	0	1.1235955056179776	2.2471910112359552	3.3707865168539324	4.4943820224719104	5.617977528089888	8.9887640449438209	15.730337078651685	82.022471910112358	【図23-2】年代別：セクシュアル・ハラスメントの被害場所について≪上位３項目≫ （n=89）
職場	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	76.470588235294116	93.75	88.888888888888886	76.19047619047619	72.727272727272734	50	学校	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	41.176470588235297	12.5	16.666666666666668	4.7619047619047619	9.0909090909090917	0	家庭	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	0	5.5555555555555554	9.5238095238095237	36.363636363636367	50	【図24-1】セクシュアル・ハラスメント被害の相談先について （n=89）
男性(n=16)	公的な機関（県、市など）に相談した	その他	警察、弁護士、家庭裁判所などに相談した	家族親戚に相談した	職場の同僚に相談した	職場の上司に相談した	友人知人に相談した	どこにも誰にも相談しなかった	6.25	6.25	12.5	18.75	18.75	25	18.75	43.75	女性(n=69)	公的な機関（県、市など）に相談した	その他	警察、弁護士、家庭裁判所などに相談した	家族親戚に相談した	職場の同僚に相談した	職場の上司に相談した	友人知人に相談した	どこにも誰にも相談しなかった	1.4492753623188406	2.8985507246376812	2.8985507246376812	8.695652173913043	15.942028985507246	24.637681159420289	36.231884057971016	31.884057971014492	全体(n=89)	公的な機関（県、市など）に相談した	その他	警察、弁護士、家庭裁判所などに相談した	家族親戚に相談した	職場の同僚に相談した	職場の上司に相談した	友人知人に相談した	どこにも誰にも相談しなかった	2.2471910112359552	3.3707865168539324	4.4943820224719104	10.112359550561798	15.730337078651685	25.842696629213481	32.584269662921351	33.707865168539328	【図24-2】セクシュアル・ハラスメント被害の相談先について≪H17年度調査≫ （n=76）
男性(n=20)	警察、弁護士、家庭裁判所などに相談した	公的な機関（県、市など）に相談した	職場の上司に相談した	家族親戚に相談した	職場の同僚に相談した	友人知人に相談した	どこにも誰にも相談しなかった	0	10	25	5	30	10	30	女性(n=56)	警察、弁護士、家庭裁判所などに相談した	公的な機関（県、市など）に相談した	職場の上司に相談した	家族親戚に相談した	職場の同僚に相談した	友人知人に相談した	どこにも誰にも相談しなかった	3.6	0	16.100000000000001	32.200000000000003	25	32.1	30.4	全体(n=76)	警察、弁護士、家庭裁判所などに相談した	公的な機関（県、市など）に相談した	職場の上司に相談した	家族親戚に相談した	職場の同僚に相談した	友人知人に相談した	どこにも誰にも相談しなかった	2.6	2.6	18.399999999999999	25	26.3	26.3	30.33	【図24-3】年代別：セクシュアル・ハラスメント被害の相談先について≪上位４項目≫  （n=89）
どこにも誰にも相談しなかった	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	17.647058823529413	31.25	33.333333333333336	57.142857142857146	27.272727272727273	0	友人知人に相談した	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	41.176470588235297	25	38.888888888888886	33.333333333333336	27.272727272727273	0	職場の上司に相談した	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	41.176470588235297	18.75	22.222222222222221	14.285714285714286	27.272727272727273	50	職場の同僚に相談した	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	17.647058823529413	31.25	16.666666666666668	9.5238095238095237	0	50	【図25-1】男女共同参画社会の実現のために甲府市に求めること （n=529）
男性(n=222)	その他	女性議会の開催	男女共同参画都市宣言を実施する	性に関する教育と相談事業を充実する	市職員に対する男女共同参画に係る研修の充実	男女共同参画センター機能の充実を図る	ジェンダーに対する理解を深める	配偶者や恋人等から受ける暴力をなくすために支援する	男女共同参画を推進する団体へ活動支援する	地域団体の長などへ女性を登用する	審議会や委員会などに女性の参画を促進させる	男性の家事能力を向上させる	経営者・事業主に対し男女平等について啓発する	女性リーダーを養成する	学校での男女平等に関する学習を充実する	講座や広報などの啓発活動を推進する	男女が共に働き続けるために保育所などを整備する	3.1531531531531534	3.1531531531531534	2.7027027027027026	2.2522522522522523	8.1081081081081088	3.1531531531531534	9.9099099099099099	7.2072072072072073	9.0090090090090094	12.612612612612613	14.414414414414415	17.567567567567568	18.468468468468469	17.117117117117118	29.27927927927928	37.387387387387385	33.333333333333336	女性(n=280)	その他	女性議会の開催	男女共同参画都市宣言を実施する	性に関する教育と相談事業を充実する	市職員に対する男女共同参画に係る研修の充実	男女共同参画センター機能の充実を図る	ジェンダーに対する理解を深める	配偶者や恋人等から受ける暴力をなくすために支援する	男女共同参画を推進する団体へ活動支援する	地域団体の長などへ女性を登用する	審議会や委員会などに女性の参画を促進させる	男性の家事能力を向上させる	経営者・事業主に対し男女平等について啓発する	女性リーダーを養成する	学校での男女平等に関する学習を充実する	講座や広報などの啓発活動を推進する	男女が共に働き続けるために保育所などを整備する	1.4285714285714286	2.8571428571428572	3.2142857142857144	5.3571428571428568	2.8571428571428572	8.9285714285714288	8.5714285714285712	9.6428571428571423	10.714285714285714	11.428571428571429	12.142857142857142	16.428571428571427	16.785714285714285	18.928571428571427	25	33.928571428571431	40.714285714285715	全体(n=529)	その他	女性議会の開催	男女共同参画都市宣言を実施する	性に関する教育と相談事業を充実する	市職員に対する男女共同参画に係る研修の充実	男女共同参画センター機能の充実を図る	ジェンダーに対する理解を深める	配偶者や恋人等から受ける暴力をなくすために支援する	男女共同参画を推進する団体へ活動支援する	地域団体の長などへ女性を登用する	審議会や委員会などに女性の参画を促進させる	男性の家事能力を向上させる	経営者・事業主に対し男女平等について啓発する	女性リーダーを養成する	学校での男女平等に関する学習を充実する	講座や広報などの啓発活動を推進する	男女が共に働き続けるために保育所などを整備する	2.0793950850661624	2.8355387523629489	3.0245746691871456	4.1587901701323249	5.103969754253308	6.616257088846881	8.8846880907372405	9.0737240075614363	9.640831758034027	11.909262759924385	12.854442344045369	17.20226843100189	17.580340264650285	18.525519848771268	26.086956521739129	34.971644612476368	37.240075614366731	【図25-2】男女共同参画社会の実現のために甲府市に求めること≪H17年度調査≫ （n=581）
男性(n=266)	性に関する教育と相談事業を充実する	配偶者や恋人等から受ける暴力をなくすために支援する	ジェンダーに対する理解を深める	地域団体の長などへ女性を登用する	審議会や委員会などに女性の参画を促進させる	男女共同参画を推進する団体へ活動支援する	女性リーダーを養成する	地域活動への積極参加を促進する	男性の家事能力を向上させる	経営者・事業主に対し男女平等について啓発する	学校での男女平等に関する学習を充実する	男女が共に働き続けるために保育所などを整備する	講座や広報などの啓発活動を推進する	4.0999999999999996	4.5	7.9	13.9	13.2	15.4	15	16.2	12	14.7	21.8	30.8	34.6	女性(n=315)	性に関する教育と相談事業を充実する	配偶者や恋人等から受ける暴力をなくすために支援する	ジェンダーに対する理解を深める	地域団体の長などへ女性を登用する	審議会や委員会などに女性の参画を促進させる	男女共同参画を推進する団体へ活動支援する	女性リーダーを養成する	地域活動への積極参加を促進する	男性の家事能力を向上させる	経営者・事業主に対し男女平等について啓発する	学校での男女平等に関する学習を充実する	男女が共に働き続けるために保育所などを整備する	講座や広報などの啓発活動を推進する	4.0999999999999996	5.7	9.1999999999999993	6.7	13.3	12.4	14	14	21.6	19.399999999999999	16.8	37.1	34.299999999999997	全体(n=581)	性に関する教育と相談事業を充実する	配偶者や恋人等から受ける暴力をなくすために支援する	ジェンダーに対する理解を深める	地域団体の長などへ女性を登用する	審議会や委員会などに女性の参画を促進させる	男女共同参画を推進する団体へ活動支援する	女性リーダーを養成する	地域活動への積極参加を促進する	男性の家事能力を向上させる	経営者・事業主に対し男女平等について啓発する	学校での男女平等に関する学習を充実する	男女が共に働き続けるために保育所などを整備する	講座や広報などの啓発活動を推進する	4.0999999999999996	5.2	8.6	10	13.3	13.8	14.5	15	17.2	17.2	19.100000000000001	34.299999999999997	34.4	【図25-3】年代別：男女共同参画社会の実現のために甲府市に求めること
≪上位４項目≫ （n=529）
男女が共に働き続けるために保育所などを整備する	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	42.10526315789474	43.243243243243242	36.619718309859152	43.01075268817204	27.826086956521738	36.170212765957444	講座や広報などの啓発活動を推進する	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	24.561403508771932	24.324324324324323	25.35211267605634	40.86021505376344	45.217391304347828	40.425531914893618	学校での男女平等に関する学習を充実する	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	29.82456140350877	21.621621621621621	30.985915492957748	32.258064516129032	27.826086956521738	19.148936170212767	女性リーダーを養成する	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	22.807017543859651	25.675675675675677	21.12676056338028	12.903225806451612	14.782608695652174	15.957446808510639	性別　（n=529）

女性	男性	無回答	280	222	27	女性	男性	無回答	52.930056710774998	41.965973534971646	5.103969754253308	年代　（n=529）
20歳代	男性	女性	全体	9.0090090090090094	13.214285714285714	10.775047258979207	30歳代	男性	女性	全体	15.315315315315315	14.285714285714286	13.988657844990549	40歳代	男性	女性	全体	11.261261261261261	16.428571428571427	13.421550094517958	50歳代	男性	女性	全体	20.72072072072072	16.785714285714285	17.580340264650285	60歳代	男性	女性	全体	24.774774774774773	21.071428571428573	21.739130434782609	70歳以上	男性	女性	全体	18.918918918918919	18.214285714285715	17.769376181474481	無回答	男性	女性	全体	0	0	4.7258979206049148	職業 （n=529）
農林水産業	1.3232514177693762	自営業	9.640831758034027	会社員	21.172022684310019	公務員	5.6710775047258979	教員	1.7013232514177694	学生	2.4574669187145557	パートタイム・アルバイト・契約社員	13.232514177693762	無職	35.538752362948962	その他	3.9697542533081287	無回答	5.2930056710775046	
女性 （n=280）
農林水産業	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	5.882352941176471	1.6949152542372881	0	0	0	0	1.4285714285714286	自営業	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	11.764705882352942	15.254237288135593	4.2553191489361701	0	2.5	2.7027027027027026	6.7857142857142856	会社員	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	0	5.0847457627118642	8.5106382978723403	17.391304347826086	37.5	24.324324324324323	13.928571428571429	公務員	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	0	0	4.2553191489361701	0	5	8.1081081081081088	2.5	教員	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	0	0	6.3829787234042552	2.1739130434782608	0	2.7027027027027026	1.7857142857142858	学生	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	0	0	0	0	0	24.324324324324323	3.2142857142857144	パートタイム・アルバイト・契約社員	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	1.9607843137254901	1.6949152542372881	38.297872340425535	41.304347826086953	27.5	13.513513513513514	19.642857142857142	無職	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	76.470588235294116	69.491525423728817	29.787234042553191	32.608695652173914	27.5	21.621621621621621	45.714285714285715	その他	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	3.9215686274509802	5.0847457627118642	6.3829787234042552	6.5217391304347823	0	2.7027027027027026	4.2857142857142856	無回答	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	0	1.6949152542372881	2.1276595744680851	0	0	0	0.7142857142857143	男性 （n=222）
農林水産業	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	2.3809523809523809	1.8181818181818181	0	0	2.9411764705882355	0	1.3513513513513513	自営業	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	11.904761904761905	23.636363636363637	17.391304347826086	4	11.764705882352942	5	14.414414414414415	会社員	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	7.1428571428571432	16.363636363636363	47.826086956521742	60	50	35	32.882882882882882	公務員	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	0	3.6363636363636362	26.086956521739129	12	11.764705882352942	10	10.36036036036036	教員	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	2.3809523809523809	0	0	8	2.9411764705882355	0	1.8018018018018018	学生	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	0	0	0	0	0	20	1.8018018018018018	パートタイム・アルバイト・契約社員	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	4.7619047619047619	12.727272727272727	2.1739130434782608	0	2.9411764705882355	15	6.3063063063063067	無職	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	66.666666666666671	36.363636363636367	6.5217391304347823	8	14.705882352941176	5	26.576576576576578	その他	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	2.3809523809523809	5.4545454545454541	0	8	2.9411764705882355	10	4.0540540540540544	無回答	70歳以上	60歳代	50歳代	40歳代	30歳代	20歳代	全体	2.3809523809523809	0	0	0	0	0	0.45045045045045046	【図1-1】男女共同参画に関する用語の認知 （n=529）
内容を知っている	
甲府市男女共同参画推進条例	ポジティブ・アクション（積極的改善措置）	男女共同参画社会基本法	女性差別撤廃条約	ワーク・ライフ・バランス	男女共同参画社会	ジェンダー（社会的性差）	男女雇用機会均等法	セクシュアル・ハラスメント	6.0491493383742911	7.9395085066162574	13.232514177693762	20.793950850661627	25.141776937618147	26.465028355387524	28.544423440453688	54.820415879017013	80.529300567107754	聞いたことはあるが、内容は知らない	甲府市男女共同参画推進条例	ポジティブ・アクション（積極的改善措置）	男女共同参画社会基本法	女性差別撤廃条約	ワーク・ライフ・バランス	男女共同参画社会	ジェンダー（社会的性差）	男女雇用機会均等法	セクシュアル・ハラスメント	34.026465028355389	22.873345935727787	42.344045368620037	42.344045368620037	27.032136105860115	49.149338374291112	25.519848771266542	34.404536862003781	11.909262759924385	知らない	甲府市男女共同参画推進条例	ポジティブ・アクション（積極的改善措置）	男女共同参画社会基本法	女性差別撤廃条約	ワーク・ライフ・バランス	男女共同参画社会	ジェンダー（社会的性差）	男女雇用機会均等法	セクシュアル・ハラスメント	58.034026465028354	67.485822306238191	42.722117202268429	34.971644612476368	45.179584120982987	23.81852551984877	43.85633270321361	9.0737240075614363	6.2381852551984878	無回答	甲府市男女共同参画推進条例	ポジティブ・アクション（積極的改善措置）	男女共同参画社会基本法	女性差別撤廃条約	ワーク・ライフ・バランス	男女共同参画社会	ジェンダー（社会的性差）	男女雇用機会均等法	セクシュアル・ハラスメント	1.890359168241966	1.7013232514177694	1.7013232514177694	1.890359168241966	2.6465028355387523	0.56710775047258977	2.0793950850661624	1.7013232514177694	1.3232514177693762	
【図1-2】男女共同参画に関する用語の認知≪H17年度調査≫ （n=581）
内容を知っている	

甲府市男女共同参画推進条例	ポジティブ・アクション	性別役割分担	ジェンダー	男女共同参画社会	男女雇用機会均等法	ドメスティック・バイオレンス	セクシュアル・ハラスメント	5.7	10	17	19.100000000000001	25.6	57.1	67.099999999999994	78.3	聞いたことはあるが、内容は知らない	甲府市男女共同参画推進条例	ポジティブ・アクション	性別役割分担	ジェンダー	男女共同参画社会	男女雇用機会均等法	ドメスティック・バイオレンス	セクシュアル・ハラスメント	29.8	26.3	28.9	16.5	44.2	27.9	15	9.6	知らない	甲府市男女共同参画推進条例	ポジティブ・アクション	性別役割分担	ジェンダー	男女共同参画社会	男女雇用機会均等法	ドメスティック・バイオレンス	セクシュアル・ハラスメント	58.2	56.5	46.8	57.3	25.8	8.8000000000000007	12.4	6.5	無回答	甲府市男女共同参画推進条例	ポジティブ・アクション	性別役割分担	ジェンダー	男女共同参画社会	男女雇用機会均等法	ドメスティック・バイオレンス	セクシュアル・ハラスメント	6.4	7.2	7.2	7.1	4.3	6.2	5.5	5.5	【図1-3】年代別：男女共同参画に関する用語の「内容を知っている」割合 （n=529）
セクシュアル・ハラスメント	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	91.228070175438603	91.891891891891888	85.91549295774648	89.247311827956992	74.782608695652172	63.829787234042556	男女雇用機会均等法	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	56.140350877192979	55.405405405405403	56.338028169014088	62.365591397849464	56.521739130434781	47.872340425531917	ジェンダー（社会的性差）	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	42.10526315789474	35.135135135135137	21.12676056338028	35.483870967741936	25.217391304347824	21.276595744680851	男女共同参画社会	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	29.82456140350877	18.918918918918919	16.901408450704224	30.107526881720432	32.173913043478258	31.914893617021278	ワーク・ライフ・バランス	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	24.561403508771932	31.081081081081081	32.394366197183096	30.107526881720432	25.217391304347824	13.829787234042554	女性差別撤廃条約	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	22.807017543859651	14.864864864864865	15.492957746478874	18.27956989247312	25.217391304347824	27.659574468085108	男女共同参画社会基本法	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	26.315789473684209	8.1081081081081088	9.8591549295774641	10.75268817204301	16.521739130434781	12.76595744680851	ポジティブ・アクション（積極的改善措置）	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	5.2631578947368425	8.1081081081081088	5.6338028169014081	8.6021505376344081	9.5652173913043477	9.5744680851063837	甲府市男女共同参画推進条例	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	1.7543859649122806	1.3513513513513513	2.816901408450704	7.5268817204301079	10.434782608695652	8.5106382978723403	【図1-4】職業別：男女共同参画に関する用語の「内容を知っている」割合（n=529）
セクシュアル・ハラスメント	農林水産業	自営業	会社員	公務員	教員	学生	パートタイム・アルバイト・契約社員	無職	その他	71.428571428571431	78.431372549019613	90.178571428571431	96.666666666666671	100	92.307692307692307	87.142857142857139	70.744680851063833	85.714285714285708	男女雇用機会均等法	農林水産業	自営業	会社員	公務員	教員	学生	パートタイム・アルバイト・契約社員	無職	その他	28.571428571428573	47.058823529411768	62.5	83.333333333333329	100	76.92307692307692	52.857142857142854	50	42.857142857142854	ジェンダー（社会的性差）	農林水産業	自営業	会社員	公務員	教員	学生	パートタイム・アルバイト・契約社員	無職	その他	0	17.647058823529413	24.107142857142858	63.333333333333336	88.888888888888886	61.53846153846154	30	25.531914893617021	33.333333333333336	男女共同参画社会	農林水産業	自営業	会社員	公務員	教員	学生	パートタイム・アルバイト・契約社員	無職	その他	14.285714285714286	31.372549019607842	19.642857142857142	46.666666666666664	66.666666666666671	61.53846153846154	18.571428571428573	27.127659574468087	28.571428571428573	ワーク・ライフ・バランス	農林水産業	自営業	会社員	公務員	教員	学生	パートタイム・アルバイト・契約社員	無職	その他	0	17.647058823529413	33.928571428571431	46.666666666666664	66.666666666666671	38.46153846153846	21.428571428571427	19.680851063829788	28.571428571428573	女性差別撤廃条約	農林水産業	自営業	会社員	公務員	教員	学生	パートタイム・アルバイト・契約社員	無職	その他	0	23.529411764705884	14.285714285714286	33.333333333333336	55.555555555555557	61.53846153846154	14.285714285714286	21.808510638297872	23.80952380952381	男女共同参画社会基本法	農林水産業	自営業	会社員	公務員	教員	学生	パートタイム・アルバイト・契約社員	無職	その他	0	15.686274509803921	8.9285714285714288	30	33.333333333333336	61.53846153846154	5.7142857142857144	13.829787234042554	4.7619047619047619	ポジティブ・アクション（積極的改善措置）	農林水産業	自営業	会社員	公務員	教員	学生	パートタイム・アルバイト・契約社員	無職	その他	14.285714285714286	5.882352941176471	7.1428571428571432	13.333333333333334	11.111111111111111	15.384615384615385	8.5714285714285712	6.3829787234042552	19.047619047619047	甲府市男女共同参画推進条例	農林水産業	自営業	会社員	公務員	教員	学生	パートタイム・アルバイト・契約社員	無職	その他	0	1.9607843137254901	2.6785714285714284	13.333333333333334	22.222222222222221	7.6923076923076925	4.2857142857142856	7.9787234042553195	9.5238095238095237	【図2-1】甲府市の男女共同参画推進に関する活動や施策の認知度 （n=529）
男性(n=222）	第2次こうふ男女共同参画プランの数値目標	甲府市男女共同参画「響き塾」	甲府市男女共同参画推進委員会	パンフレットを見たことがある（トワエモア、ふぇあねす）	甲府市男女共同参画フォーラムの開催	甲府市男女共同参画センター	甲府市女性総合相談室	3.1531531531531534	2.2522522522522523	13.513513513513514	16.216216216216218	13.063063063063064	16.666666666666668	10.810810810810811	女性(n=280）	第2次こうふ男女共同参画プランの数値目標	甲府市男女共同参画「響き塾」	甲府市男女共同参画推進委員会	パンフレットを見たことがある（トワエモア、ふぇあねす）	甲府市男女共同参画フォーラムの開催	甲府市男女共同参画センター	甲府市女性総合相談室	2.8571428571428572	8.2142857142857135	16.428571428571427	17.5	19.642857142857142	22.142857142857142	28.571428571428573	全体(n=529)	第2次こうふ男女共同参画プランの数値目標	甲府市男女共同参画「響き塾」	甲府市男女共同参画推進委員会	パンフレットを見たことがある（トワエモア、ふぇあねす）	甲府市男女共同参画フォーラムの開催	甲府市男女共同参画センター	甲府市女性総合相談室	2.8355387523629489	5.2930056710775046	14.555765595463138	16.6351606805293	16.6351606805293	19.47069943289225	20.415879017013232	【図2-2】年代別：甲府市の男女共同参画推進に関する活動や施策の認知度　（n=529）
甲府市女性総合相談室	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	10.526315789473685	12.162162162162161	25.35211267605634	19.35483870967742	23.478260869565219	27.659574468085108	甲府市男女共同参画センター	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	5.2631578947368425	10.810810810810811	15.492957746478874	29.032258064516128	23.478260869565219	24.468085106382979	甲府市男女共同参画フォーラムの開催	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	1.7543859649122806	10.810810810810811	11.267605633802816	18.27956989247312	24.347826086956523	24.468085106382979	パンフレットを見たことがある（トワエモア、ふぇあねす）	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	3.5087719298245612	4.0540540540540544	12.67605633802817	13.978494623655914	26.956521739130434	28.723404255319149	甲府市男女共同参画推進委員会	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	5.2631578947368425	6.756756756756757	8.4507042253521121	13.978494623655914	21.739130434782609	25.531914893617021	甲府市男女共同参画「響き塾」	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	1.3513513513513513	5.6338028169014081	6.4516129032258061	7.8260869565217392	8.5106382978723403	第2次こうふ男女共同参画プランの数値目標	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	1.7543859649122806	0	0	2.150537634408602	4.3478260869565215	7.4468085106382977	【図3-1】各分野における男女の地位の平等感 （n=529）
男性が優遇されている	
学校内	法律や制度上	家庭内	地域内	職場内	政治の場	2.2684310018903591	11.1531190926276	10.207939508506616	12.854442344045369	17.769376181474481	31.379962192816635	どちらかというと男性が優遇されている	学校内	法律や制度上	家庭内	地域内	職場内	政治の場	9.640831758034027	30.245746691871457	38.18525519848771	36.483931947069941	37.051039697542535	37.051039697542535	男女平等になっている	学校内	法律や制度上	家庭内	地域内	職場内	政治の場	46.124763705103973	30.434782608695652	31.56899810964083	23.81852551984877	20.604914933837428	11.342155009451796	どちらかというと女性が優遇されている	学校内	法律や制度上	家庭内	地域内	職場内	政治の場	3.0245746691871456	5.4820415879017013	7.3724007561436675	3.9697542533081287	3.9697542533081287	1.5122873345935728	女性が優遇されている	学校内	法律や制度上	家庭内	地域内	職場内	政治の場	0.75614366729678639	2.0793950850661624	2.8355387523629489	1.3232514177693762	0.94517958412098302	0.3780718336483932	わからない	学校内	法律や制度上	家庭内	地域内	職場内	政治の場	26.843100189035916	16.257088846880908	6.0491493383742911	16.446124763705104	12.854442344045369	13.799621928166351	無回答	学校内	法律や制度上	家庭内	地域内	職場内	政治の場	11.342155009451796	4.3478260869565215	3.7807183364839321	5.103969754253308	6.8052930056710776	4.5368620037807181	【図3-2】各分野における男女の地位の平等感≪H17年度調査≫ （n=581）
男性が優遇されている	
学校内	法律や制度上	地域内	家庭内	職場内	政治の場	4.0999999999999996	12	13.6	18.100000000000001	19.100000000000001	26.2	どちらかというと男性が優遇されている	学校内	法律や制度上	地域内	家庭内	職場内	政治の場	12.9	30.3	35.5	38.700000000000003	38.6	35.799999999999997	男女平等になっている	学校内	法律や制度上	地域内	家庭内	職場内	政治の場	38.6	27.4	24.3	28.9	17.899999999999999	15.5	どちらかというと女性が優遇されている	学校内	法律や制度上	地域内	家庭内	職場内	政治の場	1.5	2.6	2.2000000000000002	4.0999999999999996	2.1	1.2	女性が優遇されている	学校内	法律や制度上	地域内	家庭内	職場内	政治の場	0.9	1.4	0.9	1.5	1.7	1.2	わからない	学校内	法律や制度上	地域内	家庭内	職場内	政治の場	32	20.7	17.600000000000001	6.5	13.6	14.1	無回答	学校内	法律や制度上	地域内	家庭内	職場内	政治の場	10	5.7	6	2.1	7.1	6	政治の場
女性	男性優遇	男女平等	女性優遇	73.928571428571431	9.2857142857142865	0.7142857142857143	男性	男性優遇	男女平等	女性優遇	63.063063063063069	13.963963963963964	3.1531531531531529	職場
女性	男性優遇	男女平等	女性優遇	60.714285714285708	16.071428571428573	2.1428571428571428	男性	男性優遇	男女平等	女性優遇	48.648648648648646	25.675675675675677	8.5585585585585591	地域内
女性	男性優遇	男女平等	女性優遇	58.214285714285708	17.142857142857142	4.6428571428571423	男性	男性優遇	男女平等	女性優遇	39.63963963963964	31.981981981981981	6.756756756756757	家庭
女性	男性優遇	男女平等	女性優遇	58.214285714285715	25	9.6428571428571423	男性	男性優遇	男女平等	女性優遇	37.837837837837839	40.54054054054054	11.261261261261261	法律や制度上
女性	男性優遇	男女平等	女性優遇	48.571428571428569	24.642857142857142	5.3571428571428568	男性	男性優遇	男女平等	女性優遇	32.882882882882882	38.288288288288285	9.9099099099099099	学校内
女性	男性優遇	男女平等	女性優遇	16.428571428571427	46.428571428571431	1.7857142857142858	男性	男性優遇	男女平等	女性優遇	7.2072072072072064	46.396396396396398	6.7567567567567561	【図4-1】 「男は仕事、女は家庭」という考え方について （n=529）
そうは思わない	男性	女性	全体	48.198198198198199	48.214285714285715	47.826086956521742	どちらともいえない	男性	女性	全体	42.792792792792795	47.5	44.6124763705104	もっともだと思う	男性	女性	全体	6.756756756756757	3.9285714285714284	5.4820415879017013	無回答	男性	女性	全体	2.2522522522522523	0.35714285714285715	2.0793950850661624	【図4-2】 「男は仕事、女は家庭」という考え方について≪H17年度調査≫ （n=581）
そうは思わない	男性	女性	全体	38.299999999999997	43.8	41.3	どちらともいえない	男性	女性	全体	47.7	47	47.3	もっともだと思う	男性	女性	全体	13.9	7.3	10.3	無回答	男性	女性	全体	0	1.9	1	女性 （n=280）
そうは思わない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	43.243243243243242	52.5	54.347826086956523	57.446808510638299	47.457627118644069	35.294117647058826	どちらともいえない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	54.054054054054056	45	43.478260869565219	42.553191489361701	45.762711864406782	54.901960784313722	もっともだと思う	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	2.7027027027027026	2.5	2.1739130434782608	0	6.7796610169491522	7.8431372549019605	
男性 （n=222）
そうは思わない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	85	35.294117647058826	52	45.652173913043477	49.090909090909093	40.476190476190474	どちらともいえない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	15	52.941176470588232	44	50	38.18181818181818	45.238095238095241	もっともだと思う	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	8.8235294117647065	4	2.1739130434782608	9.0909090909090917	11.904761904761905	
女性（ｎ=315)
そうは思わない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	62.1	51.1	50	47.9	30.5	30.2	どちらともいえない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	37.9	46.8	48.1	42.5	55.9	47.2	もっともだと思う	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	2.1	0	5.5	10.199999999999999	22.6	
男性（n=266）
そうは思わない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	45	39.299999999999997	33.299999999999997	48.9	41.7	28.1	どちらともいえない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	35	50	55.6	38.299999999999997	48.3	50.9	もっともだと思う	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	20	10.7	11.1	12.8	10	21.1	
【図5-1】家庭内での家事や世話の負担実態 （n=529）
母・妻がする	高価な商品購入の決定	子どもの教育・就職	自治会活動等の地域活動	家族の介護	資産の管理	子どもの世話	PTA等学校行事への参加	日常の買い物	掃除	食事の後片付け	洗濯	食事の支度	8.8846880907372405	10.01890359168242	13.232514177693762	17.013232514177695	24.763705103969755	25.708884688090738	30.812854442344044	45.746691871455575	46.124763705103973	50.094517958412098	63.137996219281661	66.162570888468807	夫婦でする	高価な商品購入の決定	子どもの教育・就職	自治会活動等の地域活動	家族の介護	資産の管理	子どもの世話	PTA等学校行事への参加	日常の買い物	掃除	食事の後片付け	洗濯	食事の支度	47.069943289224952	34.215500945179585	30.056710775047257	13.610586011342155	32.32514177693762	24.763705103969755	11.1531190926276	24.38563327032136	25.519848771266542	19.092627599243855	12.287334593572778	11.1531190926276	父・夫がする	高価な商品購入の決定	子どもの教育・就職	自治会活動等の地域活動	家族の介護	資産の管理	子どもの世話	PTA等学校行事への参加	日常の買い物	掃除	食事の後片付け	洗濯	食事の支度	15.689981096408317	1.7013232514177694	26.275992438563328	0.3780718336483932	19.092627599243855	0.56710775047258977	1.890359168241966	3.4026465028355388	3.4026465028355388	3.7807183364839321	3.2136105860113422	1.1342155009451795	子ども（娘の夫・息子の妻を含む）がする	高価な商品購入の決定	子どもの教育・就職	自治会活動等の地域活動	家族の介護	資産の管理	子どもの世話	PTA等学校行事への参加	日常の買い物	掃除	食事の後片付け	洗濯	食事の支度	1.1342155009451795	2.8355387523629489	0.56710775047258977	0.75614366729678639	0.94517958412098302	0.75614366729678639	0.56710775047258977	1.3232514177693762	0.75614366729678639	1.1342155009451795	0.56710775047258977	0.75614366729678639	家族全員でする	高価な商品購入の決定	子どもの教育・就職	自治会活動等の地域活動	家族の介護	資産の管理	子どもの世話	PTA等学校行事への参加	日常の買い物	掃除	食事の後片付け	洗濯	食事の支度	6.9943289224952743	2.2684310018903591	1.890359168241966	3.0245746691871456	2.0793950850661624	1.7013232514177694	0	8.128544423440454	5.6710775047258979	7.5614366729678641	3.2136105860113422	3.5916824196597354	その他	高価な商品購入の決定	子どもの教育・就職	自治会活動等の地域活動	家族の介護	資産の管理	子どもの世話	PTA等学校行事への参加	日常の買い物	掃除	食事の後片付け	洗濯	食事の支度	2.0793950850661624	2.0793950850661624	1.890359168241966	0.94517958412098302	2.0793950850661624	1.7013232514177694	1.3232514177693762	1.7013232514177694	2.0793950850661624	2.4574669187145557	2.0793950850661624	1.890359168241966	該当しない	高価な商品購入の決定	子どもの教育・就職	自治会活動等の地域活動	家族の介護	資産の管理	子どもの世話	PTA等学校行事への参加	日常の買い物	掃除	食事の後片付け	洗濯	食事の支度	2.0793950850661624	26.086956521739129	8.695652173913043	42.344045368620037	2.2684310018903591	24.38563327032136	31.947069943289225	0.1890359168241966	0.3780718336483932	0.3780718336483932	0.3780718336483932	0.1890359168241966	無回答	高価な商品購入の決定	子どもの教育・就職	自治会活動等の地域活動	家族の介護	資産の管理	子どもの世話	PTA等学校行事への参加	日常の買い物	掃除	食事の後片付け	洗濯	食事の支度	16.068052930056712	20.793950850661627	17.391304347826086	21.928166351606805	16.446124763705104	20.415879017013232	22.3062381852552	15.122873345935728	16.068052930056712	15.500945179584122	15.122873345935728	15.122873345935728	【図5-2】家庭内での家事や世話の負担実態 ≪H17年度調査≫ （n=581）
妻がする	自治会活動等の地域活動	資産の管理	家族の介護	子どもの世話	PTA等学校行事への参加	日常の買い物	掃除	食事の後片付け	洗濯	食事の支度	14.5	32.1	40	42.6	58.1	60	65	68	77.900000000000006	81.599999999999994	夫婦でする	自治会活動等の地域活動	資産の管理	家族の介護	子どもの世話	PTA等学校行事への参加	日常の買い物	掃除	食事の後片付け	洗濯	食事の支度	46.1	39.200000000000003	41.4	46.9	34.200000000000003	29	22.3	19.3	14.3	11.2	夫がする	自治会活動等の地域活動	資産の管理	家族の介護	子どもの世話	PTA等学校行事への参加	日常の買い物	掃除	食事の後片付け	洗濯	食事の支度	32.1	24.4	2.4	0	3.1	2.7	2.4	2	1.3	0.9	食事の支度
母・妻がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	56.140350877192979	67.567567567567565	71.83098591549296	70.967741935483872	68.695652173913047	63.829787234042556	夫婦でする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	10.526315789473685	13.513513513513514	14.084507042253522	8.6021505376344081	12.173913043478262	7.4468085106382977	父・夫がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	0	1.408450704225352	1.075268817204301	0.86956521739130432	2.1276595744680851	洗濯
母・妻がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	54.385964912280699	56.756756756756758	70.422535211267601	64.516129032258064	67.826086956521735	60.638297872340424	夫婦でする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	14.035087719298245	24.324324324324323	9.8591549295774641	8.6021505376344081	10.434782608695652	11.702127659574469	父・夫がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	1.7543859649122806	2.7027027027027026	1.408450704225352	4.301075268817204	4.3478260869565215	3.1914893617021276	食事の後片付け
母・妻がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	36.842105263157897	43.243243243243242	56.338028169014088	56.98924731182796	51.304347826086953	51.063829787234042	夫婦でする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	8.7719298245614041	29.72972972972973	22.535211267605632	12.903225806451612	21.739130434782609	17.021276595744681	父・夫がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	5.2631578947368425	4.0540540540540544	1.408450704225352	4.301075268817204	3.4782608695652173	4.2553191489361701	掃除
母・妻がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	43.859649122807021	43.243243243243242	61.971830985915496	50.537634408602152	45.217391304347828	35.106382978723403	夫婦でする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	17.543859649122808	27.027027027027028	16.901408450704224	20.43010752688172	33.043478260869563	32.978723404255319	父・夫がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	1.7543859649122806	5.4054054054054053	1.408450704225352	4.301075268817204	0	6.3829787234042552	日常の買い物
母・妻がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	42.10526315789474	52.702702702702702	53.521126760563384	51.612903225806448	43.478260869565219	34.042553191489361	夫婦でする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	15.789473684210526	21.621621621621621	23.943661971830984	19.35483870967742	31.304347826086957	29.787234042553191	父・夫がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	3.5087719298245612	2.7027027027027026	2.816901408450704	2.150537634408602	1.7391304347826086	6.3829787234042552	PTA等学校行事
母・妻がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	24.561403508771932	36.486486486486484	53.521126760563384	39.784946236559136	22.608695652173914	12.76595744680851	夫婦でする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	7.0175438596491224	16.216216216216218	15.492957746478874	16.129032258064516	6.9565217391304346	9.5744680851063837	父・夫がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	1.7543859649122806	1.3513513513513513	1.408450704225352	2.150537634408602	2.6086956521739131	1.0638297872340425	子どもの世話
母・妻がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	21.05263157894737	32.432432432432435	32.394366197183096	34.408602150537632	23.478260869565219	11.702127659574469	夫婦でする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	22.807017543859651	33.783783783783782	40.845070422535208	26.881720430107528	18.260869565217391	17.021276595744681	父・夫がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	0	0	2.150537634408602	0.86956521739130432	0	資産の管理
母・妻がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	33.333333333333336	28.378378378378379	23.943661971830984	30.107526881720432	21.739130434782609	14.893617021276595	夫婦でする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	22.807017543859651	33.783783783783782	38.028169014084504	22.580645161290324	42.608695652173914	34.042553191489361	父・夫がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	8.7719298245614041	18.918918918918919	18.309859154929576	24.731182795698924	14.782608695652174	23.404255319148938	家族の介護
母・妻がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	10.526315789473685	18.918918918918919	16.901408450704224	23.655913978494624	17.391304347826086	11.702127659574469	夫婦でする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	7.0175438596491224	10.810810810810811	12.67605633802817	18.27956989247312	17.391304347826086	10.638297872340425	父・夫がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	0	0	1.075268817204301	0	0	自治会活動等の地域活動
母・妻がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	12.280701754385966	13.513513513513514	16.901408450704224	17.204301075268816	11.304347826086957	9.5744680851063837	夫婦でする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	26.315789473684209	28.378378378378379	32.394366197183096	36.55913978494624	33.913043478260867	21.276595744680851	父・夫がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	15.789473684210526	24.324324324324323	23.943661971830984	23.655913978494624	33.913043478260867	29.787234042553191	子どもの教育・就職
母・妻がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	14.035087719298245	14.864864864864865	15.492957746478874	11.827956989247312	6.0869565217391308	2.1276595744680851	夫婦でする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	22.807017543859651	40.54054054054054	52.112676056338032	40.86021505376344	28.695652173913043	26.595744680851062	父・夫がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	1.7543859649122806	4.0540540540540544	1.408450704225352	2.150537634408602	0.86956521739130432	0	高価な商品購入
母・妻がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	12.280701754385966	8.1081081081081088	2.816901408450704	7.5268817204301079	10.434782608695652	9.5744680851063837	夫婦でする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	38.596491228070178	50	52.112676056338032	41.935483870967744	53.913043478260867	45.744680851063826	父・夫がする	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	10.526315789473685	14.864864864864865	21.12676056338028	24.731182795698924	10.434782608695652	12.76595744680851	【図6-1】 女性が職業を持つことについて （n=529）
職業を持っていても、結婚したら辞めるのがよい	男性	女性	全体	0.45045045045045046	1.4285714285714286	1.1342155009451795	職業を持っていても、子どもができたら辞め、そのまま職業は持たないのがよい	男性	女性	全体	1.3513513513513513	0.7142857142857143	0.94517958412098302	職業を持っていても、子どもができたら辞め、子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい	男性	女性	全体	43.243243243243242	40.357142857142854	42.155009451795841	子どもができてもずっと職業を持ち続けるのがよい	男性	女性	全体	40.990990990990994	43.571428571428569	42.155009451795841	その他	男性	女性	全体	10.810810810810811	10.714285714285714	10.586011342155009	無回答	男性	女性	全体	3.1531531531531534	3.2142857142857144	3.0245746691871456	
【図6-2】 女性が職業を持つことについて≪H17年度調査≫ （n=581）
女性は職業を持たない方がよい	男性	女性	全体	1.1000000000000001	0.6	0.9	職業を持っていても、結婚したら辞めるのがよい	男性	女性	全体	2.6	1.9	2.2000000000000002	職業を持っていても、子どもができたら辞め、そのまま職業は持たないのがよい	男性	女性	全体	3.4	1.6	2.4	職業を持っていても、子どもができたら辞め、子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい	男性	女性	全体	55.3	55.6	55.4	子どもができてもずっと職業を持ち続けるのがよい	男性	女性	全体	26.7	31.7	29.4	わからない	男性	女性	全体	7.5	7.6	7.6	無回答	男性	女性	全体	3.4	1	2.1	
【図6-3】 女性が職業を持つことについて≪国・県調査≫
女性は職業をもたない方がよい	山梨県（H22年）	全　国（H21年）	1	3.5	結婚するまでは、職業をもつ方がよい	山梨県（H22年）	全　国（H21年）	3.8	5.5	子どもができるまでは、職業をもつ方がよい	山梨県（H22年）	全　国（H21年）	6.1	10.7	子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつ方がよい	山梨県（H22年）	全　国（H21年）	45.6	31.3	子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい	山梨県（H22年）	全　国（H21年）	31.3	45.9	その他	山梨県（H22年）	全　国（H21年）	6	1.4	わからない	山梨県（H22年）	全　国（H21年）	4.8	1.8	無回答	山梨県（H22年）	全　国（H21年）	1.3	0	
【図6-4】 年代別：女性が職業を持つことについて　（n=529）
職業を持っていても、結婚したら辞めるのがよい	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	0	0	1.075268817204301	0.86956521739130432	4.2553191489361701	職業を持っていても、子どもができたら辞め、そのまま職業は持たないのがよい	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	0	0	2.150537634408602	0	3.1914893617021276	職業を持っていても、子どもができたら辞め、子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	40.350877192982459	40.54054054054054	38.028169014084504	32.258064516129032	47.826086956521742	47.872340425531917	子どもができてもずっと職業を持ち続けるのがよい	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	42.10526315789474	43.243243243243242	42.25352112676056	48.387096774193552	44.347826086956523	32.978723404255319	【図6-5】 年代別：女性が職業を持つことについて≪H17年度調査≫　（n=581）
職業を持っていても、結婚したら辞めるのがよい	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	4.0999999999999996	2.7	0	2.5	4.2	0.9	職業を持っていても、子どもができたら辞め、そのまま職業は持たないのがよい	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	2	2.7	0.9	0.8	4.2	3.6	職業を持っていても、子どもができたら辞め、子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	44.9	56	52.8	53.3	57.1	62.7	子どもができてもずっと職業を持ち続けるのがよい	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	40.799999999999997	29.3	32.4	31.7	26.1	22.7	【図6-6】職業別：女性が職業を持つことについて　（n=529）
職業を持っていても、結婚したら辞めるのがよい	農林水産業	自営業	会社員	公務員	教員	学生	パートタイム・アルバイト・契約社員	無職	その他	0	0	0	0	0	0	1.4285714285714286	2.6595744680851063	0	職業を持っていても、子どもができたら辞め、そのまま職業は持たないのがよい	農林水産業	自営業	会社員	公務員	教員	学生	パートタイム・アルバイト・契約社員	無職	その他	0	1.9607843137254901	0	3.3333333333333335	0	0	0	1.5957446808510638	0	職業を持っていても、子どもができたら辞め、子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい	農林水産業	自営業	会社員	公務員	教員	学生	パートタイム・アルバイト・契約社員	無職	その他	71.428571428571431	45.098039215686278	41.071428571428569	23.333333333333332	11.111111111111111	38.46153846153846	35.714285714285715	46.808510638297875	42.857142857142854	子どもができてもずっと職業を持ち続けるのがよい	農林水産業	自営業	会社員	公務員	教員	学生	パートタイム・アルバイト・契約社員	無職	その他	14.285714285714286	45.098039215686278	47.321428571428569	50	88.888888888888886	53.846153846153847	40	36.702127659574465	38.095238095238095	
【図7-1】収入を得る仕事の有無　（n=529）
仕事はしていない	男性	女性	全体	28.828828828828829	49.285714285714285	40.453686200378073	仕事をしている	男性	女性	全体	71.171171171171167	50.357142857142854	59.168241965973536	無回答	男性	女性	全体	0	0.35714285714285715	0.3780718336483932	【図7-2】収入を得る仕事の有無≪H17年度調査≫　（n=581）
仕事はしていない	男性	女性	全体	30.5	50.5	41.3	仕事をしている	男性	女性	全体	69.5	47.9	57.8	無回答	男性	女性	全体	0	1.6	0.9	【図7-3】性別・年代別：就労者の割合　（n=529）
女性	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	54.054054054054056	72.5	67.391304347826093	68.085106382978722	30.508474576271187	21.568627450980394	男性	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	80	88.235294117647058	92	93.478260869565219	61.81818181818182	28.571428571428573	【図7-4】性別・年代別：就労者の割合≪H17年度≫ （n=581）
女性	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	65	51.1	75.900000000000006	57.5	30.5	13.2	男性	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	65.5	100	94.4	93.6	60	22.8	【図8-1】仕事をしている理由 （n=313）
男性(n=158）	家業だから	働くことが好きだから	経済的に自立する	社会に貢献する	生活費補助	自分の自由になるお金を得る	働くのは当たり前だから	仕事を通して自分を成長させたい	社会や人とつながりを持つ	将来に備えて貯蓄する	生計を維持する	8.8607594936708853	10.759493670886076	10.759493670886076	20.88607594936709	8.2278481012658222	17.721518987341771	25.316455696202532	18.9873417721519	15.822784810126583	34.810126582278478	75.316455696202539	女性(n=141）	家業だから	働くことが好きだから	経済的に自立する	社会に貢献する	生活費補助	自分の自由になるお金を得る	働くのは当たり前だから	仕事を通して自分を成長させたい	社会や人とつながりを持つ	将来に備えて貯蓄する	生計を維持する	12.056737588652481	10.638297872340425	17.730496453900709	9.9290780141843964	29.787234042553191	26.24113475177305	19.148936170212767	27.659574468085108	39.716312056737586	25.531914893617021	46.099290780141843	全体(n=313）	家業だから	働くことが好きだから	経済的に自立する	社会に貢献する	生活費補助	自分の自由になるお金を得る	働くのは当たり前だから	仕事を通して自分を成長させたい	社会や人とつながりを持つ	将来に備えて貯蓄する	生計を維持する	10.223642172523961	10.862619808306709	13.738019169329073	15.654952076677317	17.891373801916934	21.725239616613418	22.044728434504794	22.683706070287538	26.837060702875398	31.309904153354633	61.980830670926515	【図8-2】仕事をしている理由≪H17年度調査≫ （n=336）
男性(n=185)	家業だから	社会に貢献する	経済的に自立する	働くことが好きだから	自分の自由になるお金を得る	仕事を通して自分を成長させたい	生活費補助	社会や人とつながりを持つ	働くのは当たり前だから	将来に備えて貯蓄する	生計を維持する	3.2	14.1	15.1	11.4	13.5	12.4	9.6999999999999993	18.899999999999999	31.9	29.2	83.8	女性(n=151)	家業だから	社会に貢献する	経済的に自立する	働くことが好きだから	自分の自由になるお金を得る	仕事を通して自分を成長させたい	生活費補助	社会や人とつながりを持つ	働くのは当たり前だから	将来に備えて貯蓄する	生計を維持する	15.2	5.3	7.3	13.2	20.5	25.8	36.4	32.5	16.600000000000001	21.2	43	全体(n=336)	家業だから	社会に貢献する	経済的に自立する	働くことが好きだから	自分の自由になるお金を得る	仕事を通して自分を成長させたい	生活費補助	社会や人とつながりを持つ	働くのは当たり前だから	将来に備えて貯蓄する	生計を維持する	8.6	10.1	11.6	12.2	16.7	18.5	21.7	25	25	25.6	65.5	【図8-3】年代別：仕事をしている理由 （n=313）
生計を維持する	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	44.444444444444443	59.322033898305087	74.074074074074076	74.666666666666671	52.830188679245282	43.478260869565219	将来に備えて貯蓄する	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	47.222222222222221	33.898305084745765	27.777777777777779	34.666666666666664	18.867924528301888	13.043478260869565	社会や人とつながりを持つ	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	13.888888888888889	23.728813559322035	35.185185185185183	29.333333333333332	24.528301886792452	34.782608695652172	仕事を通して自分を成長させたい	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	19.444444444444443	25.423728813559322	27.777777777777779	22.666666666666668	20.754716981132077	17.391304347826086	働くのは当たり前だから	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	33.333333333333336	27.118644067796609	11.111111111111111	24	18.867924528301888	21.739130434782609	自分の自由になるお金を得る	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	50	16.949152542372882	22.222222222222221	18.666666666666668	11.320754716981131	21.739130434782609	生活費補助	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	16.666666666666668	15.254237288135593	31.481481481481481	13.333333333333334	18.867924528301888	13.043478260869565	社会に貢献する	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	8.3333333333333339	15.254237288135593	12.962962962962964	21.333333333333332	15.09433962264151	17.391304347826086	経済的に自立する	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	38.888888888888886	15.254237288135593	11.111111111111111	10.666666666666666	9.433962264150944	0	働くことが好きだから	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	2.7777777777777777	13.559322033898304	7.4074074074074074	9.3333333333333339	16.981132075471699	13.043478260869565	家業だから	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	3.3898305084745761	3.7037037037037037	5.333333333333333	22.641509433962263	47.826086956521742	
【図9-1】仕事をしていない人の就労意向　（n=214）
すぐにでも働きたい	男性	女性	全体	26.5625	13.043478260869565	17.757009345794394	将来は働きたい	男性	女性	全体	7.8125	20.289855072463769	15.420560747663551	働くつもりはない	男性	女性	全体	39.0625	44.20289855072464	43.457943925233643	わからない	男性	女性	全体	21.875	18.115942028985508	18.691588785046729	無回答	男性	女性	全体	4.6875	4.3478260869565215	4.6728971962616823	【図9-2】仕事をしていない人の就労意向≪H17年度調査≫　（n=240）
すぐにでも働きたい	男性	女性	全体	17.3	18.2	17.899999999999999	将来は働きたい	男性	女性	全体	11.1	17	15	働くつもりはない	男性	女性	全体	51.9	42.8	45.8	わからない	男性	女性	全体	14.8	17	16.3	無回答	男性	女性	全体	5	5	5	女性 （n=138）
すぐにでも働きたい	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	29.411764705882351	9.0909090909090917	20	26.666666666666668	7.3170731707317076	5.1282051282051286	働くつもりはない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	9.0909090909090917	6.666666666666667	13.333333333333334	68.292682926829272	74.358974358974365	将来は働きたい	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	58.823529411764703	72.727272727272734	40	20	2.4390243902439024	0	
男性 （n=64）
すぐにでも働きたい	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	75	50	100	66.666666666666671	28.571428571428573	6.666666666666667	働くつもりはない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	0	0	0	33.333333333333336	60	将来は働きたい	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	25	25	0	0	14.285714285714286	0	
【図10-1】就労意向がある人の希望する就業形態 （n=71）
正社員・正職員	男性	女性	全体	54.545454545454547	36.956521739130437	42.25352112676056	家での内職	男性	女性	全体	4.5454545454545459	2.1739130434782608	2.816901408450704	パートタイム・アルバイト・契約社員	男性	女性	全体	36.363636363636367	54.347826086956523	49.29577464788732	自分で事業経営	男性	女性	全体	4.5454545454545459	2.1739130434782608	2.816901408450704	在宅勤務	男性	女性	全体	0	4.3478260869565215	2.816901408450704	その他	男性	女性	全体	0	0	0	無回答	男性	女性	全体	0	0	0	【図10-2】就労意向がある人の希望する就業形態≪H17年度≫ （n=79）
正社員・正職員	男性	女性	全体	39.1	26.8	30.4	家での内職	男性	女性	全体	8.6999999999999993	5.4	6.3	パートタイム・アルバイト・契約社員	男性	女性	全体	39.1	60.7	55.4	自分で事業経営	男性	女性	全体	0	3.6	2.5	在宅勤務	男性	女性	全体	0	1.8	1.3	その他	男性	女性	全体	8.6999999999999993	0	2.5	無回答	男性	女性	全体	4.3	1.8	2.5	【図10-3】年代別：就労意向がある人の希望する就業形態 （n=71）
正社員・正職員	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	73.684210526315795	66.666666666666671	18.181818181818183	22.222222222222221	23.076923076923077	0	家での内職	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	0	0	11.111111111111111	0	25	パートタイム・アルバイト・契約社員	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	15.789473684210526	25	72.727272727272734	66.666666666666671	76.92307692307692	75	自分で事業経営	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	5.2631578947368425	0	9.0909090909090917	0	0	0	在宅勤務	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	5.2631578947368425	8.3333333333333339	0	0	0	0	【図11-1】就労意向がある人の働きたい理由 （n=71）
男性(n=22)	その他	社会から取り残されそうだから	社会に貢献したい	専門知識や経験を活かしたい	時間的余裕ができた	外で働くのは好きである	自由に使えるお金を稼ぎたくなった	もともと就職するつもりだった	経済的余裕がなくなった	教育費や老後の資金のため	4.5454545454545459	9.0909090909090917	27.272727272727273	9.0909090909090917	4.5454545454545459	27.272727272727273	27.272727272727273	40.909090909090907	45.454545454545453	22.727272727272727	女性(n=46)	その他	社会から取り残されそうだから	社会に貢献したい	専門知識や経験を活かしたい	時間的余裕ができた	外で働くのは好きである	自由に使えるお金を稼ぎたくなった	もともと就職するつもりだった	経済的余裕がなくなった	教育費や老後の資金のため	0	19.565217391304348	13.043478260869565	23.913043478260871	28.260869565217391	21.739130434782609	28.260869565217391	23.913043478260871	28.260869565217391	43.478260869565219	全体(n=71)	その他	社会から取り残されそうだから	社会に貢献したい	専門知識や経験を活かしたい	時間的余裕ができた	外で働くのは好きである	自由に使えるお金を稼ぎたくなった	もともと就職するつもりだった	経済的余裕がなくなった	教育費や老後の資金のため	1.408450704225352	15.492957746478874	18.309859154929576	19.718309859154928	19.718309859154928	25.35211267605634	26.760563380281692	29.577464788732396	33.802816901408448	36.619718309859152	【図11-2】年代別：就労意向がある人の働きたい理由 （n=71）
教育費や老後の資金のため	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	42.10526315789474	41.666666666666664	54.545454545454547	33.333333333333336	23.076923076923077	0	経済的余裕がなくなった	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	5.2631578947368425	33.333333333333336	54.545454545454547	33.333333333333336	61.53846153846154	25	もともと就職するつもりだった	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	57.89473684210526	16.666666666666668	9.0909090909090917	33.333333333333336	23.076923076923077	0	自由に使えるお金を稼ぎたくなった	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	36.842105263157897	16.666666666666668	27.272727272727273	22.222222222222221	30.76923076923077	25	外で働くのは好きである	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	21.05263157894737	25	18.181818181818183	11.111111111111111	30.76923076923077	50	時間的余裕ができた	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	50	18.181818181818183	33.333333333333336	15.384615384615385	25	専門知識や経験を活かしたい	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	42.10526315789474	8.3333333333333339	27.272727272727273	0	7.6923076923076925	0	社会に貢献したい	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	31.578947368421051	0	9.0909090909090917	11.111111111111111	23.076923076923077	25	社会から取り残されそうだから	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	21.05263157894737	8.3333333333333339	18.181818181818183	0	23.076923076923077	25	
【図12-1】就労意向がある人の働く上で気がかりなこと　（n=71）
男性(n=22)	その他	仕事の受注や資金繰り	保育所（園）、学童保育の利用	家族の理解	家事	職場の人間関係	賃金など望む労働条件	自分の資格や能力が通用するか	働きたくても仕事がない	自分の健康状態や体力	年齢制限	自分のしたい仕事に就けるか	0	9.0909090909090917	0	0	9.0909090909090917	18.181818181818183	9.0909090909090917	18.181818181818183	27.272727272727273	45.454545454545453	50	27.272727272727273	女性(n=46)	その他	仕事の受注や資金繰り	保育所（園）、学童保育の利用	家族の理解	家事	職場の人間関係	賃金など望む労働条件	自分の資格や能力が通用するか	働きたくても仕事がない	自分の健康状態や体力	年齢制限	自分のしたい仕事に就けるか	6.5217391304347823	4.3478260869565215	13.043478260869565	13.043478260869565	13.043478260869565	15.217391304347826	19.565217391304348	19.565217391304348	23.913043478260871	30.434782608695652	30.434782608695652	45.652173913043477	全体(n=71)	その他	仕事の受注や資金繰り	保育所（園）、学童保育の利用	家族の理解	家事	職場の人間関係	賃金など望む労働条件	自分の資格や能力が通用するか	働きたくても仕事がない	自分の健康状態や体力	年齢制限	自分のしたい仕事に就けるか	4.225352112676056	5.6338028169014081	8.4507042253521121	8.4507042253521121	11.267605633802816	15.492957746478874	15.492957746478874	18.309859154929576	28.169014084507044	35.2112676056338	39.436619718309856	39.436619718309856	【図12-2】年代別：就労意向がある人の働く上で気がかりなこと　（n=71）
自分のしたい仕事に就けるか	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	63.157894736842103	33.333333333333336	36.363636363636367	33.333333333333336	23.076923076923077	25	年齢制限	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	33.333333333333336	36.363636363636367	66.666666666666671	61.53846153846154	75	自分の健康状態や体力	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	15.789473684210526	8.3333333333333339	63.636363636363633	33.333333333333336	53.846153846153847	75	働きたくても仕事がない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	10.526315789473685	8.3333333333333339	27.272727272727273	22.222222222222221	61.53846153846154	25	自分の資格や能力が通用するか	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	26.315789473684209	25	18.181818181818183	0	7.6923076923076925	50	賃金など望む労働条件	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	36.842105263157897	0	9.0909090909090917	22.222222222222221	7.6923076923076925	0	職場の人間関係	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	26.315789473684209	33.333333333333336	9.0909090909090917	0	7.6923076923076925	0	家事	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	10.526315789473685	25	18.181818181818183	0	7.6923076923076925	0	家族の理解	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	16.666666666666668	27.272727272727273	0	7.6923076923076925	0	保育所（園）、学童保育の利用	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	10.526315789473685	25	9.0909090909090917	0	0	0	仕事の受注や資金繰り	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	15.789473684210526	0	9.0909090909090917	0	0	0	
【図13-1】どのような子育てを行っていけばよいか （n=529）
男性（n=222）	男は外で働き、女は家庭を守るように育てる	その他	男と女では、生き方が違うということを認識するように育てる	男と女では、生き方が違わないということを認識するように育てる	男女の役割を固定化せず、区別しないように育てる	男女を問わず、身のまわりの家事ができるように育てる	男女ともに、社会人として自立できるように育てる	4.0540540540540544	2.7027027027027026	9.9099099099099099	19.81981981981982	54.054054054054056	56.756756756756758	89.189189189189193	女性（n=280）	男は外で働き、女は家庭を守るように育てる	その他	男と女では、生き方が違うということを認識するように育てる	男と女では、生き方が違わないということを認識するように育てる	男女の役割を固定化せず、区別しないように育てる	男女を問わず、身のまわりの家事ができるように育てる	男女ともに、社会人として自立できるように育てる	1.4285714285714286	3.2142857142857144	7.1428571428571432	12.857142857142858	59.285714285714285	72.857142857142861	91.785714285714292	全体（n=529）	男は外で働き、女は家庭を守るように育てる	その他	男と女では、生き方が違うということを認識するように育てる	男と女では、生き方が違わないということを認識するように育てる	男女の役割を固定化せず、区別しないように育てる	男女を問わず、身のまわりの家事ができるように育てる	男女ともに、社会人として自立できるように育てる	2.6465028355387523	3.0245746691871456	8.695652173913043	16.068052930056712	56.710775047258977	65.973534971644611	90.737240075614366	【図13-2】年代別：どのような子育てを行っていけばよいか （n=529）
男女ともに、社会人として自立できるように育てる	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	85.964912280701753	89.189189189189193	95.774647887323937	93.548387096774192	92.173913043478265	86.170212765957444	男女を問わず、身のまわりの家事ができるように育てる	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	78.94736842105263	62.162162162162161	73.239436619718305	62.365591397849464	66.086956521739125	58.51063829787234	男女の役割を固定化せず、区別しないように育てる	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	52.631578947368418	55.405405405405403	53.521126760563384	63.44086021505376	57.391304347826086	57.446808510638299	男と女では、生き方が違わないということを認識するように育てる	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	12.280701754385966	16.216216216216218	7.042253521126761	15.053763440860216	16.521739130434781	24.468085106382979	男と女では、生き方が違うということを認識するように育てる	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	7.0175438596491224	10.810810810810811	5.6338028169014081	4.301075268817204	8.695652173913043	12.76595744680851	男は外で働き、女は家庭を守るように育てる	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	3.5087719298245612	1.3513513513513513	1.408450704225352	0	4.3478260869565215	4.2553191489361701	【図14-1】安心して子どもを産み育てるのに必要なこと （n=529）
男性（n=222）	その他	ファミリーサポート事業の充実	子育て相談や講座の充実	子育て中の人への交流と情報交換の場の確保	地域での子育て支援の充実	ひとり親家庭への支援	労働時間の短縮	学童保育の充実	職場における子育て支援施設の整備充実	延長保育、病後時保育など保育サービスの充実	父親の子育て参加	男女とも育児休業が気がねなく取れる職場環境の充実	保育施設の充実	4.954954954954955	4.954954954954955	6.3063063063063067	9.4594594594594597	13.513513513513514	10.810810810810811	18.468468468468469	16.666666666666668	21.621621621621621	21.171171171171171	26.576576576576578	45.045045045045043	55.855855855855857	女性（n=280）	その他	ファミリーサポート事業の充実	子育て相談や講座の充実	子育て中の人への交流と情報交換の場の確保	地域での子育て支援の充実	ひとり親家庭への支援	労働時間の短縮	学童保育の充実	職場における子育て支援施設の整備充実	延長保育、病後時保育など保育サービスの充実	父親の子育て参加	男女とも育児休業が気がねなく取れる職場環境の充実	保育施設の充実	2.8571428571428572	5	6.0714285714285712	10.357142857142858	9.2857142857142865	12.142857142857142	15.714285714285714	26.071428571428573	28.928571428571427	30	26.428571428571427	48.214285714285715	58.214285714285715	全体（n=529）	その他	ファミリーサポート事業の充実	子育て相談や講座の充実	子育て中の人への交流と情報交換の場の確保	地域での子育て支援の充実	ひとり親家庭への支援	労働時間の短縮	学童保育の充実	職場における子育て支援施設の整備充実	延長保育、病後時保育など保育サービスの充実	父親の子育て参加	男女とも育児休業が気がねなく取れる職場環境の充実	保育施設の充実	3.5916824196597354	4.9149338374291114	5.8601134215500945	9.8298676748582228	11.1531190926276	11.909262759924385	16.824196597353499	22.3062381852552	25.897920604914933	26.275992438563328	26.465028355387524	45.368620037807183	56.710775047258977	【図14-2】年代別：安心して子どもを産み育てるのに必要なこと （n=529）
保育施設の充実	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	45.614035087719301	47.297297297297298	60.563380281690144	54.838709677419352	63.478260869565219	63.829787234042556	男女とも育児休業が気がねなく取れる職場環境の充実	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	52.631578947368418	47.297297297297298	47.887323943661968	48.387096774193552	42.608695652173914	44.680851063829785	父親の子育て参加	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	40.350877192982459	28.378378378378379	25.35211267605634	21.50537634408602	22.608695652173914	28.723404255319149	延長保育、病後時保育など保育サービスの充実	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	24.561403508771932	32.432432432432435	28.169014084507044	30.107526881720432	23.478260869565219	19.148936170212767	職場における子育て支援施設の整備充実	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	33.333333333333336	25.675675675675677	26.760563380281692	31.182795698924732	22.608695652173914	18.085106382978722	学童保育の充実	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	10.526315789473685	21.621621621621621	22.535211267605632	18.27956989247312	27.826086956521738	24.468085106382979	労働時間の短縮	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	24.561403508771932	24.324324324324323	19.718309859154928	13.978494623655914	14.782608695652174	10.638297872340425	ひとり親家庭への支援	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	15.789473684210526	9.4594594594594597	14.084507042253522	9.67741935483871	8.695652173913043	13.829787234042554	地域での子育て支援の充実	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	12.280701754385966	12.162162162162161	9.8591549295774641	12.903225806451612	9.5652173913043477	11.702127659574469	子育て中の人への交流と情報交換の場の確保	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	17.543859649122808	9.4594594594594597	11.267605633802816	9.67741935483871	8.695652173913043	6.3829787234042552	子育て相談や講座の充実	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	3.5087719298245612	5.4054054054054053	1.408450704225352	5.376344086021505	11.304347826086957	6.3829787234042552	ファミリーサポート事業の充実	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	7.0175438596491224	4.0540540540540544	5.6338028169014081	8.6021505376344081	3.4782608695652173	2.1276595744680851	【図15-1】地域活動等への参加状況 （n=529）
男性（n=222）	審議会等政策決定に関する活動	その他	国際交流に関する活動	消防・防災活動	行政と関わる市民委員会等	NPO等の市民団体活動（まちづくり、社会福祉、環境等）	生涯学習活動	文化的・伝統的な活動	PTAや保護者会等の学校活動	ボランティア活動	自治会、子ども会等の地域における団体活動	特に活動はしていない	0.45045045045045046	0	2.2522522522522523	4.0540540540540544	4.5045045045045047	3.6036036036036037	5.8558558558558556	9.4594594594594597	7.6576576576576576	14.864864864864865	33.783783783783782	48.198198198198199	女性（n=280）	審議会等政策決定に関する活動	その他	国際交流に関する活動	消防・防災活動	行政と関わる市民委員会等	NPO等の市民団体活動（まちづくり、社会福祉、環境等）	生涯学習活動	文化的・伝統的な活動	PTAや保護者会等の学校活動	ボランティア活動	自治会、子ども会等の地域における団体活動	特に活動はしていない	0.35714285714285715	1.0714285714285714	1.7857142857142858	1.4285714285714286	2.1428571428571428	4.2857142857142856	10.357142857142858	8.2142857142857135	13.571428571428571	14.285714285714286	30.357142857142858	47.142857142857146	全体（n=529）	審議会等政策決定に関する活動	その他	国際交流に関する活動	消防・防災活動	行政と関わる市民委員会等	NPO等の市民団体活動（まちづくり、社会福祉、環境等）	生涯学習活動	文化的・伝統的な活動	PTAや保護者会等の学校活動	ボランティア活動	自治会、子ども会等の地域における団体活動	特に活動はしていない	0.3780718336483932	0.56710775047258977	1.890359168241966	2.6465028355387523	3.0245746691871456	3.7807183364839321	8.8846880907372405	9.0737240075614363	10.586011342155009	14.555765595463138	31.379962192816635	48.204158790170133	【図15-2】年代別：地域活動等への参加状況 （n=529）
特に活動はしていない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	77.192982456140356	62.162162162162161	50.70422535211268	33.333333333333336	39.130434782608695	41.48936170212766	自治会、子ども会等の地域における団体活動	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	7.0175438596491224	22.972972972972972	35.2112676056338	44.086021505376344	40	28.723404255319149	ボランティア活動	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	7.0175438596491224	4.0540540540540544	5.6338028169014081	19.35483870967742	23.478260869565219	18.085106382978722	PTAや保護者会等の学校活動	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	3.5087719298245612	20.27027027027027	29.577464788732396	12.903225806451612	3.4782608695652173	1.0638297872340425	文化的・伝統的な活動	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	3.5087719298245612	2.7027027027027026	2.816901408450704	15.053763440860216	9.5652173913043477	13.829787234042554	生涯学習活動	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	1.7543859649122806	4.0540540540540544	1.408450704225352	9.67741935483871	11.304347826086957	15.957446808510639	NPO等の市民団体活動（まちづくり、社会福祉、環境等）	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	1.3513513513513513	0	2.150537634408602	9.5652173913043477	6.3829787234042552	行政と関わる市民委員会等	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	0	0	2.150537634408602	8.695652173913043	4.2553191489361701	消防・防災活動	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	1.7543859649122806	0	1.408450704225352	4.301075268817204	3.4782608695652173	3.1914893617021276	国際交流に関する活動	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	1.7543859649122806	2.7027027027027026	1.408450704225352	2.150537634408602	2.6086956521739131	1.0638297872340425	審議会等政策決定に関する活動	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	0	0	1.075268817204301	0.86956521739130432	0	【図16-1】地域活動等をしていない理由 （n=255）
男性（n=107）	家族の理解・協力が得られない	交通手段がない	その他	一緒に活動する仲間がいない	人間関係がわずらわしい	まったく興味がわかない	家事・育児・介護などが忙しい	特に理由はない	やりたいと思う活動が身近にない	活動についての情報が得られない	時間がない	仕事が忙しい	0	2.8037383177570092	13.084112149532711	9.3457943925233646	14.018691588785046	16.822429906542055	6.5420560747663554	15.88785046728972	18.691588785046729	19.626168224299064	33.644859813084111	37.383177570093459	女性（n=132）	家族の理解・協力が得られない	交通手段がない	その他	一緒に活動する仲間がいない	人間関係がわずらわしい	まったく興味がわかない	家事・育児・介護などが忙しい	特に理由はない	やりたいと思う活動が身近にない	活動についての情報が得られない	時間がない	仕事が忙しい	1.5151515151515151	8.3333333333333339	9.8484848484848477	15.151515151515152	12.878787878787879	12.121212121212121	20.454545454545453	20.454545454545453	18.181818181818183	20.454545454545453	24.242424242424242	21.969696969696969	全体（n=255）	家族の理解・協力が得られない	交通手段がない	その他	一緒に活動する仲間がいない	人間関係がわずらわしい	まったく興味がわかない	家事・育児・介護などが忙しい	特に理由はない	やりたいと思う活動が身近にない	活動についての情報が得られない	時間がない	仕事が忙しい	0.78431372549019607	6.666666666666667	10.980392156862745	12.156862745098039	13.333333333333334	14.117647058823529	14.509803921568627	18.03921568627451	19.215686274509803	20	29.019607843137255	30.196078431372548	【図16-2】年代別：地域活動等をしていない理由 （n=255）
仕事が忙しい	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	20.454545454545453	43.478260869565219	36.111111111111114	35.483870967741936	24.444444444444443	15.384615384615385	時間がない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	27.272727272727273	34.782608695652172	36.111111111111114	35.483870967741936	22.222222222222221	17.948717948717949	活動についての情報が得られない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	36.363636363636367	23.913043478260871	16.666666666666668	19.35483870967742	8.8888888888888893	12.820512820512821	やりたいと思う活動が身近にない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	25	19.565217391304348	22.222222222222221	9.67741935483871	13.333333333333334	17.948717948717949	特に理由はない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	22.727272727272727	17.391304347826086	19.444444444444443	9.67741935483871	17.777777777777779	23.076923076923077	家事・育児・介護などが忙しい	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	11.363636363636363	15.217391304347826	22.222222222222221	0	15.555555555555555	17.948717948717949	まったく興味がわかない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	25	13.043478260869565	13.888888888888889	12.903225806451612	11.111111111111111	7.6923076923076925	人間関係がわずらわしい	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	9.0909090909090917	10.869565217391305	19.444444444444443	12.903225806451612	20	7.6923076923076925	一緒に活動する仲間がいない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	15.909090909090908	10.869565217391305	11.111111111111111	12.903225806451612	11.111111111111111	12.820512820512821	交通手段がない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	4.5454545454545459	0	5.5555555555555554	3.225806451612903	13.333333333333334	7.6923076923076925	家族の理解・協力が得られない	20歳代	30歳代	40歳代	50歳代	60歳代	70歳以上	0	0	0	0	4.4444444444444446	0	【図17-1】各分野で男女共同参画が進んでいるか （n=529）
進んでいる	行政（審議会や委員会等）	政治の場	地域（自治会や町内会）	職場	学校（PTA活動や奉仕活動）	24.574669187145556	32.703213610586012	39.319470699432891	42.155009451795841	51.795841209829867	進んでいない	行政（審議会や委員会等）	政治の場	地域（自治会や町内会）	職場	学校（PTA活動や奉仕活動）	24.574669187145556	29.867674858223062	23.062381852551987	19.092627599243855	5.6710775047258979	わからない	行政（審議会や委員会等）	政治の場	地域（自治会や町内会）	職場	学校（PTA活動や奉仕活動）	43.100189035916827	30.434782608695652	30.812854442344044	30.623818525519848	34.593572778827976	無回答	行政（審議会や委員会等）	政治の場	地域（自治会や町内会）	職場	学校（PTA活動や奉仕活動）	7.7504725897920608	6.9943289224952743	6.8052930056710776	8.128544423440454	7.9395085066162574	【図17-2】各分野で男女共同参画が進んでいるか≪Ｈ17年度調査≫ （n=581）
進んでいる	行政（審議会や委員会等）	地域（自治会や町内会）	職場	学校（PTA活動や奉仕活動）	政治の場	21.5	27.9	28.4	32.4	33.200000000000003	進んでいない	行政（審議会や委員会等）	地域（自治会や町内会）	職場	学校（PTA活動や奉仕活動）	政治の場	19.600000000000001	25.1	21.3	9	20	わからない	行政（審議会や委員会等）	地域（自治会や町内会）	職場	学校（PTA活動や奉仕活動）	政治の場	45.1	35.299999999999997	34.9	41.8	36.1	無回答	行政（審議会や委員会等）	地域（自治会や町内会）	職場	学校（PTA活動や奉仕活動）	政治の場	13.8	11.7	15.3	16.899999999999999	10.7	政治の場
女性	進んでいる	進んでいない	わからない	29.285714285714285	30	34.642857142857146	男性	進んでいる	進んでいない	わからない	38.738738738738739	30.18018018018018	24.774774774774773	学校（PTA活動や奉仕活動）
女性	進んでいる	進んでいない	わからない	48.214285714285715	6.4285714285714288	37.5	男性	進んでいる	進んでいない	わからない	59.009009009009006	4.954954954954955	29.27927927927928	職場
女性	進んでいる	進んでいない	わからない	39.285714285714285	18.214285714285715	34.642857142857146	男性	進んでいる	進んでいない	わからない	47.297297297297298	19.81981981981982	25.675675675675677	地域（自治会や町内会）
女性	進んでいる	進んでいない	わからない	36.785714285714285	20.714285714285715	36.071428571428569	男性	進んでいる	進んでいない	わからない	42.792792792792795	26.576576576576578	24.774774774774773	行政（審議会や委員会等）
女性	進んでいる	進んでいない	わからない	21.785714285714285	24.642857142857142	46.071428571428569	男性	進んでいる	進んでいない	わからない	30.18018018018018	25.225225225225227	37.837837837837839	【図18-1】各分野で男女共同参画が進まない理由 （n=529）
男性優位の慣習的な組織運営	学校（PTA活動や奉仕活動）	職場	地域（自治会や町内会）	行政（審議会や委員会等）	政治の場	16.666666666666668	31.683168316831683	36.065573770491802	40	55.696202531645568	性別による役割分担意識や性差別の意識が強い	学校（PTA活動や奉仕活動）	職場	地域（自治会や町内会）	行政（審議会や委員会等）	政治の場	20	14.851485148514852	18.032786885245901	10	3.7974683544303796	女性自身の積極性が十分でない	学校（PTA活動や奉仕活動）	職場	地域（自治会や町内会）	行政（審議会や委員会等）	政治の場	20	11.881188118811881	25.409836065573771	10.76923076923077	12.025316455696203	女性の参画を積極的に進めようとしている人が少ない	学校（PTA活動や奉仕活動）	職場	地域（自治会や町内会）	行政（審議会や委員会等）	政治の場	3.3333333333333335	12.871287128712872	7.3770491803278686	10.76923076923077	10.126582278481013	女性の能力開発の機会が不十分	学校（PTA活動や奉仕活動）	職場	地域（自治会や町内会）	行政（審議会や委員会等）	政治の場	6.666666666666667	11.881188118811881	0	7.6923076923076925	3.1645569620253164	家族の支援・協力が得られない	学校（PTA活動や奉仕活動）	職場	地域（自治会や町内会）	行政（審議会や委員会等）	政治の場	10	0	0	1.5384615384615385	0.63291139240506333	わからない	学校（PTA活動や奉仕活動）	職場	地域（自治会や町内会）	行政（審議会や委員会等）	政治の場	3.3333333333333335	0.99009900990099009	0	3.0769230769230771	1.2658227848101267	その他	学校（PTA活動や奉仕活動）	職場	地域（自治会や町内会）	行政（審議会や委員会等）	政治の場	3.3333333333333335	0.99009900990099009	3.278688524590164	0	0.63291139240506333	無回答	学校（PTA活動や奉仕活動）	職場	地域（自治会や町内会）	行政（審議会や委員会等）	政治の場	16.666666666666668	14.851485148514852	9.8360655737704921	16.153846153846153	12.658227848101266	
【図18-2】各分野で男女共同参画が進まない理由≪H17年度調査≫ （n=116）
男性優位の慣習的な組織運営	学校（PTA活動や奉仕活動）	地域（自治会や町内会）	職場	行政（審議会や委員会等）	政治の場	15.4	34.200000000000003	36.299999999999997	45.6	55.2	性別による役割分担意識や性差別の意識が強い	学校（PTA活動や奉仕活動）	地域（自治会や町内会）	職場	行政（審議会や委員会等）	政治の場	17.3	15.8	21	14.9	7.8	女性自身の積極性が十分でない	学校（PTA活動や奉仕活動）	地域（自治会や町内会）	職場	行政（審議会や委員会等）	政治の場	15.4	21.2	7.3	9.6	10.3	女性の参画を積極的に進めようとしている人が少ない	学校（PTA活動や奉仕活動）	地域（自治会や町内会）	職場	行政（審議会や委員会等）	政治の場	5.8	8.1999999999999993	9.6999999999999993	9.6	7.8	女性の能力開発の機会が不十分	学校（PTA活動や奉仕活動）	地域（自治会や町内会）	職場	行政（審議会や委員会等）	政治の場	3.8	0.7	9.6999999999999993	3.5	0.9	家族の支援・協力が得られない	学校（PTA活動や奉仕活動）	地域（自治会や町内会）	職場	行政（審議会や委員会等）	政治の場	15.4	1.4	0.8	0.9	0.9	【図18-3】各分野で男女共同参画が進まない理由≪政治の場≫ （n=158）
男性(n=67)	その他	家族の支援・協力が得られない	わからない	女性の能力開発の機会が不十分	性別による役割分担意識や性差別の意識が強い	女性の参画を積極的に進めようとしている人が少ない	女性自身の積極性が十分でない	男性優位の慣習的な組織運営	1.4925373134328359	1.4925373134328359	1.4925373134328359	4.4776119402985071	5.9701492537313436	11.940298507462687	13.432835820895523	47.761194029850749	女性(n=84)	その他	家族の支援・協力が得られない	わからない	女性の能力開発の機会が不十分	性別による役割分担意識や性差別の意識が強い	女性の参画を積極的に進めようとしている人が少ない	女性自身の積極性が十分でない	男性優位の慣習的な組織運営	0	0	1.1904761904761905	2.3809523809523809	2.3809523809523809	9.5238095238095237	11.904761904761905	60.714285714285715	全体(n=158)	その他	家族の支援・協力が得られない	わからない	女性の能力開発の機会が不十分	性別による役割分担意識や性差別の意識が強い	女性の参画を積極的に進めようとしている人が少ない	女性自身の積極性が十分でない	男性優位の慣習的な組織運営	0.63291139240506333	0.63291139240506333	1.2658227848101267	3.1645569620253164	3.7974683544303796	10.126582278481013	12.025316455696203	55.696202531645568	【図18-4】各分野で男女共同参画が進まない理由≪職場≫ （n=101）
男性(n=44)	家族の支援・協力が得られない	その他	わからない	女性の能力開発の機会が不十分	女性自身の積極性が十分でない	女性の参画を積極的に進めようとしている人が少ない	性別による役割分担意識や性差別の意識が強い	男性優位の慣習的な組織運営	0	2.2727272727272729	0	13.636363636363637	22.727272727272727	6.8181818181818183	18.181818181818183	20.454545454545453	女性(n=51)	家族の支援・協力が得られない	その他	わからない	女性の能力開発の機会が不十分	女性自身の積極性が十分でない	女性の参画を積極的に進めようとしている人が少ない	性別による役割分担意識や性差別の意識が強い	男性優位の慣習的な組織運営	0	0	1.9607843137254901	9.8039215686274517	3.9215686274509802	19.607843137254903	11.764705882352942	41.176470588235297	全体(n=101)	家族の支援・協力が得られない	その他	わからない	女性の能力開発の機会が不十分	女性自身の積極性が十分でない	女性の参画を積極的に進めようとしている人が少ない	性別による役割分担意識や性差別の意識が強い	男性優位の慣習的な組織運営	0	0.99009900990099009	0.99009900990099009	11.881188118811881	11.881188118811881	12.871287128712872	14.851485148514852	31.683168316831683	【図19-1】ＤＶの被害実態について（n=529）
何度もあった	包丁などでおどす	見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌を見せる	異常な性的行為を強要する	避妊に協力しない	大切にしているものを、わざと壊したり捨てたりする	「誰のおかげで食べていかれるのか」とか「甲斐性なし」とか言う	黙って家を出て行き、連絡してこない	暴力を振るうふりをして、おどす	殴ったり、蹴ったりする	交友関係や携帯電話などを細かく監視する	子どもに八つ当たりする	ものを投げつけたり、壊したりする	家を空けると不機嫌になる	何を言っても無視する	大きな声でどなる	0.56710775047258977	0.3780718336483932	1.5122873345935728	3.0245746691871456	1.5122873345935728	3.5916824196597354	3.7807183364839321	3.9697542533081287	4.1587901701323249	3.0245746691871456	4.3478260869565215	5.4820415879017013	7.3724007561436675	7.1833648393194709	10.01890359168242	一、二度あった	包丁などでおどす	見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌を見せる	異常な性的行為を強要する	避妊に協力しない	大切にしているものを、わざと壊したり捨てたりする	「誰のおかげで食べていかれるのか」とか「甲斐性なし」とか言う	黙って家を出て行き、連絡してこない	暴力を振るうふりをして、おどす	殴ったり、蹴ったりする	交友関係や携帯電話などを細かく監視する	子どもに八つ当たりする	ものを投げつけたり、壊したりする	家を空けると不機嫌になる	何を言っても無視する	大きな声でどなる	1.7013232514177694	2.2684310018903591	2.8355387523629489	4.1587901701323249	6.0491493383742911	6.0491493383742911	6.2381852551984878	7.1833648393194709	7.1833648393194709	9.0737240075614363	8.128544423440454	14.555765595463138	14.744801512287335	18.903591682419659	18.525519848771268	【図19-2】ＤＶの被害実態について≪H17年度調査≫ （n=581）
何度もあった	包丁などでおどす	見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌を見せる	異常な性的行為を強要する	大切にしているものを、わざと壊したり捨てたりする	避妊に協力しない	暴力を振るうふりをして、おどす	黙って家を出て行き、連絡してこない	「誰のおかげで食べていかれるのか」とか「甲斐性なし」とか言う	殴ったり、蹴ったりする	交友関係や携帯電話などを細かく監視する	子どもに八つ当たりする	ものを投げつけたり、壊したりする	家を空けると不機嫌になる	何を言っても無視する	大きな声でどなる	0.7	0.2	0.7	1.4	2.2000000000000002	2.2000000000000002	2.2000000000000002	2.9	2.2000000000000002	2.1	3.1	2.4	6.7	7.2	9.1	一、二度あった	包丁などでおどす	見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌を見せる	異常な性的行為を強要する	大切にしているものを、わざと壊したり捨てたりする	避妊に協力しない	暴力を振るうふりをして、おどす	黙って家を出て行き、連絡してこない	「誰のおかげで食べていかれるのか」とか「甲斐性なし」とか言う	殴ったり、蹴ったりする	交友関係や携帯電話などを細かく監視する	子どもに八つ当たりする	ものを投げつけたり、壊したりする	家を空けると不機嫌になる	何を言っても無視する	大きな声でどなる	1.2	2.6	2.1	4.5	4.5	7.4	7.6	7.2	8.8000000000000007	9.3000000000000007	13.9	16.2	16.399999999999999	23.6	22.9	
大きな声でどなる
女性	何度もあった	一、二度あった	まったくない	13.571428571428571	15.357142857142858	66.428571428571431	男性	何度もあった	一、二度あった	まったくない	5.8558558558558556	23.423423423423422	64.414414414414409	何を言っても無視する
女性	何度もあった	一、二度あった	まったくない	8.9285714285714288	18.214285714285715	68.214285714285708	男性	何度もあった	一、二度あった	まったくない	4.954954954954955	20.27027027027027	67.567567567567565	家を空けると不機嫌になる
女性	何度もあった	一、二度あった	まったくない	10.714285714285714	18.214285714285715	67.5	男性	何度もあった	一、二度あった	まったくない	2.7027027027027026	10.810810810810811	77.927927927927925	
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20歳代30歳代40歳代50歳代60歳代70歳以上

グラフタイトル

職業を持っていても、結婚したら辞めるのがよい職業を持っていても、子どもができたら辞め、そのまま職業は持たないのがよい職業を持っていても、子どもができたら辞め、子どもが大きくなったら再び職業を持つのがよい子どもができてもずっと職業を持ち続けるのがよい


